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史跡上之国勝山館跡環境整備事業は、昭和54年の開始以来今年で17年を経

過することになり、この間の調査で、百数十年の長期に亘る館の存続と各種

の遺構・遺物を知り得るところとなりました。

今年度は第二平坦面東側中央部を中心に遺構調査を実施しました。その結

果、館東側を走る帯曲輪、門跡と思われる大型柱穴など当時の館内の様子が

窺われる発見がありました。

本年度の事業の推進にあたり、文化庁記念物課をはじめとする関係各機関

の諸先生、勝山館跡調査研究専門員としてご指導をお願いしている石井進、

朝尾直弘、網野善彦、榎森進、仲野浩の諸先生には、ご多忙中のところ多大

なご指導を賜りました。厚く御礼申し上げます。

今後も本事業を継続して推進して参りたく思うところでありますので関係

機関・諸先生には、なお一層のご指導、ご鞭撞を賜りますようお願い申し上

げます。

平成 8年 3月

北海道槍山郡上ノ国町教育委員会

教育長 和 泉 定 夫
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伊リ

1.本書は史跡上之国勝山館跡の平成 7年度発掘

調査及び環境整備事業について概要をまとめ

たものである。

2. 本年度の発掘調査は次の体制でのぞんだ

調査主体者 上ノ国町教育委員会

教育長 和 泉 定 夫

指導 上ノ国町文化財保護審議会特別委員

福山大学教授足達富士夫、 文化学院講

師 鈴木豆

同勝山館跡調査研究専門員 国立歴史民俗

博物館館長石井進、橘女子大学教授

朝尾直弘、神奈川大学特任教授 網野善彦、

東北学院大学教授榎森進、東北芸術工

科大学教授仲野浩

主管上ノ国町教育委員会文化財課課長

木村幹郎、主事笹浪甲衛

勝山館跡修景技術専門員北島譲

発掘担当者学芸員斉藤邦典

調査員 学芸員松崎水穂佐藤一志

松田輝哉、発掘調査員柳沼弥生

調査補助員 山崎洋子笠谷奈智子竹内江

美子

石井淳平、仲田書矢、春名理史(富山大学〉

岩井良太、岡崎友美、鈴木さち恵(東北芸

術工科大学)、徳本悟(奈良大学〉

作業員 青木千秋、浅原すみ、井越祥子、

小田川喜美子、大谷弓子、奥寺京子、川合

冴子、斎藤圭子、佐藤明美、佐藤則子、笹

浪竹志、杉村八重子、鈴木千春、住吉春子、

平智之、高島弘、竹内正章、田畑康子、沼

沢園枝、羽田貴子、林栄子、入国綾子、入

国揚子、松本津枝子、目黒加奈子、森恵美

子、鷲田フミ子

保存処理作業員 木村洋子、油谷和枝

3.本書の編集は松崎、斎藤、佐藤、松田、柳沼

が協議の上斉藤が行なった。

本書の作成は Iを斉藤、佐藤、 IIを斉藤、

佐藤、松田、柳沼、 III、IVを斉藤、 Vを松崎

の分担で行ない、文末に分担者名を記した。

尚遺物観察表、集計表は山崎、土層の観察表

は竹内、掘立柱建物跡の想定図は笠谷の各調

査補助員が作成したものに基づいている。

4.挿図の作成は担当者、調査員の指示により補

助員、作業員が行なった。挿図中の方位は真

"'" 

北を示す。

5 .土層の土色は「新版標準土色帖J(農林水産技

術会議事務局〕を遺物の色調名は「標準色彩

図表AJ(日本色研事業株式会社〉を用い、自

演uで比定した。

6. 本書の調査時の写真は斉藤、佐藤、松田、柳

沼が撮影した。

7. 調査にあたっては次の関係機関と各位に多大

など指導とご援助を賜った。

文化庁記念物課本中員岡村道雄井上和

人小池伸彦、北海道教育庁文化課大沼忠

春種市幸生伊藤敏彦笹島淳子、北海道

大学日本史研究室、北海道大学 天野哲也、

札幌大学原田信男、静修女子大学吉崎昌

一、中央学院大学市村高男、京都大学大

山喬平、同志社大学森浩一、名古屋大学丹

下昌之、八戸工業大学 高島成備、光星短大

工藤祐燕、北海道大学埋蔵文化財調査室 椿

坂恭代、北海道立アイヌ民族文化研究センタ

ー 古原敏弘、北海道埋蔵文化財センタ一

越田賢一郎 倉橋直孝、瀬戸市埋蔵文化財調

査センター 藤沢良祐金子健一、東京国立

博物館佐均木利和池田宏、北海道開拓記

念館山田悟郎小林幸夫亀谷隆、函館市

博物館長谷部一弘、北方民族資料館野村

祐一、八戸市博物館佐A木浩一、南部町教

育委員会中居達麿永井治浪岡町史編纂

室佐藤仁工藤清泰、深浦町歴史民俗資料

館西崎正孝、中里町教育委員会資藤淳、

東北町教育委員会 古屋敷則雄、山形県埋蔵

文化財センター 山口博之、乙部町教育委員

会森広樹藤田巧仙庭晋一、松前町教育

委員会久保泰、函館市教育委員会佐藤智

雄落合治彦野辺地初雄五十嵐貴久、八

雲町教育委員会 三浦孝一、七飯町教育委員

会石本省三、今金町教育委員会寺崎康史、

奥尻町教育委員会乾哲也村上義直、南茅

部町教育委員会阿部千春福田祐二小林

貢、森町教育委員会藤田登、木古内町教育

委員会鈴木正語菅野文二三上英則木

元豊大矢内愛史中村和之笹野武則

(順不同 敬 称 略〉
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I 調査の概要

1 調査

史跡上之国勝山館跡は、桧山郡上ノ国町字勝山

に位置し、前方には天然、の良港大澗湾を臨み、後

方には夷王山を配する。館の主体部は、両側を宮

の沢・寺の沢に挟まれた台地となっている。また、

大きく 3つの平坦商に分かれており、下から第一

平坦面、第二平坦面、第三平坦面としている。第

一平坦面は虎口から大手側の空壕までの聞の平坦

面で、面積は約5，OOOm'o第二平坦面は面積約7，000

d と最も広く、勝山館の中心的な建物をはじめ多

くの建物跡等が検出されている。また第一平坦面

との境には深さ約 2m (第二平坦面までの落差約

8 m)の空壕が 2本掘られている。第三平坦面は、

館神八幡宮などがあった箇所で・面積は約3，500m'。

最後部には土塁が作られ、さらにその外側には空

壕が切られている。第二平坦面と第三平坦面を囲

むようにして柵列が巡らされていた。

本年度は、平成2年度から継続している第 2平

坦面の調査を行い、北東中央部約l，230m'を発掘調

査した。

発掘調査は、 5月15日-11月27日の期間実施し

た。調査方法は、 20mx20mの大グリッドを分割

した 4mX4mの小グリッド方式を採用した。ま

た、建物の概要を知るために柱穴配置略図(縮尺

1/40)を作成し、柱穴聞の重複・覆土の状態を観

察しながら柱穴を掘り下げた。焼土・土嬢等は半

裁し、セクション図を作成した後に掘り下げ、土

壌のサンプリングを行った。遺物の取り上げ方法

は、 1 • IIJ曹は 4mX4mのグリッドを 2mX2

mに4分割して一括して取り上げ、遺構面のIII層

は実測図に記録した後にレベルを附して取り上げ

た。遺物の記録には縮尺1/20の平板実測、遺構面

の実測は1/10・1/20その他による平板及び遺り方

測量を採用した。(佐藤〉

5月 作業員に作業内容.就業規則その他説明。

調査区内踏査、関連出土品の説明、調査区内 4mx

4mグリッド設定。発掘作業開始 I・II層除去作

業

6月 6月7日 調査区内のII層下面までの表土

除去作業終了。

遺構確認調査開始。調査区内各整形区画面の柱穴

をはじめとした遺構配置略図作成。

14-17号建物跡、 23-25号建物跡、 41-44号建物

跡、帯曲輪、竪穴64、69調査

7月 14-17号建物跡調査、 実測、写真撮影。竪

穴64調査。 17号建物跡大型柱穴の柱根取り上げ。

23-25号建物跡調査、実測、写真撮影。 41-44号

建物跡調査、実測、写真撮影。帯曲輪調査

8月 8-12. 13号建物跡、竪穴64調査。18-22号

建物跡調査、実測、写真撮影。 38-40号建物跡調

査。帯曲輪、通路跡A、溝77、帯曲輪調査。集中豪

雨のため環境整備済み箇所の大手空家斜面、揚め

手地区土葬墓斜面が崩壊する。

9月 集中豪雨崩落箇所応急処置。 18111、16区

整形区画面調査。26-31号建物跡調査、土境20-23

調査、実測、写真撮影。 38-40号建物跡実測、写

真撮影、帯曲輪調査

10月 26-31号建物跡調査、実測、写真撮影。竪

穴65.66、土境40調査，実測、写真撮影。 32-37号

建物跡調査。通路跡B調査、帯曲輪写真撮影

11月 32-37号建物跡調査、実測、写真撮影。通

路跡B実測、写真撮影。調査区全景写真撮影。調

査終了 (斉藤)

2 基本層序

I層 表土層、 10YR3/3暗褐-10YR4/4褐シノレ

ト、草根多量。やや密。

II層 館廃絶後の自然、堆積層。 10YR3/3暗褐-10

YR4/4褐、ンノレト。やや密。炭化物、 Os.a混入。細

分される。 Os-a純層も含まれる

III層館機能時の整地盛土層。 10YR4/4褐-10

YR5/8黄褐、密。ソフトローム粒、炭化物等多量

に含有する。細分される。

IVa層 縄文期以後より館が形成される直前まで

の自然、堆積層。黒シノレトー7.5YR3/3暗褐シノレト

IVb層 10YR6/6明黄褐火山灰。やや密。

IVc層 縄文期包含層。 10YR4/6褐シノレト。やや

密。

V層 10YR5/4にぶい黄褐-10YR5/6黄褐。ソフ

トローム。 VI層 ノ、ードローム。(斉藤〉

3 保存処理

本年度は鉄製品1，000点、木製品1，400点、銅製

品40点 の 処 理 を 行 な っ た 。 ( 斉 藤 〕

l 
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II 遺構確認調査

1 鯛査目的

平成 2年-6年度の遺構確認調査の結果、館を

縦断して中央通路が通り、その左右に溝や段で区

画された建物跡の立つ地割が作られていることが

想定された。特に館主体部、第 2平坦面と称して

いるもっとも広い平地の北東部では客殿に比定す

る建物跡や配石遺構、井戸跡、鍛冶・鋳造作業場

などの種々の遺構が発見され館内の様相が広がり

を見せはじめた。今年度は昨年度一部検出された

帯曲輸の全体さらにそこから建物跡への通路、建

物と建物聞の通路等を探ること等を目的とした。

2 検出遺構と出土遺物

(1)位置.概要

平成 7年度の調査区は第 2平坦面中央通路の南

東部、平成 6年度調査区の南東側l，230m'である。

調査区の中央部及び西側の約2/3にあたる地区

は中央通路とは段差を有せず、それに長軸の直交

する地割が溝、段によって作られ、その中に堀立

柱と竪穴の建物跡が作られていた。調査区の東側

1/3は段差を持って整形盛土された平坦面が作ら

れていた。そしてそれは約三つの地割からなり調

査区中央部よりやや規模の小さい堀立柱建物跡が

検出された。また調査区東端部華の沢に面した箇

所 (すぐその北東の平成 6年度の帯曲輸が検出さ

れた箇所の南側〉からさらに一段低く細長い平坦

部が約80mにわたり整地盛土により作りだされ、

端部に数条の棚列が作られ、またそれに伴う主う

に何回かの平坦部が作られていることがわかっ

た。また14-17号建物跡のある地割から焼失の竪

穴が検出された。溝や段で区画され、建物跡の想

定された地割は12面、想定された建物跡45棟、竪

穴建物跡 3棟、土嬢40基、これに地割を区画する

溝、段、柱列等が主な検出遺構である。

(2) 層序

遺構および遺構面の形成を捉えるため調査区内

に縦横する形で土層断面を設定し、第 3-4図に

示した。また基本的な層序については先に延べた

ところである。第 3図A-A'は調査区を西~東へ

横断する土層断面であるが、 19119、18区では帯

曲輸が整地盛土により平坦面を作りだしているこ

と、さらにそれに伴う溝が 2回以上作り替えられ

4 

ていることがわかる。 B-B'ではA-A'同様帯曲

輸の整地が厚いが、調査区西端へ行くに従い整地

盛土は薄くなる傾向を示す。また19J 3 -5区付

近23-25号建物跡付近では整地盛土層は小礁が含

有した砂状の土壌であり、厚い堆積はみられない。

第 4図F-F'は調査区を南~北へ縦断する土層

断面である。 18J 20-25区以降北ではIII層の堆積

は見られずV層のみであり整地のための盛土は行

なわれていなし、。むしろ削平している感がある。

第 4図G-G'では19J2 3 -18 J 23区にかけてIII

層の堆積は 8-12cm程であるが、それより北18J 

18、13区付近では殆ど無し、。これらをみると調査

区を南一北へ縦断する土層断面G-G'、F-F'で

は北へ行くに従いIII層の堆積はなくなり V層のみ

となる。また調査区を東西に横断する B-B'A

-A'では西へ行くほど整地盛土層は薄くなる傾

向を示す。従って整地盛土層は調査区内東側及び

南側が厚く西、北へ行くほど薄くなる傾向を示す。

調査区西端部、館中央通路付近ではローム面から

の中世遺構の確認も多い。このように本年度調査

の区画内でもかなり大規模な整地、削平、盛土が

行なわれていたと考えられる。 (斉藤〉

(3) 掘立柱建物跡・曲輪跡・通路跡等

第 1号建物跡 (第 6図): 18K5、18K10、18日、

18J6区に位置する。前年度の調査で、桁行 5問、

梁間 3間と想定された建物跡であるが、今年度の

調査により新たにP1299、P1399が検出された為、

潜との関連も含めて再検討を行った結果、建物の

軸方向が前年度より若干北に傾き、柱列の柱穴と

していたP1271、P1280、P1375、P1380まで桁がの

びる 3間X6聞の南北棟が想定された。建物は'94

年溝26(以下概報XVI-溝26と記す〉の西側を走る

溝で区画される。この建物はP1299、P1348、1356、

P1407で、北側 3間x3間と南側 3間x3聞の 2

室に仕切られる。なお、 P1348の南西に焼土がある

が、これは作図上の誤りで、焼土ではなく竪穴59

Aより新しい柱穴の範囲である。

第 2号建物跡(第 7図): 18K5、18K10、18日、

18J5区に位置する。前年度 2間x5聞の建物と想

定されていたもの。概報XVI溝26、84、64とで区

画される。今年度再調査した際、 P1405の新旧関係
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表 1 18 119.18.17.16.19 J 20.19.18.17.16南北セクション東壁土層 く A~A '>
1 I IOYR3/3 暗褐 礁粒ロム粒砂利焼土粒 炭化物

11-1 10YR3/3 時褐 礁粒火山灰
2 I IOYR4/4 褐 礁粒 ローム粒 ソフト 炭化物
3 I 10YR3/3 陪褐 礁 粒 ロ ム 粒 基 盤 礁 粒 焼 土 粒 炭化物

火山灰
4 I IOYR3/3 暗褐 礁粒ローム粒基盤礁焼土粒火 ソフト 炭化物

山灰多量
5 I lOYR4/3 にぶい事責褐 礁粒 ローム粒火山灰 ややソフト 炭化物
6 I 10YR3/3 陪褐 礁粒 ローム粒 ややソ フト 炭化物
7 I 10YR4/4 褐 礁粒 ローム粒焼土粒 <1l-6>よりやや陪くソフト 炭化物
8 I 10YR3/3 暗褐 礁粒ローム粒焼土粒火山灰 宇やハード 炭化物
9 I IOYR4/4 褐 礁粒ロム粒 ハード 炭化物
10 10YR3/3 陪褐 礁粒 ローム粒 ソフト 炭化物
11 
12 IOYR3/4 時褐 ローム粒 ロームプロヅク 火山灰 粘性なL ソフト 炭化物少量

20% 
111-1 IOYR4/3 にふ:ぃ賞褐 機粒焼土粒ややソフト

2 I 10YR3/3 陪褐 礁粒焼土徴量 炭化物
3 I 10YR3/3 陪褐 全面ローム 礁粒 ソフト 炭化物少量
4 I IOYR2/3 黒褐 礁粒ロム粒 混じり少ない 炭化物微量
5 I 10YR3/2 県褐 礁粒 ローム粒 ソフト 炭化物少量
6 I IOYR3/3 時褐 礁粒 ローム粒 ソフト

7 I 10YR3/4 陪褐 礁粒ロ ム粒多量 ややハード鮎り土 炭化物少量
8 I 10YR2/3 黒褐 礁粒 ローム粒 ややソフト
9 I IOYR3/3 暗褐 礁粒ロム粒砂混じり ソフト 炭化物少量
10 I 10YR4/3 にぶい賀補 礁粒 ローム粒 ハード鮎り土 炭化物少量
11 I 10YR2/3 黒褐 礁粒 ローム粒 ソフト 炭化物多量
12 I 10YR2/3 県褐 礁粒 ローム粒 ソフトlORYR2/3より赤みあり 炭化物少量土器
13 I 10YR4/4 褐 全面ローム 平やソフト
14 
15 I 10YR3/3 陪褐 礁粒 ローム粒砂混じり ソフト 炭化物少量
16 I IOYR4/4 褐 全面ローム 礁粒 ややソフト
17 I 7.5YR2/3 極暗褐 礁粒焼土粒徴量 ややソフト 炭化物少量
18 I 10YR4/4 褐 やや粗 炭化物徴量

-4/6 
19 I 7.5YR2/3 極陪褐 礁粒 極めてソフト 粗 炭化物少量
20 I IOYR3/3 陪褐 礁粒 ローム粒焼土粒 ソフト

21 I IOYR3/4 暗褐 混じり少ない 炭化物徴量
22 I 10YR3/3 陪褐 礁粒ローム粒焼土粒砂華Ij混じり ややハード 炭化物少量土器

-3/4 
23 lOYR3/3 陪褐 礁粒焼土粒微量 ハード しまりあり 炭化物微量
24 I 10YR4/4 褐 礁粒 ローム粒ハードロームプロッ ~宇密 しまりあり 炭化物少量

タ多量焼土粒
25 I 7. 5YR2/3 極陪裕 ローム粒 極めてソフト 粗 炭化物少量土器
26 I IOYR3/3 暗褐 礁粒 ローム粒 ややソフト 炭化物徴量
27 I 10YR2/3、 県褐筒褐 礁粒ロム粒焼土粒 ソフト 炭化物土器

3/3 
28 I IOYR3/3、 暗褐 礁粒小礁焼土粒火山灰 ソフト 炭化物

3/4 
29 I 10YR3/3、 陪褐 礁粒 ローム粒焼土粒 ソフト 炭化物

3/4 
30 I 10YR3/3 陪褐 礁粒 ローム粒 ややソフト 炭化物
31 I IOYR3/4 時褐 ローム粒 ややソフト

32 I 10YR3/4 陪褐 礁粒焼土粒徴量 ハード
33 I IOYR2/3、 県褐陪硲 礁粒 ローム粒焼土粒 ソフト 炭化物

3/3 
34 I IOYR2/3 県褐 礁粒 ローム粒 ソフト 炭化物
35 I IOYR3/3 陪褐裕 基盤礁 平やソフト

-4/4 
36 I lOYR2/3 県褐 礁粒焼土粒 ソフト 炭化物
37 IIOYR2/3 よ員褐 ローム粒焼土粒 ソフト〈焼土トイ〉よりやや暗い 炭化物
38 I 10YR212、 J思褐 ロム粒 ソフト

2/3 
39 I 10YR3/3、 陪褐 礁粒ロム粒焼土粒 ややハード

3/4 
40 I 10YR4/4 褐 礁 粒 焼 土 粒 や宇ハード

41 I lOYR4/4 褐 礁 粒 焼 土 粒 ややハード
42 I 10YR4/4 褐 礁粒 ローム粒基盤礁少量焼土粒 ややハード
43 I lOYR3/3 踏褐 礁粒ロ ム粒焼土粒
44 I 10YR3/3 陪褐 礁粒 ローム粒
45 I lOYR3/3 暗褐 礁粒 ローム粒 ハード

46 I 10YR2/3 黒褐~にぷし 礁粒ロム粒 炭化物
-4/3 貰褐

47 I 10YR3/3 陪褐 礁粒 ローム粒 ソフト 炭化物
48 I 10YR4/3 にふ;ぃ貰褐 礁粒微量 ロム粒
49 I 10YR3/4、 陪褐褐 礁粒 ローム粒

4/4 
50 I IOYR4/3 にふ;レ黄褐 礁粒 ローム粒 ややハード 炭化物
51 I 10YR4/4 褐 礁粒ロム粒 ハド

52 I IOYR4/4 褐 礁粒 ローム粒 ハード
53 I 10YR4/4 褐 礁粒ロ ム粒焼土粒 炭化物

-4/6 
54 I 10YR4/3 にふ;ぃ糞褐 礁粒 ローム位焼土粒 炭化物
55 I 7.5YR4/6 褐 全面ローム 礁粒3% 粘性あまりなしハ ド 炭化物3% 土器
56 I IOYR3/3 踏褐 礁粒 ローム粒少量
57 I lOYR3/4 踏褐 型軽粒 ロ ムプロック70% ρ ド 炭化物
58 I 10YR3/3 暗褐 礁粒 ローム粒少量
59 I lOYR3/3、 暗褐 礁粒 ロ ムプロック多量 ソフト 炭化物

3/4 
60 I 10YR3/3 暗褐 喋粒ロ ム粒少量 炭化物微量
61 I lOYR3/3 暗褐 碑粒 ローム粒 ロームブロック 炭化物
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62 lOYR3/3 陪褐 礁位 ローム粒多量 炭化物
63 lOYR4/2 灰黄褐 全面ローム礁粒 ハド 炭化物
64 lOYR3/3 陪褐 礁粒ロム粒 ソフト 炭化物
65 IOYR3/3 陥褐 礁粒 ローム粒 ややしまりあり 炭化物
66 IOYR3/3 陪i褐 礁粒 ローム粒 炭化物
67 IOYR3/4 陪褐~褐 礁粒微量 ローム粒 粘土質 炭化物

-4/4 
68 IOYR3/4 陪i褐 礁粒ローム粒基盤礁焼土粒 炭化物
69 IOYR4/2 灰貰褐 草壁粒 ローム粒 ややハード 炭化物
70 IOYR4/4 褐 ローム粒 ロームプロ ":/P 粘性ややあり ソフト 炭化物徴量
71 IOYR4/4 褐 ローム粒 ロームプロ ~!J 粘性ややあり ソフト 炭化物少量
72 IOYR2/3 黒褐 ソフト 炭化物土器
73 IOYR2/3 県褐 ローム粒 混じり少ない 炭化物多量

IV-I 7.5YR4/6 褐 全面ロ ム礁粒1% 焼土粒 粘性あり ややハ ド <111-55>より 炭化物3% 土器
やや陪

217.5YR5/8 明褐 全面ロ ム喋粒3% 焼土粒 粘性な L ハード 炭化物5% 土器
317.5YR4/6 褐 全面ローム 礁粒3% 焼土粒 粘性ややあり ハード 炭化物1%

土壌60イ IOYR3/3 陪褐 礁粒ロ ム粒火山灰微量 ソフト
ロ IOYR4/2 灰貰褐 聴粒 ローム粒 ロームプロ ，!J 火 ソフト 炭化物

山灰
ハ 10YR4/3 にぶい賞褐 ローム粒多量焼土粒 ややハード 炭化物少量

土療 3イ IOYR3/3 暗褐 礁粒ロム粒焼土粒 炭化物少量土器
ロ 10YR3/3 暗褐 礁粒 ローム粒 〈イ〉よりやや暗い 炭化物少量

構2 あ IOYR2/3、 J!，.¥褐踏褐 機粒ロム粒焼土粒 ややソフト 溝28より粘性なく陪い 炭化物少量
3/3 

L 、 10YR2/3 県褐 礁粒 ローム粒 炭化物多量土器
満9 あ IOYR3/3 陪褐 ロ ム粒焼土粒 ソフト くし、〉より暗い 炭化物

い IOYR3/3 陪褐 礁 粒 ロ ム 粒 焼 土 粒 火 山 灰 ソフト
う IOYR3/3 陪褐 ローム粒焼土粒 ソフト 炭化物

糟89イ 7.5YR3/3 陪褐 礁粒ロ ム 粒 焼 土 粒 基 盤 礁 少 量 ソフト 炭化物
潤27 あ IOYR3/3 陪褐 礁粒ロ ムプロック 焼土粒 ややソフト 炭化物少量

い IOYR2/3 黒褐 礁粒 ローム粒 ソフト
う 10YR2/3 熟裕 礁粒 ソフト 混じり少ない
え IOYR2/3、 尽褐 機粒焼土粒微量 炭化物微量

お lO3Y/R23/3 陪褐 礎粒焼土粒徴量 ハード しまりあり 炭化物少量
か IOYR4/3 にぷい賞褐 礁粒焼土粒微量 ハード しまりあり 炭化物徴量

潤28 あ IOYR2/3、 !Jl褐陪褐

3/3 
全面ロム礁粒焼土粒 ややハ ド 炭化物少量

満61 あ IOYR4/4 褐 ロム粒ロムプロ :;;!J ソフト 炭化物徴量
し、 IOYR4/4 褐 ローム粒 粘性な L ソフト 炭化物
う IOYR4/3 にぶい賀褐 ローム粒焼土粒微量 粘性平ゃあり 炭化物少量
え IOYR3/3 踏褐 ローム粒 ロームプロ';/1/30% 粘性な L ソフト 炭化物
お 10YR6/3 にぶい賞褐 ローム粒 ロームプロ y ク 粘性あり Lまりあり 炭化物
か 10YR4/4 褐 礁粒 ローム粒 粘性なし しまりあり 炭化物
き IOYR4/6 褐~にふ・い置 ローム粒 ロームプロック 5% 粘性ゃゃあり ややソフト 炭化物微量

-5/4 褐
く IOYR5/3 にぶい爽褐 ローム粒火山灰5% 粘性な L ソフト 炭化物徴量
け IOYR3/3 陪褐~褐 礁粒ロム粒火山灰5% ややソフト 炭化物

-4/4 
こ IOYR5/6 賞褐 全面ローム 礁粒 粘性あり ハード 炭化物徴量
さ 10YR5/4 にぶい賞褐 ローム粒 ロームプロック 10% 粘性ややあり ややソフト
L I 10YR4/6 褐 ローム粒 ロームプロック 粘性な L ソフト 炭化物
すlOYR3/4 暗褐 ローム粒 ロームプロック 粘性な L ソフト 炭化物
せ IOYR3/3 踏褐 碑粒 ローム粒 ロームプロック 粘性なし ソフト
そ IOYR4/6 褐 ロ ム粒ロームブロック火山灰 粘性な L ソフト 炭化物5%

た IOYR5/3 にぶい貰褐
10粒% 
礁 ローム粒 粘性ややあり ソフト 炭化物徴量

ちlOYR5/6 賞褐 全面ロ ム礎粒 粘性あり ハード 炭化物少量
つ IOYR4/6 褐 ロ ー ム 粒 火 山 灰 焼 土 粒 粘性なし ソフト 炭化物
て IOYR5/4 にぶい貰裕 様車立徴量 ローム粒 ロームフロック 粘性なし ソフト 炭化物微量

糟66 a lOYR3/3 陪褐 礁粒ロム粒焼土粒
b I IOYR4/4 褐 機粒 ローム粒 ハード
c I 10YR3/3 陪褐 礁位ロム粒 ソフト
d I IOYR4/6 褐 ローム粒 ロームプロック少量 粘性なし しまりややあり 炭化物徴量
e I IOYR4/6 褐~にぶい貰 ローム粒 ロームプロック 火山灰徴 粘性ややあり ソフト しまりややあ 炭化物少量

-5/4 褐 量 り
満73 あ 7.5YR2/3、 極 褐陪褐

3/3-IOYR3/3 
礁粒ロ ム粒焼土粒徴量 ソフト 炭化物微量

い IOYR3/3 暗褐 礁粒 ローム粒 ややハード 炭化物少量
う 10YR3/3 措褐 草壁粒 ロ ム粒 ソフト 炭化物少量
え IOYR4/3 にぶい賞褐 E型粒 ハード 全面粘質 炭化物少量
お IOYR4/3 にぷい賞褐 ハードロームプロ ，!J 炭化物3%

構74 あ 7.5YR2/3 極褐 ローム粒 ロームプロッ ク ソフト 粗 炭化物少量土器
い 7.5YR2/3 極褐 ロ ム粒 ソフト 炭化物少量
う 10YR3/4 陪褐 礁粒 ローム粒焼土粒 ややハード Lまりあり 炭化物少量土器
え

構76 あ 7.5YR3/3 暗褐 粗ソフト 混じりなし 炭化物微量
い 7.5YR2/3 極陪褐 ローム粒 粗 ソフト 混じりややあり
う IOYR4/4 褐 やや粗 炭化物微量

-4/6 
え IOYR4/3 にぶい黄褐 粗ソフト 混じりなし 炭化物微量
お 7.5YR2/3 極暗褐 ロームフ'ロッ F 粗ソフト 炭化物少量
ヵ、 IOYR3/3 暗褐 際粒 ローム粒焼土粒 ソフト
き IOYR4/4 褐 碑粒 ローム粒 ロームプロック 多 やや密 しまりあり

量焼土粒
満79 あ 10YR3/3 陪褐 礁粒 ロ ム粒少量 火山灰少量

し、 10YR4/6 褐 全面ロ ーム
うlOYR3/3 陪褐 礁粒焼土粒火山灰 ややソフト 炭化物
え IOYR3/3 暗褐 礁 粒 焼 土 粒 炭化物
お IOYR4/3 にぷい黄褐 礁粒 ローム誼多量 粘土質 炭化物
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かlOYR3/3 暗褐 礎 粒 焼 土 粒 炭化物
き IOYR3/2 県褐 礁粒 ローム粒焼土粒 炭化物
く IOYR3/3 暗褐 礎粒 ローム粒 ソフト 炭化物

焼土9ィ IOYR2/3 黒褐 ロ ム粒焼土粒多量 ソフト

P822イ IOYR2/3 M¥褐 礁粒ロ ム 粒 焼 土 粒 火 山 灰 少 量 ソフト 炭化物
ロ IOYR4/4 褐 礁粒 ローム粒焼土粒 ソフト 炭化物

P824あ IOYR3/4 陪褐 礁粒ロム粒焼土粒 ややハド
L、lOYR3/4 陪褐 礁粒 ローム粒 ソフト

う IOYR3/4 暗褐 礁粒ロム粒 炭化物

P839ィ IOYR3/3、 時褐 礁粒徴量 ローム位 ロームプロッタ ソフト 炭化物少量
3/4 

ロ IOYR3/4 暗褐 ローム粒少量 ロ ムプロック微量 ソフト 炭化物少量
ハ IOYR4/4 褐 ローム粒少量 ロームプロッタ少量 ソフト 〈ロ〉よ り明るい 炭化物少量

P840イ IOYR4/4 褐 礁粒ロム粒基盤礁 炭化物少量
ロ IOYR5/4 賀補 礁粒 ローム粒 J、ード 炭化物
ハ IOYR5/4 賞褐 礁粒 ローム粒 ハード 炭化物微量
ユ IOYR4/4 裕 礁粒 ローム粒 ややソフト 炭化物少量

P841イ IOYR4/6 褐 礁粒ロ ム位焼土粒少量 。11-45>よりや宇暗い 炭化物少量
ロ IOYR4/6 褐 礁粒 ローム粒 くイ〉より明るい 炭化物徴量

P884イ IOYR3/3 踏褐 喋粒ロム粒 ソフト 炭化物
~ I IOYR3/3 賠褐 礁粒 ローム粒焼土粒 炭化物
ハ IOYR3/3 時褐 礁粒 ローム粒 ソフト 炭化物
ニ IOYR3/4 陪褐 ローム粒

ホ IOYR3/4 陪褐 ローム粒多量 炭化物
へ IOYR3/4 暗褐 ローム粒 炭化物
トlOYR4/3 にふJい賞褐 ローム粒火山灰多量 炭化物

P888イ IOYR2/3 県褐 礁粒 ローム粒焼土粒 炭化物
ロ IOYR3/3 時褐 礁粒 ローム粒 炭化物
ハ IOYR3/2 黒褐 礁粒 ローム世
ニ IOYR3/3 踏褐 礁粒 ローム粒 〈イ〉より粘性なく粗 炭化物

P898イ IOYR3/4 暗褐 w位ロム粒
ロ IOYR4/3 にぶい貰褐 礁粒 ローム粒焼土粒
ρIOYR3/4 暗箱 礁粒 ローム粒焼土粒

P899イ IOYR3/3 陪褐 礁粒 ローム粒 ソフト

ロ IOYR3/4 陪禍 礁粒 ローム粒焼土粒
ハ IOYR3/3 時褐 礁粒 ローム粒焼土粒 ソフト 〈イ〉より粘性なく粗
ユ IOYR3/3 時褐 礁粒 ローム粒
ホ IOYR3/3 時褐 ローム粒

へlOYR3/3 時褐 際粒 ローム位焼土粒 ソフト

P900あ IOYR3/3 時褐 ローム粒 炭化物
いlOYR3/4 時褐 礁粒 ローム粒焼土粒 ソフト

PI740イ 7.5YR5/6 明褐 全面ローム礁粒 粘性ややあり ややハード
ロ IOYR5/8 3立褐 全面ローム礁粒火山灰 粘性あり 炭化物
ハ IOYR5/4 にふJい黄褐 ローム粒 ロームブロァク5% 粘性なし ややソフト 炭化物
ニ IOYR5/6 賞褐 全面ローム 粘性あり ハード
ホ 7.5YR5/6明制6096+10 全面ローム 粘性あり ハード

YR5/6賞褐40%
へ IOYR5/4 にぶい貰褐 ローム粧 ロームプロック 下位に火 粘性なl.. ~フト 炭化物15%

山灰30%
ピット A IOYR3/3 時禍 ローム粒火山灰 ソフト

ピット B lOYR4/4 褐 ロ ム粒ロ ムプロック火山灰 粘性ゃゃあり ややソフト
ピットC IOYR3/4陪褐30%+2.5 礁粒ロ ム粒火山灰多量 粘性なし ややソフト

YR7/1灰白70%
ピット D IOYR4/4 褐 礁粒徴量ロ ム粒 ソフト 炭化物
ピットE IOYR3/3 陪褐 ローム粒 ソフト粗砂質 炭化物

あ
い IOYR3/3 陪褐 ローム数 ソフト 炭化物

表 2 19 K 10.19 J 6 . 7 . 8 . 9 .10.19 I 6 . 7 . 8 . 9 .10南北セクション東壁土層<B~B ') 
1 -1 IOYR4/3 にふ;ぃ賞褐 礁粒 ローム粒徴量 しまりなし 焼土粒 C

11-1 
111-1 IOYR3/3 略禍 礁粒 ハード 焼土粒 C微量

2110YR3/3 時褐 礁粒 ローム粒 ソフト 焼土佐 C少 量 土 器Iコ
3 I IOYR3/3 暗褐 礁位 ローム粒 ソフト 焼土粒 C 
4 I lOYR2/3 県褐 礁粧 ややソフト 焼土粒微量 C徴量

5 I IOYR3/3 暗褐 礁粒基ti粒 カ'ラヵ・ラ ソフト 焼土粒土器
6 I IOYR2/3 』晶褐 軍軍粒 ややハード 焼土粒徴量 C微量

7 I IOYR3/33/4時褐 礁粒 ローム粒 ソフト 焼土粒 C微量
8 I IOYR3/3 暗褐 礎粒 ローム粒 サ ラ サ ラ ソフト まじり少量 焼土粒徴量

9 I lOYR3/32/3暗褐 礁粒 ローム粒 ソフト 焼土粒土器鉄棒少量
10 I IOYR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒基盤粒火山灰徴量 ややハード 焼土粒 C少量

11 I IOYR3/3 踏褐 礁粒 ローム粒 ややハード 焼土粒 C 
12 I IOYR3/3 時褐 礁粒 ソフト 鈍土粒 C 炭化物

13 I IOYR2/3 J品褐 礁粒 ポロポロ ソフト

1410YR2/ /3 黒黒褐褐 礁礁粒粒 ローム粒粒 ソフト 焼土粒 C多量炭化物
151 IOYR2/3 ローム ややハード 焼土粒 C少量炭化物

16110YR2/3 県褐 礁粒 ローム粒 ソフト 焼土粒 C徴量土器

17 I IOYR2/2 !~褐 礁粒 ローム粒 ロームプロ ック基盤 ザ ラ ザ ラ ハード 砂利混り

粒
18 I IOYR2/32/2怨褐 礁粒 ローム粒 ややハード 焼土粒 C少量炭化物

19 I lOYR2/3 黒褐 E里数基盤粒 ややポロポロ ソフト C少量

20 I IOYR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒基盤粒 宇宇J、ード

21 I IOYR2/2 県褐 礁粒 ローム粒 ソフト 焼土粒 C徴量砂利混り

22 I IOYR2/3 県褐 礁粒 ローム粒 ザラザラ ，、ード 焼土粒 C微量砂利混り

23 I IOYR2/22/3黒褐 礁位 ローム粒 ソフト 焼土粒 C多量炭化物

24 I lOYR2/3 黒褐 礎位 ローム粒基盤粒 ソフト しまりなし 焼土粒 C少量

25 I IOYR3/3 踏褐 礁魁火山灰少量 ややハード 焼土粒 C微量

26 I IOYR3/3 時褐 |礁粒 ローム粒 サラサラ ソフト しまりなL
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27 10YR3!3 時褐 礁粒 ソフト C微量
28 10YR2!33!3暗褐 礁粒 ローム粒 ソフト C徴量土器
29 lOYR2!2 黒褐 礁粒 ソフト 焼土粒全面C多量
30 10YR3!3 暗褐 碑粒 ロームプロック ややハード 炭化物
31 10YR3!3 陪褐 礁粒ロム粒 宇宇ハード
32 10YR3!43!3暗褐 礁粒 ローム粒火山灰少量 ややハード 焼土粒少量
33 lOYR3!33!4陪褐 礁粒 ロームプロック 火山灰 宇宇ハード 焼土粒少量
34 10YR3!43!暗褐 礁粒ロ ム粒ロ ムプロック火山 ハード 焼土粒 C

34!3 灰
35 10YR3!4 暗褐 礁粒ロム粒 ハード 焼土粒
36 10YR4!3 にぷい黄褐 礁粒 宇やソフト 焼土粒 C 
37 10YR5!6 黄褐 礁粒ロム粒 ハド

38 10YR3!33!4暗褐 礁粒 ややソフト 焼土粒 C 
39 10YR3!43!3暗褐 礁粒ロム粒 焼土粒 C微 量 土 器
40 10YR3!43!3暗褐 礁粒 ローム位 ハ ー ド 密 焼土粒 C 
41 lOYR3!3 時褐 礁粒ロム粒 焼土粒 C徴量粘土質
42 10YR4!4 褐 礁粒ロム粒 ハ ー ド 密 焼土粒 C 
43 lOYR4!3 にぶい賞褐 礁粒 ローム位 ハ ー ド 密 焼土粒 C 
44 10YR3!45!暗褐 礁粒 ローム粒 ハード 焼土粒 C 土器

63!3 
45 lOYR4!3 にぶい賀褐 礁粒ロム位火山灰 焼土粒 C 
46 lOYR3!4 暗褐 礁粒 ローム粒 焼土粒 C少量
47 10YR4!44!3褐 礁君主 ロ ム粒 ハード 焼土粒 C 粘土質
48 lOYR4!43!4褐 礁粒 ローム粒基盤礁 ハード ねばり有る 焼土粒 C 
49 lOYR3!4 陪褐 礁粒 ローム粒

50 lOYR4!4 褐 礁粒ロム粒 C徴量
51 lOYR4!3 にぶい賞褐 礁粒 ローム粒

52 10YR4!4 褐 礁粒 ローム粒 ハード 焼土粒 C 
-4!6 

53 lOYR3!4 陪褐 機粒 ロ ム粒
54 10YR4!3 にぶい貰褐 礁粒 ローム粒 焼土粒多量 C 

V-1 lOYR4!4 褐 礁粒少量全面ロ ム ハド

2 110YR4!4 褐 礁粒 焼土粒全面粘土質
3 I lOYR3!44!3略褐 礁粒 ザラザラ C多量粘土質
4 I lOYR4!3 にぷい賞褐 礁粒ロム粒 ザラザヲ C 粘質
5 I lOYR4!4 褐 礁粒 ローム粒 焼土粒多量 C 
6 I lOYR4!3 にぶい賞褐 軍軍粒 C 
7 I 10YR4!4 褐 礁粒 ローム粒 C <111'4>より粘質
8 I lOYR4!3 にふよし、賞褐 礁粒 ローム位 (IIl'6>よりザラザラ 密 C 全面粘土質
9 I 10YR4!4 褐 礁粒 ザラザラ CIIl'6)と同じ様な土 C 焼土位土器

-4!6 
10 I 10YR4!4 褐 礁粒ロム粒 焼土粒土器

-4!6 
糟l あ 10YR2!3 黒褐 ローム粒

い 10YR4!3 にぶい賞褐 ローム粒

糟2 あ lOYR3!4 陪褐 礁粒 ローム粒 ザフザフ少量

満14 あ 10YR3!3 陪褐 礁 粒 少 量 ロ ム粒 ややソフト C 
い 10YR3!2 照縄 礁粒少量 ローム粒 くあ〉よりソフト C 

満41 イ lOYR3!3 陪褐 礁粒 宇やJ、 ド C 
ロlOYR2!2 m褐 礁粒 ローム粒 ややハード 焼土粒 C多量
，、 lOYR3!43!3陪碍 礁粒 ローム粒 ややハード 焼土粒 C 
ニ 10YR3!4 時褐 礁粒少量 ロ ム粒少量 ややソフト 焼土粒少量

満42 あ lOYR3!4 暗褐 機粒ロム粒 ソフト 焼土粒
し、lOYR3!4 時褐 礁粒 ロームプロ y ク ソフト
う 10YR3!3 暗褐 礁粒 ローム粒 ややソフト 焼土粒
えl OYR3!3 暗褐 礁粒 ローム粒 ソフト C 
お 10YR3!3 暗褐 礁粒 宇宇ソフト C 

溝口あ 10YR2!3 無褐 礁粒ロム粒 ソフ卜 焼土粒
満27 あ lOYR3!3 時褐 礁粒ロム粒 ソフト 焼土粒 C微量 (IIl9>より混り多量

し、 10YR3!3 陪褐 機粒 サラサラ ソフト 焼土粒徴量
う 10YR2!3 黒褐 礁 粒 基 盤 粒 ソフト C微量
えl OYR2!3 黒褐 礁 粒 基 盤 粒 宇宇J、ード C微量
おlOYR2!2 m褐 ソフト 焼土粒 C少量
力‘lOYR2!2 ;I，fJ，褐 礁粒 ハード C少量
きl OYR2!2 黒褐 喋粒 ソフト 焼土粒 C少量
( I 10YR3!4 略裕 礁 粒 基 盤 粒 ザラザラ 焼土粒 C少量

満76 あ lOYR4!4 褐 礁粒ロム粒 しまりなしザラザフ ソフト

P1639 lOYR3!3 陪褐 礁粒 ロム粒
イ
ロ 10YR4!3 にぶい賞褐 機粒 ローム粒 焼土粒 C 

P1642 lOYR3!3 暗褐 ロ ム粒少量 火山灰
イ
ロlOYR3!4 陪褐 礁粒ロム粒火山灰 〈イ〉よりハード
ハlOYR2!3 然褐 ローム粒少量火山灰多量 ソフト

P1657 lOYR3!4 暗褐 礁粒ロム粒 焼土粒 C 
イ
ロlOYR4!4 褐 礁粒 ロームプロック 基盤礁 焼土粒 c 
ハlOYR3!4 暗褐 ロ ム粒砂利少量 焼土粒
ニl OYR3!3 時褐 ローム粒 C 

P1658 lOYR2!3 黒褐 礁粒ロム粒火山灰 ソフト 焼土粒 C 
イ
ロ 10YR3!3 暗褐 礁粒 ローム粒
ハlOYR4!4 褐 礁粒 C徴盆粘土質
ニl OYR4!3 にふ九、賞褐 礁粒 ローム粒 火山灰
ホlOYR4!3 にふ;し、黄褐 礁粒 ローム粒 C ニ〉より粘土多量
へ 10YR4!4 褐 蝶粒 ロームプロック ハード C 
トlOYR4!3 にぷい黄褐 碑粒 ロームプロッタ C微量

P1660 lOYR3!2 黒褐 型軽粒 ロ ム粒 C徴量
イ

ロ 10YR4!3 にぶ い賀穂 |ローム粒 〈イ〉よりローム多い
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-4/4 ~褐

P1664 10YR3/3 暗褐 礁粒 焼土粒微量 C 
あ
いlOYR3/2 黒褐 礁粒火山灰少量 焼土粒 C
う 10YR4/4 褐 磯位 ローム粒 ハード C 粘土質

-4/6 
え 10YR3/3 陪禍 礁粒少量 ローム粒 くお〉よりソフト C 
お 10YR4/6 褐 礁魁少量 粘土質

か 10YR3/3 時褐 礁粒少量 ローム粒多量 C 
き 10YR4/3 にふ;し、糞褐 礁粒ロム粒 ソフト 焼土粒

< I lOYR4/3 eこぶし、賞褐 礁粒 ローム粒 くか〉よりソフト 焼土粒 C 
P1665 lOYR3/3 暗褐 際位ロム位 C 

イ

ロ 10YR4/4 褐 礁粒 ローム粒 宇宇粗 C 
ー3/3

ハ 10YR3/4 陪褐 礁粒ロム数 C 砂利

ニl OYR3/2 黒禍 礎控少量 ローム位 ソフト 焼土粒 C
~ I 10YR4/4 褐 礁 粒 少 量 ロ ム粒 ややボロポロ 焼土粒 C
へ 10YR4/4 褐 礁粒少量 粘性あり 焼土粒 C 粘土混り

-4/6 
PI018 10YR3/3 踏褐 礁粒 ローム粒 焼土粒

イ

PI027 lOYR3/4 暗褐 ロ ム位 焼土粒 C 
イ

ロ 10YR3/3 暗禍 ロ ー ム 粒 火 山 灰 焼土粒

ハlOYR3/3 陪褐 ロ ー ム 粒 火 山 灰 ソフト 焼土粒

ニlOYR3/2 黒褐 礁粒少量 ローム粒 焼土粒

P 7 3 0 10YR4/4 褐 礁粒ロム粒 C 
イ

ロ 10YR3//4 陪褐褐 礁礁粒粒 ロローームム粒粒
Yフト 焼土土粒粒徴量 C 

ハ 10YR4!4 焼 C
ニ 10YR3/4 碕褐 礁粒 ローム粒 〈ハ〉より少しソフト C 土器片

P 2 7 6 10YR3/43/3暗褐 礁粒ロム粒 ソフト 焼土粒徴量炭化Lた植物混り

イ

ロ 10YR3/3 賂褐 理粒 ローム粒 ロームプロック 〈イ〉よりややハード

ハ 10YR3/43/3暗褐 際粒 ローム粒 ややハード

P 2 6 7 10YR2/3 黒褐 際粒 ソフト 焼土粒 C微量

イ

ロ 10YR3/3 暗禍 様車立 ローム粒 ソフト C徴量

ハ 10YR3/3 陪褐 礁粒 ローム粒 ソフト 焼土粒 C微量

ニ 10YR2/3 県褐 礁粒 ローム粒 ソフト C微 量 土 器

P 2 6 8 10YR3/4 暗褐 礁粒 ややハード 混りなし

あ

小P a lOYR3/4 楕褐 礁粒ロ ム粒火山灰少量 ソフト C 
b I lOYR4/3 にふ;ぃ賞褐 礁粒ロム粒 C微量

c 110YR3/4 時褐 礁粒 ローム粒 火山灰徴量

d I 10YR2/2 県褐 火山灰多量 ソフト C 
e I 10YR2/3 黒褐 ロ ム粒火山灰 ソフト

f 110YR3/3 陪褐 ローム粒 ソフト 焼土粒

g I lOYR3/3 暗褐 ローム粒 焼土粒 C
h I lOYR3/3 時褐 ローム粒 焼土粒 C

P 2 6 5 10YR3/3 暗禍 際粒基tl粒 カ'ラカ.ラ ソフト 焼土粒 <1ll-5>よりやや明るレ

イ

表3 18 J 6 . 7 . 8 . 9 . 10. 18 I 6. 7目 8東西セクション北壁土層 <C-C') 
1-1 10YR4!4 補 砂幸11・礁位

2 10YR4!3 蝿い貰縄 碑粒微量 ・中碑 粗 木混多L

3 10YR3!4-4!4 暗褐~補 ロームプロ γP・基盤碑 粗 ・やや'l7ト
草担多量(近世の耕作
よる撹乱も含む〉

lll-l 10YR4!4 褐 ロム誼 密・ハド

2 10YR4!6 褐 ローム魁50%・礎教少量 密 ・粘性有り ・ハート

Y-l 註記無し
2 10YR3!4 暗禍 基盤蝶・碑魁 ，、ード 土器片

3 10YR3!4 暗禍 礁位置量 ハード

4 7.5YR5/6 明褐 細位砂(中盤砂僅かに混じる〉・全面ローム 粘性無L・ハ ド

5 10YR3!4 暗褐 掴駐砂 ・ローム 粘性有り ・ハ ド

6 10YR3!3 暗端 細粒砂 ・ローム 粘性~ゃあり・，、ード

7 7.5YR4!4 禍 全面ローム ・中粒砂混じりの細位砂 粘性情し・ハ ド

8 7.5YR4!4 褐 掴位砂 粘性有り

1'48 イ-，、 注記無し

P418 イ 10YR3!4 暗禍 ロ ム位置量礁数極少量 ややソ 7ト

ロ 10YR3!3 暗褐 ロームプロ.?・ローム駐車量・碑世 ソフト 木担
，、 10YR4!4 褐 ロ ム80%・基盤礁 ・種世融量 ，、ド

10YR4!4 褐 ロ ム80%・礁粒極少量 ややハード

ホ 10YR3!4 暗褐 礎粒軍量・中礁1個 ややソフト

P429 イ 10YR3!4 暗褐 ロ ム組極量量 ・礁数 ，、ド

ロ lOYR3!4 暗禍 ローム担桓世量・礁粒 ・火山灰5% ややハード
，、 10YR4!4 褐 ローム90%・疎粒世量 ハド

10YR3!4 暗褐 礁粒 やや，、ード 土器片極少量

ホ 10YR4!4 褐 ローム勉90%・礁粒・中陳2倒 ややハード

P430 イ lOYR3/4 50%+ 10YR4/4 情褐+禍 ロ ムプロ，.?50克・基盤碑世量 ややソフト

ロ 10YR3/4 暗褐 ロ ムプロヲタ20%・基盤礁量量 ややソフト

P431 L、 10YR3/4 暗褐 ローム粒 ・棋盤・基盤礁・火山灰各種量 ハド

る 10YR3!4 陪褐 ロ ム位・標設微量 ややソフト

eま 10YR3/4 暗褐 ローム担極少量 ややハード

P625 イ
7.5YR4/4 50%+7.5YR3!4 

褐+暗禍 細粒砂(粗砂憧かに混じる〉・ローム 粘性無し・ハ ド
炭 ・縄文土器片まばらに

50% 混じる

1'627 イ 75YR80/4 96+75YR4/420% 暗掲+禍 細位砂 ・ロ ム粒 粘性やゃあり ・ソフト 植物磁をまばらに含む

ロ 7.5YR4 褐 圃粒砂 ・ロームプロ.?わずか 粘性ゃゃあり ・ソフト

、 7 .5YR3/4 暗褐
細粒砂(程砂監かに混じる〉・ローム粒わず 粘性やぞあり・ソフト
b、

7.5YR5/6 明褐 組粒砂・ロームをやや多〈含む 粘性無し・ハ ド
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ホ 7.5YR4!3 褐 掴粒砂 粘性無し・ややハード 中位に縄文土器

ヘ
7.5YR4!4 70%+7.5YR3!4 

補+暗禍
細粒砂(粗砂僅かに混じる〉 ・下位にローム

粘性ややあり ・ソフト
30% プロ.?

ト 7.5YR4!4 褐 掴粒砂・ローム 粘性ゃゃあり ・ハード

Pl167 イ 10YR4!3 ~い貰褐 ロ ム駐少量 密・，、ド

ロ IOYR4!4 褐 ローム粒3% 官 ・ややソフト 炭少量
、 10YR4!3-4!6 鈍い黄禍ー褐 ローム粒10%・火山灰1%・確魁少量 やや粗・ややソフト

IOYR3!4 附禍 ローム粒種量 密 ・ややハ ド 炭粒7%
ホ IOYR4!6 裕 ロ ムフロヲタ50%・火山灰30% ぞや密 ・砂質 ・やや，、ード

へ IOYR4!6 禍 ローム位置量
やや密 ・粘性ゃゃあり・やや Y

炭徹量フト
ト IOYR4!3 鈍い貰褐 ローム数量量 ・火山灰7% やや密砂質 ・ややソフト 民多量
チ lOYR3!4-4!4 暗褐~縄 ロームプロヲタ2%ー15%・火山灰1% やや密 ・砂質 ・ややソフト 炭栓7%
り IOYR4!4 禍 ローム誼世量 やや密・砂質 ・ソフト 炭少量
ヌ IOYR4!3 鈍い貰褐 ローム濫20%・火山灰世量 粘性ゃゃあり ・ややソフト 民数1%

Pl165 イ IOYR4!4 褐 ロ ムプロヲ ク7% やや密・砂質 ・ソフト
ロ IOYR3!3 附硝 火山灰20% や'f'密・砂質 ・ソフト 炭誼焼土数少量
、 10YR4!4 禍 楳粒融量火山灰1% やや粗.~フト

ユ 10YR3!4-4!4 時禍~褐 ローム世10% 官 ・ややソフト 炭粒2%
ホ IOYR3!4 附禍 ローム担7% 密・砂質・ソフト
へ IOYR4!4 禍 ローム魁30% 砂質 ・ソ7 ト 民プロ~ ?1% 
ト IOYR3!4 時禍 ローム世30% 砂質・ソフト 炭佐世量混
チ IOYR4!3 鈍い賀褐 ローム誼40% 砂質ソフト

" IOYR4!4 褐 ローム粒15% 砂質・ソフト
ヌ IOYR3!4 暗禍 ローム粒50%・火山灰世量 砂質・ややソフト

PI435 イ IOYR3!4 時補 ロム粒 ややLまり有り・，、 ド 焼土数少量
ロ IOYR4!6 禍 ロームプロヂタ 15% ややしまりなし ・ハード 炭粒少量・土器片
，、 IOYR4!4 補 ロームプロ，.?15%・火山灰融量 ややLまりなL・ハード

IOYR4!3 鈍い賀補
ロームプロック 15%-20%・碑粒融量・火

ややLまりなし ・ハ ド 焼土粒

ホ 10YR3!4 附術 山ロ灰ー3ム%プロヲ ?20% しまり有り・粘性有り ・ハード 土皆片

へ IOYR4!3 蝿い賀補 ロームプロ".? 50見以上 粘性強ハード

ト IOYR4!4 術
ロームフロヲグ 10-20%・碑位徹量・火山

しまり有り ・粘性強・ハ…ド
灰1%

チ IOYR4!4 補 ロームプロ，.?50%以上・碑世世量 しまり有り ・粘性強・ハード

り IOYR4!4 褐 ロームプロヲタ50%以上 ・碑粒1% 粗 ・粘性強・ややソプト 炭竃量

ド1432 イ IOYR3!4 時禍
ロ ムプ少1ロ%量ヲ・タ礁5位%・礁粒

や'f'-、ド 草組やゃあり・土器片
p IOYR4!4 禍 ローム担 や'f'粗 ・ややハ ド 民少量混
，、 IOYR3!4 時褐 ローム粒 やや粗 ・ややソフト 炭粒世量・革担やや混

l勺437 イ IOYR3!4 暗禍 ロ ム魁2%'i聖位 曹・ややY フト 炭やや混
ロ IOYR3!4 附拠 ローム数3少%量・碑粒 粗 ・ソフト 民やや混
，、 IOYR4!4 褐 ローム粒 ・礁粒 密・粘性有り・ややハード 炭少量
ニ IOYR3!4-4!4 略禍~禍 ローム粒種量・ロームプロ，.?50% やや粗 ''17ト 炭徴量

'" IOYR3!4 附禍 ロームプロ.?・ローム粒多量 密・ソフト 炭少量
へ IOYR4!4 褐 ローム粒少量・礁粒少量 やや粗 ・ソフト 炭融量
ト IOYR3!4 暗禍 ローム粒 粗 ・ソフト 炭少量
チ IOYR4!3 随い賀補 ロームプロ，.?50%・確粒少量 や'f'曹・ソフト

リ IOYR3!4-4!3 時褐~鈍い貰褐 ローム粒7少%量 粗 ・ソフト 炭粒少量
ヌ IOYR3!3 附縄 ローム粒 粘性やゃあり・ソフト 民多量
，. IOYR4!3 鈍い賀補 ローム粒30% ぞや粗粘性有り・ソフト 炭・焼土粒少量
ヲ IOYR4!6 禍 ロームプロ y 930%・膿粒 やや官・ソフト 民粒
ワ IOYR4!4 補 ロームプロ.?少量 租 ・ソフト 炭粒種量
カ IOYR3!3 時禍 ロ ム位少量・礁位 組・粘性有り ・ソフト 炭. IOYR3!3 陪褐 ローム粒多量 やや密・粘性強・ソフト 民少量
タ IOYR3!4 暗禍 ローム粒30%・硯粒多量 やや粗・ ~7 ト 民少量
レ' IOYR3!3 附禍 ローム粒少量 粗・粘性有り・ソフト 民少量
ゾ IOYR3!4 暗禍 ロームプロ歩タ50%粒 ・機粒やや混 官・粘性ゃゃあり・やや，、ード 民微量
'l IOYR4!3 蝿い宙定禍 ローム粒少量・礁 やや粗・粘性ゃゃあり・ソフト 民
ネ 10Y百3!3 附禍 ローム桂40% 喋粒多量 粗 .~フト 炭少量

構64 イ IOYR2I3 鼎禍 担位砂・ロ ム位・碑位微量 粘性無し・ソフ与 炭腔
ロ IOYR3!3 時禍 結世砂・ローム位 ・礎位置量 粘性無し ・ソフト
，、 IOYR3!3 時硝 組担砂・ローム位徴量 ・3明大基盤碑l個 ややソフト

構86 L、 lOYR313 暗縄 細位砂ロ ム粒礁粒徴量 粗・ややソフト 炭融量

調87 あ IOYR3!4 附禍 掴位砂 ・ロ ムプロ.?・ロ ム誼 ・碑粒 ややハド 土器片
L、 IOYR3!4 暗褐 掴粒砂 ・ローム組 ・礁粒 やや，、ード 炭置量 ・土器片

縄文期遺構ワ イ 10YR4!4 補 密 .'f'やハド
焼土位融量 ・出2%・革担
ゃゃあり

ロ 10YR4!6 褐 密・ハート
焼土魁炭散融量・土器

片

縄文期堅穴ワ ィ IOYR4!6 禍 ローム粒 ・細枝砂(中位砂儲かに混入〉 f占性無し・ハード
炭・径1""大の石・縄文土
器片

ロ IOYR5!6 賞制
ローム粒僅かに混入・掴粒砂〈中粒砂僅か

粘性無L・ハード
に混入〕

，、 10YR4!4+7.5YR4!4 褐
ローム世・ロームプロ vク・中粒砂混じり

粘性無L・ハ ド 炭ぞや多〈混入
の細粒砂・粗砂部分的に混入

ユ 7.5YR4!4 褐 ローム粒やや多い ・中盤砂混じりの掴粒砂 粘性無し・ハード 民主体にまばらに混入

ホ 7 .5YR4!3+7 .5YR4!4 褐 ローム誼多量・掴誼砂(中盤砂僅かに混入〉 粘性無し ・ハ ド
炭僅かに混入・縄文土器
片

ヘ IOYR4!4+7.5YR3!4・4!4 禍+暗褐 ローム粒 ・細蚊砂(中位砂僅かに混入〉 粘性無し・ハード
炭全体にまばらに混入・
縄文土器月

ト IOYR3!4+7.5YR4!4 禍+冊硝
ローム ・ロームプロ.?やや多い・掴位砂

粘性無し・，、ード 炭全体に混入
〈中粒砂直かに混入〉

チ IOYR4!4 褐 ローム混じり ・掴位砂 粘性無し ・ハ F 民唖かに混入
リ 7.5YR4!6 禍 ローム・掴粒砂〈中位砂・租砂僅かに混入) 粘性や'f'あり・ハード 占健全体にぞや混入

， 7.5YR4!4 褐 ローム・中位砂混じりの掴位砂
粘性無し・ハード〈部骨的にや

炭全体にまばらに混入
やソフト〉

，. IOYR4!4・4!3+7.5YR4!4 蝿い賀補+禍 ローム・中粒砂混じりの掴位砂
粘性無L・ハード{部分的に粘 全体に炭まばらに混入・
性ゃゃあり・ソフト〉 縄文土器片所々混

ヲ 10YR3!3+7.5YR3!3・3!4 崎両
ローム・細粒砂〈所々に中粒砂混入・部分 粘性やゃあり・ハ ド〈ソフト

炭全体にまばら混入
的に5YR3!4) な箇所あり〉

ワ 7.5YR4!4 禍 ローム・抱粒砂 粘性無L・ハード 炭岨かに混入

カ 7.5YR4!4・4!6 褐 ローム ・細粒砂(所々に中粒砂混入〉
粘性無し ハード(部卦的にや

炭岨かに混入(1%未満〉
やソフト〉

ヨ 7.5YR3!4 時処
ロームプロ.?所々に龍入・細粒砂 (所4 粘性鯖L・ハード{部分的に粘 炭やや多い ・縄文土器片
に中位混入 ・5YR3!3-4!4) 性あり ・ソフト〉 多量

タ 7.5YR4!4 褐 ローム・中位砂混じりの細粒砂
粘性無し・ソフト(部分的にハ

炭置量に混入
ード〉

ν 7.5YR4!4 禍
ロ ム多量 ・組粒砂〈担砂値かに混じる・ 粘性無し ・ややソフト(部分的

炭全体に僅かに混入
部分的に5YR4!6) に粘性あり〉

ソ 7.5YR4!6 褐 ローム・中盤砂混じりの細担砂 粘性無し ・ρ ード
炭・縄文土器等の混入無
し

ツ 7.5YR4!4 褐 ローム・掴粒砂〈所々に中粒砂混入〕 粘性やゃあり・やや，、 ド〈部 I炭融量に混入
分的にソフト〕
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縄文土器片

民世かに混入
炭まばらに混入
上位に炭が薗か。こ混入
炭(掴位〉まばら・上位
に径2叩大の礎

』慢の混入まばら 0%未
満〕

民の混入まばら 0%未
満)
炭まばらに混入

1"-ムプロック25%-40%・純粒砂(中粒 l暗褐 ・黒褐 1';:". ;~~ ~:: "'..../0 ~..V)o -.M'ti.JV I，.'T"U I粘性やゃあり・
|砂 ・粗砂混入

陪褐+!!I褐 |ローム・ロ ムフロヅタ ・掴粒砂 |粘性無L・ハード
褐 |全面ローム・中盤砂混じりの細粒砂 |粘性ゃゃあり ハード
褐 |ローム混じり ・紹粒砂 l粘性無L・ハート
暗茸褐 ・極陪赤禍 1，主面ローム・細粒砂 (中粒砂盛かに混じる)1粘性無L・ハ ト

褐 |ローム混じり ・細粒砂 |粘性ゃゃあり・ハ ド

褐 |ローム・細位砂 |粘性無L・ハード

褐 |ロ ム・掴粒砂 |粘性やゃあり ・ハ ド

暗褐 I " ムプロ歩タ ・細教砂 |粘性無し ・ハード

lOYR3/3・2/3・3/4

lOYR2/3+ lOYR3/4 
7.5YR4/4 
7.5YR4/4 
5YR3/6.2/4 

7.5YR4/4 

7.5YR4/6 

7.5YR4/4 

lOYR3/4 

ネ

ナ

ラ

ム

ウ

ヰ

オ

ク

19 I 23.18.13. 8 
]-] 10YR3/4 暗褐 礁粒ロム粒 C 
11-1 ]OYR4/4 褐 礁粒ロム粒 C 

21 IOYR2/3 無褐 礁粒 ソフト C 炭化物
3 1 10YR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒 05a ソフト 焼土粒 C 骨掛

3/3 
4 1 ]OYR3/3 陪褐 機粒 ローム粒 ソフト (1l-3)より宏、味強い C 骨掛
5 1 10YR4/3 にぶい黄褐 理粒 ローム粒 ロームプロ'7? ややハード C 
6 1 10YR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒玉砂利少量 や宇ソフト 焼土粒 C 土器、炭少量

3/3 
7 110YR3/3 陪褐 礁粒ロム粒 ややハード (1l-5)より暗い C 土器
81 10YR4/4 裕 礁粒 ローム粒 ソフト 焼土粒
9 1 10YR2/3 !思褐 05a少量シルト サラサラ ソフト C 
10 1 IOYR4/3 eこぶし、賞褐 礁粒ロム粒 05a多量 ソフト 焼土粒
11 1 IOYR3/3 賂褐 礁粒 ソフト 焼土粒 C 
12 1 10YR3/3 暗褐 礁粒 ローム粒 ソフト 焼土粒 C少 量 土 器

JlI-1 10YR3/3 暗褐 E聖位ロ ム粒 ソフト 焼土粒 C 
2 1 10YR3/32/3踏褐黒裕 礁粒 ローム粒 ソフト 焼土粒 C 炭化物有り
3 1 10YR3/3 府褐 碑粒 ロームプロック ハード 焼土粒 C 土器
41 10YR3/3 暗褐 碑粒 ロームプロック ソフト 焼土粒 C 骨粉、釘、炭化物
51 10YR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒全粘質 Lまりあり ハード 焼土粒 C 土器、骨粉、炭化物
6 1 10YR3/4 暗褐 ソフト 焼土粒 C 土器、骨粉
7 1 10YR3/4 陪褐 礁 粒 全 粘 質 ハード 焼土粒 C 
8 110YR2/3 J品褐 礁粒 ローム粒 ややハード (]1I-9)よりやや暗い C 
91 10YR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒 やや，、ード 焼土粒 C 
101 10YR3/43/3踏褐 礁粒 ローム粒火山灰 ややしまりあり ソフト ( ] -1)よ 焼土粒 C 

りやや赤味あり
11 1 IOYR3/4 時褐 挫粒 ロームプロック ハード 焼土粒 C 
12 1 10YR3/4 時褐 ロ ム粒 (JlI-13)よりローム粒多量 しまりあり ややソフト C 
131 10YR3/43/3暗褐 全ローム粒 サ ラ サラ ソフト C 
14 1 10YR3/43/3陪褐 礁粒ロ}ム粒砂利混り ザラザラ やや赤味あり 焼土粒 C 
151 IOYR2/3 黒褐 ローム粒 サ ラ サラ ソフト C 
16 1 10YR2/3 黒褐 ローム粒 サ ラ サラ ソフト C 
17 1 10YR3/3 陪褐 礁粒 ローム粒 ややしまりあり ややソフト 焼土粒 C 土器
18 1 IOYR2/3 占県祐 ローム粒やや砂ぽい サ ラ サラ ソフト C 
19 1 10YR2/3 泉街 (11ト11)よりロームブロック少ない (11ト11)より やや暗い C 
20 1 IOYR4/4 褐 礁粒全ロームブロック ハード 焼土粒 C
21 1 10YR3/4 賂褐 礁粒全ロームプロ γ ク多量 ，、ード C 土器
22 1 10YR2/3 黒褐 ロ ム粒砂ぼい サ ラ サラ ソフト C 
23 1 IOYR2/3 黒拘 ローム粒多量 ややソフト (JlI-28)より明るい 焼土粒 C
24 1 10YR2/2 県褐 砂ぽい ややしまりあり くJlI-25)より暗い 焼土粒 (JlI-25)よりC多量
25 1 10YR2/3 県褐 砂ぽレ ややしまりあり ソフト 焼土質 C
26 1 10YR3/32/3陪褐黒褐 ローム粒砂ぽい サ ラ サラ ソフト C 
27 1 10YR2/32/2黒褐 ローム粒 サ ラ サラ ソフト 焼土粒 C 土器
28 1 10YR2/3 黒褐 ローム粒 サ ラ サラ ソフト C 土器
291 10YR2/3 黒褐 ローム粒多量 焼土粒 C
30 1 10YR2/12/3 11.¥褐 ロ ム粒 Lまりありややハ ド C 土器
31 1 10YR3/4 陪褐 礁粒 ローム粒 しまりあり ややハード C 土器
32 1 10YR3/3 陪褐 ローム粒 Lまりあり ややハード 焼土粒 C 土器
331 10YR3/3 暗褐 礁粒ロム粒 ややハド 焼土粒 C 土器
34 1 10YR4/34/4にふλ、黄褐、夜 礁 位 全 粘 質 ハード 焼土粒 C 土器
351 10YR3/33/4陪褐 際粒 や宇ハード 焼土粒 C
36 1 10YR3/32/3暗褐黒褐 礁粒 ローム粒 ソフト 明るい 焼土粒 C少 量 土 器
37 1 IOYR3/3 暗褐 礁粒 ローム粒 Lまりなし ソフト 焼土粒 C微量
38 1 IOYR3/3 踏褐 礁粒 ローム粒 ソフト 焼土粒 C少量
39 1 10YR3/3 暗裕 礁粒 ローム粒 ややソフト 焼土粒
40 1 IOYR4/3 にふ;，、貰褐 様粒 ローム粒 ややソフト 焼土粒
41 1 IOYR4/3 にふ;，、賞褐 礁粒ロム粒 ややソフト 焼土粒 C微量
42 1 10YR4/3 にぶい貰褐 礁粒 ローム粒 ソフト 焼土粒 C微量
43 1 10YR3/4 時褐 機粒 ローム粒 ややハード C微量
44 1 IOYR4/3 にぶい賞褐 礁粒ロム粒 ややハード 焼土粒 C少量
45 1 IOYR3/4 時褐 礁粒 ローム粒 ややソフト 焼土粒 C少量
46 1 IOYR4/3 にふ;ぃ賞褐 礁粒 ローム粒 ややソフト 焼土粒
47 1 10YR3/43/3踏褐 礁粒 ローム粒 Lまりあり ソフト 焼土粒土器
48 1 IOYR4/3 にふ九、賞褐 礁粒ロム粒 ソフト 焼土粒
49 1 IOYR4/4 褐 礁粒 ローム粒基盤粒 ややソフト
50 1 IOYR4/3 にぶい黄褐 礁粒 ローム粒 や宇ソフト 焼土粒 C徴量
51 1 10YR4/3 にぶい賞褐 礁粒 ローム粒 ハード 焼土粒
521 10YR3/3 路褐 礁粒 ローム粒基盤粒 ややソフト (VII)よりやや暗い 焼土粒
53110YR3/3、精褐 礁粒 ローム粒基盤粒 ソフト 焼土粒多量

7.5YR3/3 
54 1 10YR3/3 陪褐 礁粒 ローム粒 ソフト 焼土粒 C徴量
551 10YR3/3 賠裕 礁粒 ローム粒 ソフト 土器
561 IOYR3/33/4踏褐 礁粒 ローム粒火山灰多量基盤粒 ややLまりなし ポロポロ ソフト C徴量
571 10YR3/3 暗褐 ローム粒火山灰 ソフト 焼土粒 C微量
581 IOYR3/3 賭褐 礁粒 ローム粒 ややハード 焼土粒 C少量
591 IOYR4/3 にふ九、賞褐 礁粒 ローム粒基盤粒 しまりなL ややハ ド 焼土粒 C少量

15 

3 .18 I 23 . 18東西セクション北壁土層 < D~D') 表4



60 lOYR4!3 にふ;ぃ責褐 礁粒 ローム粒 ハード 平平明るい 焼土粒 C微量

61 10YR4!3 にふ九、賞褐 礁粒ロム粒 ハード C徴量

62 10YR3!3 暗褐 礁粒小礁火山灰少量 Lまりあり ハード 焼土粒 C少量

63 7.5YR3!3 陪褐 ロ ム粒基盤粒 ソフト (VII-1>より陪い湿性 焼土粒
64 10YR3!4 陪i褐 礁粒 ローム粒 ソフト 土器

65 10YR3!4 暗褐 理粒 ローム粒 ロームプロック ややハド 焼土粒

3!3 
66 10YR3!3 暗褐 礁粒 ローム粒 ，、ド 焼土粒土器

67 10YR4!3 にふ;ぃ黄褐 礁粒 ローム位 ややソフト やや明るい 焼土粒粘土多量

68 10YR3!4 時褐 礁粒ロム粒 ややハード 焼土粒 C少量

69 10YR3!3 陪褐 ソフト C少 量 土 器
70 10YR3!3 陪褐 ロム粒 サラサラ ソフト 全C多量

V-1 10YR4!4 褐 礁粒2-3cm 礁3コ全粘質基盤粒 ハド青みあり 焼土粒 C微量

4!3 
VIトl 7.5YR4!4 褐 礁粒ロ ム粒全基盤粒 ソフト 湿性 焼土粒

2 I 7.5YR4!4 褐 礁 粒 基 盤 粒 ，、ード 焼土粒
3 I 10YR3!4 暗褐 礁粒 ローム粒基盤粒 ややρ ード 焼土粒

4 17.5YR4!4 褐 礁粒 ローム粒 ，、ード 焼土粒 C徴量

5 I 10YR4!4 褐 礁粒ローム粒粘質 ややハード 宇平明るい 焼土粒
6 I lOYR4!43!4褐、時i褐 礁粒ロ ム粒ロ ムプロック粘質 ，、ード 焼土粒

4!6 
通路A満 10YR2!3 !I.¥褐 シルト 火山灰徴量 ソフト 焼土粒 C粉

あ
L 、lOYR3!3 陪褐 礁粒 ローム粒 ややソフト 焼土粒
う 10YR2!3 ，'!¥褐 ロ ム粒 ソフト 焼土粒 C

土繍63あ 10YR3!3 陪拠 礁粒ロム粒 ややソフト 焼土粒炭化物
い 10YR3!3 階褐 礁粒 ローム粒 くあ〉よりローム多 ややソフト 焼土粒 くあ〉より焼土多量

量
う 10YR2!3 照祐 礁粒 ローム粒 ソフト 焼土粒 C多量炭化物

通路 A 10YR3!3 陪褐 ロ ム粒火山灰微量混り少ない ソフト 焼土粒 C 土器
イ

ロ lOYR3//3 賠陪褐褐 礁礁粒粒
J、ード 焼土粒 C 炭化物

ハ 10YR3!3 ローム粒 Yフト

ニ 10YR2!2 県褐 ローム粒混り少ない ソフト 焼土粒 C 
2!3 

ホ 10YR2!3 黒褐 礁粒 ロ ム粒火山灰徴量混りあり ソフト 焼土粒 C 
へ 10YR3!3 階褐 礁粒 ローム粒 ややハード 焼土粒
ト 10YR4!4 褐 礁 粒 全 粘 質 ハード 焼土粒 C
チ 10YR3!33!4陪褐 礁粒ロム粒 Lまりあり や宇ρ ード 焼土粒 C 骨
リ 10YR3!3 階褐 礁粒多量 ローム粒 ロームプロッタ ややソフト 焼土粒土器
ヌ 10YR3!3 時褐 礁粒 ローム栓 やや，、ード 焼土粒 C 土器

通路 B 10YR2!3 m褐 シノレト 火山灰微量 ソフト 焼土粒 C粉

あ
し、 10YR3!3 陪褐 礁粒 ローム粒 ややソフト 焼土粒
う 10YR2!3 m裕 ローム粒 ソフト 焼土粒 C 
え 10YR4!3 にぷい賞褐 礁粒 ローム粒 ロームプロ γ ク基盤 ハード C微量

粒基盤礁
お IOYR4!3 にぷい貰祐 礁粒 ローム粒 ロームブロック基盤 焼土粒徴量土器

粒
ヵ、 10YR3!4 暗褐 礁粒 ロ ム粒 ロームプロック基盤 ハード 焼土粒 C少量

粒
き 10YR3!3 措褐 礁粒ロ ム粒ロ ムプロック基盤 ハード 焼土粒徴量 C

3!4 粒基盤礁
く 10YR3!4 陪褐 礁粒 ローム粒 ロームプロック基盤 ややハード C少量

粒

通路Bn再 10YR3!3 陪褐 礁粒ロム粒基盤粒 ソフト 焼土粒少量 C
l イ

ロ 7.5YR4!4 褐 全粘質基盤蝶〈ヒンク系〉 ソフト

通路B潤 lOYR3!4 陪褐 礁粒ロム粒基盤粒 ややハ ド 焼土粒微量 C微量
2 A 

B I 10YR3!4 時褐 礁粒ロ ム粒ロ ムプロヅタ基盤 ややソフト 焼土粒徴量
粒

c I 10YR3!4 陪褐 礁粒ロム粒基盤粒 ハード C 
o I IOYR3!4 時褐 際粒 ローム粒基盤粒 ソフト C 

通路Bi南 10YR3!3 路褐 礁粒 ややしまりあり ややソフト 焼土粒 C少 量 土 器
64 イ

ロ 10YR2!3 JlJc褐 礁位火山灰多量 ソフト 焼土粒 C少量
ハ 10YR3!3 暗褐 礁粒ロム粒 ソフト 焼土粒徴量
ニ 10YR3!3 暗褐 礁粒 ローム粒 ポロポロ しまりなし ソフト湿性 焼土粒

7.5YR3!3 
ホlOYR2!3 泉褐 シ/レト ソフト 湿性 焼土粒 C徴量
へlOYR3!3 陪褐尽褐 火山灰少量 '/1レト ソフト 湿性 焼土粒徴量

2!3 
ト JOYR3!3 暗褐 礁 粒 基 盤 粒 ソフト 湿性 土器
チlOYR4!4 褐 礁 粒 基 盤 粒 ハード

溝口あ JOYR2!3 黒褐 礁粒 ローム粒 ソフト 焼土粒 C徴量
L 、 10YR3!3 陪i褐 礁粒 く満47-あ〉よりやや明るい 焼土粒微量 C微 量 土 器

満39 イ JOYR3!3 暗褐 礁粒ロム粒 ややソフト 焼土粒土器
ロ IOYR3!3 陪褐 礁粒 ローム粒 ソフト 焼土粒 C微 量 土 器

PI80 JOYR3!3 暗褐 礁粒ロム粒 ソフト 焼土粒 C 
イ

P 1 8 4 10YR3!3 陪褐 碑粒ロ ム粒ロムプロァク ややソフト C 
イ

ロ 10YR2!3 黒褐 黒褐礁粒ローム粒 ややハード C 
ハ IOYR3!4 緒褐 礁粒ロム粒 ややJ、ード C 
エ 10YR3!4 精褐 礁粒 ローム粒多量 ややハード C多量

4、p ィ 10YR3!3 暗褐 礁粒ロム粒 ポロポロ
ロ 10YR3!3 暗褐 礁粒 ローム粒 ソフト 焼土粒微量

P 2 5 9 IOYR3!3 陪褐 礁粒ロム粒 ややハード
イ

ロ 10YR3!3 陪褐 礁粒ロム粒基盤粒 ややハード 焼土粒 C
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ハ IOYR3/3 時褐 礁粒 ローム粒 ハード 焼土粒 C 
ニユ IOYR3/3 陪褐 様粒ロム粒基盤粒 LまりなL ポソポソ 焼土粒 C 
ホ IOYR3/3 時褐 礁粒 ローム粒基盤粒 ハード 焼土粒土器
へ IOYR4/3 にぶい賞褐 礁位 ローム粒基盤粒 ソフト 焼土粒土器

P 2 7 5 IOYR3/3 暗褐 礁粒ロム粒 ソフト 焼土粒徴量 C微量
イ
ロ IOYR3/3 楕褐 機粒ロム粒 ややハード 〈イ〉よりやや明るい 焼土粒
ハ IOYR3/3 踏褐 礁粒 ローム粒 ややJ、ード 焼土粒 C徴金
ユ IOYR3/3 府褐 蝶粒ロム粒 ソフト C微量
ホ IOYR4/3 にぶい賞褐 喋数 ローム粒多量 ややハート 焼土粒
へ IOYR4/3 にぶい黄褐 礁粒 ローム位 ソプト 焼土粒 C少量

P298 IOYR5/4 にぶい貰褐 全基盤礁 ヵ・ラガラ 焼土粒 C少量土器
イ

P 3 3 6 IOYR3/3 陪褐 礁粒ロム粒基盤粒 ソフト C微量
イ
ロ IOYR3/3 踏褐 礎粒 ローム位 ややハード C徴量

P 3 7 9 10YR4/3 にぶい貰褐 礁粒ロム粒 ややソフト
イ
ロ IOYR3/3 暗褐 礁粒 ローム粒基盤礁 ややハード
ハ IOYR3/3 暗褐 礁粒ロム粒 宇やソフト 焼土粒
ニ 10YR4/4 褐 礁粒 ローム粒 ハード 焼土粒 C少量

ホ IOYR4/4 褐 礁粒 ローム粒 宇宇ハード 焼土粒

P 4 87 IOYR4/43/4褐時褐 機粒ロム粒 ハード 焼土粒
イ

ロ 10YR4/4 褐時褐 礁粒礁粒基盤粒基盤礁 ハード 焼土粒 C徴量
3/4 

P 4 1 5 10YR4/4 褐 礁 粒 基 盤 粒 ソフト 焼土粒 C徴量土罷
イ
ロ IOYR4/4 褐 礁粒 ややハード 焼土粒 C徴量
ハ IOYR3/4 暗褐 疎粒 ソフト 焼土粒 C微量
ユ 10YR4/4 褐暗褐 礁粒 ソフト 焼土粒 C微量土器

4/63/4 

表 5 19 I 2l. 16.19 I 11. 6東西セクション北壁土層<E -E ') 
1-1 IOYR3/4 陪禍 礁粒少量 ロ ム粒少量 焼土粒少量 C少量

2 1 IOYR4/3 にぶい貰褐 際粒 ローム粒 焼土粒 C 1$根多量

11 -1 IOYR3/3 時褐 osa多量:川レト ソフト

2 1 10YR3/3 暗褐 礁魁ロム粒 osa少量 ややソフト 焼土粒 C 

31 10YR3/3 附褐 磁粒 ローム粒 osa ソフト暗レ湿性 焼土粒 C 
4 1 IOYR3/33/4暗褐 礁粒 ハード 焼土粒焼骨片微量木炭

5 1 10YR4/3 にぶい~褐 ローム粒 ややハード

6 1 10YR3/4 陪褐 ローム粒 や宇ソフト 炭

III-1 10YR3/33/時掲 礁粒小撲 ハード 焼土粒焼骨片木炭

47.5YR3/4 
2 1 IOYR3/4 時褐 礁粒 ポロボロ 焼土粒徴量木炭

3 1 7.5YR4/4 褐 ローム粒 ややハート 焼土粒木炭

417.5YR3/4 陥褐 ローム粒 ややソフト 焼土粒焼骨片木炭

10YR3/4 
51 7.5YR4/4 褐 礁粒 ややハード 焼土粒焼骨片木炭

61 10YR3!4 時褐 礎控 宇宇ソフト 焼土粒木炭

717.5YR4/4 褐 小ft ややソフト ポロポロ 焼土粒木炭

817.5YR4/4 褐 礁粒 ややハード 焼土粒焼骨片木炭

9 
10 1 7. 5YR3/2 県褐暗褐 火山灰多量 サラサラ ソフト 焼土粒少量 C少量

3/3 
11 
121 7.5YR3/4 陪褐 機粒ロム粒 ソフト ポロボロ 湿性 焼土粒土器

3/3 
13 
14 1 7. 5YR3/3 暗褐 礁粒 ローム粒火山灰 ややソフト C 
151 7.5YR4/6 褐 礁粒ロム粒 ハード C 土器

161 10YR3/4 暗褐 火山灰少量 ソフト しまりなし 焼土粒少量 C少量

171 7.5YR3/3 暗褐 ローム粒火山灰徴量 ややソフト

10YR3/3 
181 IOYR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒 やや，、ード C 
191 IOYR3/4 暗褐 礁粒ロム粒 ややJ、ード C 
201 10YR3/4 暗補 機粒 ローム粒火山灰少量 ハード 焼土粒少量 C少量

21 1 7.5YR3/4 暗褐 礎位 ローム位 ハート C 
22 1 7.5YR3/4 陪褐 礁粒ロム位 ややハード C 土器lコ

23 10YR4/3 にぶL、~褐 礁粒 ローム粒 ソフト <III-24>より暗い C 
24 1 10YR4/3 にぶい貰褐 礁粒 ローム粒 ややハード 焼土粒 C 
251 7.5YR3/3 陪禍 ソフト ポロポロ 焼土粒 C 
261 7.5YR3/3 時褐 ローム粒火山灰 ややソフト 焼土粒 C 
27 
2817.5YR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒基盤粒 ソフト C 
29 1 7.5YR4/4 褐 礁粒 ローム粒 ハード C 
301 7.5YR4/3 褐 礁粒 ローム粒基盤粒 ソフト ポロポロ C 
31 1 10YR2/3 m褐 ローム粒 ソフト

32 1 IOYR3/3 時褐 ローム粒 ソフト

33 1 IOYR3/4 暗褐 礁粒 ソフト 焼土粒 C 木炭微量

34 1 10YR3/33/4陪褐 礁粒 ローム粒 ソフト

351 IOYR4/6 褐 礁粒ロム粒 ハード 焼土粒 C 
361 10YR5/3 にぶい貰褐 礁粒 ローム粒 宇やソフト C 
371 10YR4/3 にぶい黄褐 礁粒 ソフト しまり有り 焼土粒 C 粘土

381 10YR4/4 褐 礁粒ハード 焼土粒 C 粘土

-4/6 
39 1 IOYR4/4 褐 礁粒 ハード 焼土粒 C 粘土
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40 IOYR4/3 にぶい貰褐 碑粒 ロームプロ，;> 焼土粒 C 
V-I 7.5YR4/4 褐 礁粒 ハド 焼土粒 C 

21 IOYR4/4 褐 礁粒 ハド 焼土粒 C 
3 1 7.5YR3/3 陪褐 ソフト 焼土粒 C 
4 1 7.5YR3/3 陪褐 宇やソフト 焼土粒 C 
5 1 7.5YR3/3 陪褐 礁粒 ハード 焼土栓 C 
6 1 7.5YR4/4 褐 礁粒 円}ド 焼土粒 C 骨
717.5YR4/4 褐 礁礁粒 ハード暗い 焼土粒少量木炭
817.5YR3/4 暗褐 蝶粒 ややソフト サラサラ 焼 土 粒 骨 片 徴 量 木 炭

IOYR3/43/3 
91 75YR4/6 褐 ハード 径Icm程の焼土塊木炭
10 1 7.5YR4/6 褐 礁粒 ハード 焼土粒徴量木炭

4/4 
満81 あ 7.5YR3/4 陪褐 礁粒ロ ム粒火山灰徴量 ソフト やや湿性 焼土粒 c 

満90イ

ロ 7.5YR3/2 黒褐 ローム粒 ソフト 湿性 C 
ハ IOYR3/3 暗褐 ロ ム 粒 玉 砂 利2-3コ ややソフト 焼土粒 C 
ニ IOYR3/3 踏褐 ややソフト 焼土粒微量 C徴量

7.5YR3/3 
満91い 7.5YR3/2 黒褐 ロム粒 ソフト 湿性 焼土粒炭化物

る IOYR3/3 陪褐 礁 粒 火 山 灰 ソフト C 
7.5YR3/3 

は 10YR3/3 陪褐 ローム粒 ややソフト 焼土粒
溝9あ 7.5YR3/2 黒褐 礁粒 ソフト 湿性 焼土粒炭化物

い 7.5YR3/2 黒褐 礁粒 ローム粒 ソフト くあ〉よりや宇明るい C 
う 7.5YR3/2 熟褐 ロム粒 ややソフト くあ〉より明るい 炭化物
え IOYR2/3 黒褐 礁粒 ハード 焼土粒 C 
お 7.5YR3/4 陪褐 礁粒 ローム粒 ハード 焼土粒
か IOYR3/3 暗褐 礁粒 ノ、ード 焼土粒 C 
き 7.5YR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒 ，、ード 焼土粒 C 

満22 あ IOYR4/4 褐 礁粒 ローム粒 ハ ドややポロポロ C 
し、 IOYR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒 ややソフト C 
う 10YR4/3 にぶい賞褐 礁粒 ややソフト C 
え 10YR4/4 褐 礁粒ロム粒 焼土粒 C 粘土質

-4/6 
土機62 10YR4/3 tこぶし、賞褐 礁粒 ローム粒 ハド

あ

焼土38 7.5YR3/4 陪褐 ロム粒 ややハ ド陪い 全焼土粒 C 骨
イ

ロ 7.5YR4/4 褐 ローム粒 円ード 全焼土粒 C 骨
P 8 3 4 7.5YR4/4 褐 ロム粒火山灰 ソフト C 

イ

ロ 7.5YR3/3 陪褐 礁粒 ローム粒火山灰 ソフト C 
円 7.5YR4/3 裕 礁粒ロム粒基盤粒 〈ニ〉よりややJ、}ド C 
ユ 7.5YR4/3 褐 礁粒 ローム粒基盤粒 ハード C 
ホ 7.5YR4/3 褐 様粒 ローム粒基盤粒 ポロポロ ソフト C 

P 8 3 3 7.5YR3/2 黒褐 火山灰敵量 ポタポタ ソフト C 
イ

ロ 7.5YR4/3 裕 礁粒ロム粒 ややハード C 
ハ 7.5YR3/3 踏褐 礁粒 ローム粒 ポロポロ ソフト C 
ユ 7.5YR4/4 褐 礁粒 ローム粒 ポロポロ ソフト C 
ホ 7.5YR4/4 裕 礁粒 ローム粒 ポロポロ ソフト C 
へ 7.5YR3/3 暗褐 礎粒 ローム粒 ややハード 焼土粒 C 
ト 7.5YR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒 ソフト C 
チ 75YR3/4 陪裕 礁粒 焼土粒 C 土器
リ 7.5YR3/4 暗褐 礁粒 、 ド 混り少ない C 
ヌ 7.5YR4/4 褐 礁粒 ローム粒基盤粒 ポロポロ ソフト

P793 
イ

ロ
，、

P792 
イ

P 7 7 3 IOYR4/3 にぷい寅褐 礁粒ロム粒 ハド 焼土粒
イ

ロ 10YR3/3 踏褐 礁粒 ローム粒 ややハード
J、 IOYR4/3 にぷい賞褐 礁粒小磯中礁ローム粒 ハード

P 7 6 1 10YR4/3 にぶい黄褐 礁粒 宇やソフト 焼土粒 C 
イ

ロ 10YR3/43/3陪褐 礁粒少量 ローム粒 ポロポロ ソフト組 粘土質
ハ 10YR3/3 暗褐 礁粒ロム粒 〈ロ〉より少し ρ ード

表 6 19 J 25.20.15.10. 5 .18 J 25.20.15東西セクシ ョン北壁土層 <F ~ F ') 
1-1 IOYR2/3 県褐 礁粒ロム粒砂利 焼土粒

21 10YR3/3 陪褐 ローム粒 ソフト C少量草根多量
3 1 10YR4/4 褐 蝶粒 ローム位 焼土粒 C 
4 1 10YR3/4 暗褐 ローム粒姐砂 ソフト 粗 土器片草根(耕作による撹乱有)

11-1 10YR4/3 に.-;，、賞褐 ローム粒 osa多量 焼土粒 C少量
111-1 10YR4/3 にぶい賞褐 礁粒ロム粒 C 

2 1 IOYR3/4 陪褐 礁粒 ローム粒 C 
3 1 IOYR4/3 にぷい賞褐 礁粒ロム粒 やや密 焼土粒 C 
4 1 IOYR4/3 にぶい黄褐 礁粒 ローム粒 ソフト C徴量
5 1 IOYR4/3 にぶい黄褐 様粒 ローム粒 焼土粒少量
6 1 10YR3/3 暗褐 礁粒 ローム粒 <111-11)よりソフト 焼土粒徴量
7 1 IOYR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒 密ハード 焼土粒
81 IOYR4/6 縄 礁粒 ローム粒 密ハド C 
91 10YR4/3 にぶい賞褐 礁粒 ローム粒 C やや粘土質
10 1 10YR4/4 褐 醍粒 ロームプロッ ク 焼土粒 C 
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4/6 
11 IOYR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒 ややハード 焼土粒 C少量
12 IOYR3/3 暗褐 礁粒 ローム粒 (1lI-14>よりややソフト C少量
13 IOYR3/3 時褐 礁粒ロム粒 ハード C徴量

-3/4 
14 IOYR6/8 明賞褐 礁粒徴量 ローム粒 Lまりあり ハード C徴量
15 IOYR3/4 陪褐 礁粒ロム粒 密ハー ド 焼土粒 C少量粘土質
16 IOYR3/3 階褐 礁粒 ローム粒 (11ト30>より宇宇ソフト 焼土佐 C 

3/4 
17 IOYR3/3 暗褐 礁粒 ローム粒 C少量粘土質
18 7.5YR5/6 明褐 礁粒少量 ローム粒陪褐土混ざる Lまりあり ややハード 宇や明るい C少量
19 IOYR3/3 暗褐 礁粒少量 ローム粒少量 ややしまりあり 焼土粒微量
20 IOYR4/6 褐 礎粒微量 ローム粒微量 C微量土器少量
21 IOYR4/44/6褐 礁粒少量 ローム粒少量 ロームプロ ややしまりあり ハード 焼土粒徴量 C少量

ッタ

22 IOYR5/6 貰甚i ローム粒少量 平宇しまりあり 011-24>よりソフ ト C少量
23 IOYR5/4 にぷい貰褐 ローム粒 ロームプロック や宇しまりあり 明るい
24 IOYR5/4 にぶい賀褐 ローム粒少量 ロームプロック ややしまりあり C微量
25 IOYR5/4 にぶい賞褐 ローム粒少量 ロームプロック少量 Lまりなし ソフト (1lI-27>よりや 焼土粒徴量

平時い

26 IOYR5/8 賞縄 礁粒微量 ローム粒 ロームプロック しまりあり ややハード 明るい C少量
27 lOYR4/4 褐 礁粒 ハード 焼土粒 C 粘土混り
28 IOYR3/3 暗褐 礁粒ロム粒 ソフト 焼土粒 C 

-3/4 
29 IOYR4/4 褐 碑粒 ロームプロァク C 
30 IOYR4/6 褐 礁粒 ハード 焼土粒 C 粘土混り
31 IOYR4/4 褐にふ九、黄褐 礁粒 ローム粒火山灰 密ハ ード 焼土粒 C少量粘土混り

-4/3 
32 IOYR4/4 褐 礁粒 ハード 焼土粒 C 粘土混り

-4/6 
33 IOYR4/3 にぶい賀褐 際粒 焼土粒粘土混り

V-I IOYR4/4 褐 小礁粒ロム粒 ややハド 土器片粘性有り

満60 イ IOYR3/43/3暗褐 礁粒 ローム粒 や宇ハード C 
ロ

満52 あ IOYR3/3 暗褐 礁粒ロ ム粒少量 焼土粒 C 
L 、 IOYR2/3 黒褐 礁粒 ローム粒少量 くあ〉よりソフト 焼土粒 C 
う IOYR4/3 にぶい貰褐 礁粒ロ ム粒少量 ソフト

え IOYR4/3 にぶい賞褐 礁粒 ローム粒少量 ソフト

満50 あ IOYR4/3 にぷい貰褐 型軽粒 ロ ム粒 C 
満51 イ IOYR3/4 暗褐 礁粒少量 ローム粒 C 

ロ IOYR3/4 暗褐 礁位少量 ローム粒 焼土粒 C 
ハ IOYR3/4 暗裕 礁粒ロム粒 焼土粒 C
ニ IOYR3/4 時褐 礁粒 ローム粒
ホ IOYR3/3 陪褐 喋粒 ローム粒 〈ロ〉よりややソフト C 
へ lOYR4/3 にぶい貰褐 礁粒ロム粒 〈ハ〉よりソフト C 
ト IOYR4/4 褐 碑粒 ロームプロ，1' c 

-4/6 
チ IOYR3/4 時褐 礁位ロム粒 jI!;土粒 C 
リ IOYR3/4 時褐 礁粒 ローム粒 〈イ〉より焼土粒多量 C 
ヌ IOYR4/4 裕 礁粒ロム粒 C 

-4/6 
ル IOYR4/4 褐 膿粒 ロームプロァク C やや粘土質

満12 あ IOYR2/3 m褐 礁粒少量 ロ ム粒少量 しまりなし ソフト C微 量 土 器
い IOYR5/4 にぷい賞褐 ローム粒少量 ロームプロック少量 ややしまり有り C徴量
う IOYR6/8 明3町褐 Lまり有り (1lI-14>に近いがよりハ 焼土栓徴量 C少量

ード

1構あ IOYR3/3 陪褐 礁粒ロム粒 宇やソフト 焼土粒 C 
-3/4 

潤82 あ IOYR3/4 時褐 ロ ム位少量砂 やや密ソフト C微量

土自由26 IOYR3/3 暗褐 礁粒 ローム位 ( 1 -3>よりソフト 焼土佐 C 
あ -3/4

P8 イ IOYR4/4 褐 碑粒ロ ムプロァ F C 
ロ IOYR4/4 禍 碑粒 ロームプロック C 
ハ IOYR4/3 に~，、賀褐 礁粒 ローム粒 C 
ニユ lOYR4/3 にぶい貰褐 碑粒 ロームプロヅタ 焼土粒少量 C 
ホ IOYR4/4 褐 礁粒 ロームプロック C 
へ IOYR3/4 時褐 礁粒 ローム位 〈二〉よりソフト C 
ト IOYR3/4 暗褐 礁粒ロム栓 C 
チ IOYR4/4 褐 聴粒 ロームプロック ハード C 

P5 イ IOYR4/4 褐 様粒ロム粒 焼土粒やや粘土質
-4/6 

ロ IOYR4/4 褐 礎控 ローム粒 焼土粒
円 IOYR4/4 褐 礁粒ロム魁 〈ロ〉よりハード 焼土粒

-4/6 
二 IOYR4/46/4褐 際粒 ローム粒 ソフト 焼土粒 C 粘土質

P 1 4 I IOYR5/6 賀補 くロ ム粒ロ ムプロック〉やや多量 ややしまり有り 焼土粒微量 C少量
イ
ロ IOYR4/6 褐 ローム粒 ロームプロック少量 ややしまり有り 暗レ C少 量 土 器
ハ IOYR4/4 褐 ローム粒量 ややソフト 焼土粒微量

P2 イ IOYR3/4 時褐 礁粒ロ ム粒火山灰少量 C 
ロ 10YR4/3 にぶい黄禍 碑粒 ロームプロック 〈イ〉よりハード C 

P2 '、 IOYR3/4 時褐 礁粒ロ ム粒火山灰少量 C 
ユ IOYR4/4 褐 礁粒 焼土粒 C 粘土質
ホ IOYR3/3 時褐 礁粒 焼土粒 C 

P3 ィ IOYR4/4 格 小礁粒ロム粒少量砂 密ハード 土器片
ロ IOYR4/3 にふ:，、賞褐 小礁粒 ローム粒微量砂 やや密ややハード 粘性や宇高い土器片
ハ IOYR4/4 褐 小磯粒少量 ローム位微量砂 租ややソフト 粘性やや有
ニ IOYR4/3 にぷい1Ii.褐 小楳粒 ローム粒微量砂 粗ソ フト 粘性やや有

小Pit a IOYR4/3 にぶい貰褐 E聖粒 ソフト C 
段あ IOYR4/3 にぶい責褐 礁粒ローム 〈糟51ニ〉よりややソフト C徴量
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表 7 19 J 23.18.13. 8 . 3 .18 J 23 . 18 . 13東西セクション北壁土層 < G~G '>
1 -1 10YR4/4 褐 礁位 ローム粒 ソフト C 

2 I 10YR3/4 措褐 礁粒 ローム粒 焼土位 C 
3110YR3/3 暗褐 礁位 ロームプロ γ タ砂位 草根多量

4 I 10YR2/2 黒褐 礁粒 ソフト C微 量 草 極

5 I lOYR3/3 暗褐 礁粒 ロームフロック 砂粒 C徴 金 草 根

6 I 10YR2/3 黒褐 礁粒 ロームプロ γ ク ソフト

7 I 10YR2/3 黒褐 ロームプロ，"世量 砂粒微量

11-1 10YR3/3陪褐90%褐10% 礁粒ロム粒 ソフト C 
10YR4/4 

2 I lOYR4/3 にぶい貰褐 ローム粒少量 Os-a固まって入る ソフト C 
3 I 10YR3/4 暗褐 礁粒少量 ローム粒 ロームプロック 宇宇ソフト

4 I 10YR2/3 黒褐 礁粒徴量 ローム粒 焼土粒 C 
5 110YR3/4 暗褐 礁粒ロム粒 ややソフト C 

111-1 10YR5/6 貰褐 礁粒 ロームフロッタ50% ハード C 粘性

2 110YR4/4 褐 礁粒 ローム粒 宇宇ソフト C やや粘性

3 110YR6/6 明貰褐 型車粒 (3%) 全面ローム ハード C 
4 I 10YR4/4、褐 碑粒 ローム粒 ロームプロック ソフト ややしまりあり やや明るい 焼土粒 C 

4/6 宇宇粘性

5 I 10YR5/4 に五九、賞褐 礁粒 ローム粒 (5%) ややLまりあり 焼土粒少量 C少量

6 I 10YR4/4 褐 礁粒 ローム粒 焼土並徴量 C 
7 I 10YR5/63/4貰 褐~暗褐明 機粒 ローム粒全面ローム 、ード や宇明るいや宇粘性 C 

7.5YR5/6 褐
8 I 10YR3/3 時褐 ローム粒火山灰多量 ソフト 焼土粒 C 
9 110YR4/4 褐にぷい賀褐 碑粒ローム ハード 焼土粒

4/3 
10 I lOYR3/2 感褐 礁粒 ローム粒基盤礁砂利混り 少しザラザラ 焼土粒 C 

2/3 
11 I 10YR4/4 褐 機粒ローム ハード 焼土粒 C少量

12 I lOYR3/4 精褐 礁粒 ローム粧 ローム質 砂粒
13 I 10YR2/3 泉褐 礁位 ローム粒 ソフト C徴量草根多量

14 I 10YR3/3 暗褐 様粒種小 ローム粒 ややハート

15 I 10YR3/3 暗褐 礁粒種小 ローム粒 <111-14)より軟

16 I 10YR3/4 暗褐 礁位ローム位砂粒

17 I lOYR3/4 暗褐 礁粒微量 ロームプロッタ ソフト 暗い しまりあり C 
18 I 10YRl. 7/1 黒褐+褐 ，、ード 炭化周

7.5YR4/4 
19 I 5YR3/6 踏赤褐80% J、ード

7.5YR4/4 褐20%
20 10YR3/4 陥褐 礁粒微量 ほほローム質 ハード

竪穴67 lOYR5/4 にふ;ぃ'v<裕 確粒ロ ム粒ロ ムプロァタ ややハ ド 粘 性 C 
l (40%) 
2 I 10YR5/6賞褐60% 機粒 ローム位火山灰少量 ややハード粘性 C 

10YR4/4褐 40%
3 I 10YR4/6 褐 確粒ローム粒ロームプロ γ ク ややソフト 粘性 C 

(10%)火山灰少量

4 I 10YR4/6 褐 ローム粒 ロームプロック(10%) ソフト 粘性 C 
5 I 10YR4/45/6褐貰褐 礁粒 ローム粒少量 ロームプロック C 

6 I 10YR4/6 褐
礁(5粒0%) 粘性

ローム粒 ロームプロァク ややハード 粘性 C 
(15%) 

7 I 10YR4/3 にぶい貰褐 ローム粒 (5%) ソフト 粘性 C 
堅穴65 10YR2/3 ロム粒 焼土粒 C 

イ
ロ 10YR4/4 褐 ロームプロッタ C 

-4/6 
ハ 10YR3/3 踏褐 ローム粒 焼土粒 C 
ニ 10YR3/4 時褐 焼土粒 C 
ホ 10YR2/3 県褐 ローム粒少量火山灰 C 
へ 10YR2/1 黒 ザラザラ 焼土粒少量全面炭化物
トlOYR3/4 暗褐 サラサラ ソフト C 
チ 10YR2/3 黒褐 ローム粒 Yフト 焼土粒 C 
リ 10YR3/3 陪褐 礁粒 ローム粒 焼土粒 C 
ヌ 10YR4/4 褐ーにぶい貰 ロームプロ γ ク ややハード C 

-5/4 褐

糟イ 10YR4/3 にふ:，、賞褐 礁粒ロム粒 ややソフト

o I 10YR4/4 褐 際粒 ローム粒(3%) ロ ムプロッ ややLまりあり C 
タ

ハ 10YR4/3 にふ;ぃ貰褐 礁粒 ローム粒 (5%) ややソフト C微量
ニ 10YR5/4 にぶい糞褐 礁粒少量 ロ ム粒 (3%) ロームフ C 

ロγ ク 00%)
ホ 10YR4/4 褐 礁粒 ローム粧 しまりあり やや粘性 焼土粒 C 

構60 イ 10YR5/4 にぶい黄褐 ローム粒 ロームプロック(10%)火 ソフト やや粘性 C 土器
山灰

溝52 あ 10YR3/3 踏褐 礁位 ローム駐 ソフト やや粘性 C 
い 10YR2/3 黒褐 ローム粒 ロームプロ，" ソフト 粘性なし C 
う 10YR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒火山灰 (5%) ソフト 粘性な L C 

漕53 イ 10YR5/4 にぶい賞褐 礁粒ロム濫 (20%) ソフト やや粘性 C 
ロ 10YR4/6 褐 磁粒 ローム粒 (10%) ソフト 粘性 C 
ハ 10YR4/6 褐 礁粒 ローム粒 (25%) 火山灰 ややしまりあり C 
ユ 10YR5/4 にふ九、貰褐 礁粒 ローム粒 (5%) ソフト 粘性あまりなし C少量

糟38 い 10YR4/4 褐 礁粒少量 ローム粒火山灰 ソフト 粘性なし C 
ろ 10YR3/3 陪褐 礁粒 ローム粒 (10%) ソフト 焼土粒 C 

溝61 a 10YR4/3 にふ九、黄褐 碑粒 ロ ー ム 粒 ロ ー ム プ ロ ッ ク ソフト 焼土粒 C や宇粘性

b I 10YR3/4 暗褐 礁(5粒%)ローム粒 (096) ロームプロ ソフト 粗 焼土粒 C やや粘性
ッタ

満66 イ 10YR4/4 褐 碑粒ロ ム粒ロ ムプロ， " ややソフト C や宇粘性

(5%) 
構l イ lOYR2/3 J黒褐 礁粒徴量ロ ム粒 ソフト 草根
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ロ 10YR3/3 陪褐 礁粒 ローム粒火山灰 Lまりあり C 
ハ 10YR3/4 暗褐 礁粒微量 ローム粒 ソフト

ニ 10YR3/3 陪褐 礁粒 ローム粒火山灰 ソフト

ホ 10YR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒 ハード

土境4 10YR2/3 黒褐 礁粒ロ ム粒ロ ムプロック砂粒 宇やソフト 明るい

あ 極少
し、 10YR2/3 黒褐 礁粒徴量 ソフト

う 10YR3/3 機粒少量ロ ム粒火山灰 ソフト

P982 10YR3/4 陪褐 ロ ム粒火山灰微量 焼土粒 C 
イ
ロ 10YR2/3 黒褐 〈イ〉よりねばりある ロームフロック

ハ 10YR3/3 暗褐 ロームプロック ソフト 焼土粒 C 
P984 10YR4/4 褐 礁粧 粘土質 焼土粒徴量 C 

イ
ロ 10YR4/6 褐 礁粒 、 ド粘土質 焼土粒撒量 C 
ハ 10YR4/6 褐 礁粒 全面粘土質 焼土粒 C 
エ 10YR4/4 褐 礁魁 〈ロ〉より少しソフト 粘土質 C 

PI013 10YR2/3 黒褐 焼土粒徴量 C 
イ
ロ 10YR3/4 暗褐 ローム粒火山灰徴量 C 
ハ 10YR3/4 暗褐 ローム位 C微量

ニ 10YR2/3 黒褐 ローム粒火山灰 少しねばりある 焼土粒 C 
PI054 10YR2/3 黒褐 碑粒ロム粒ロムプロ ，p ソフト

あ

PI053 10YR2/3 黒褐 碑粒ロ ムプロック ソフト

イ
ロ 10YR3/4 暗褐 礁粒ロム粒 や宇ハード C 
ハ 10YR3/4 暗褐 基盤粒第lコ ロームプロック (40%) J、ード

火山灰徴量

PI055 10YR3/4 陪褐 礁粒微量ロ ム質 (90%) 砂粒 J、ド

イ
ロ 10YR3/3 時褐 礁粒礁3cm大lコ 〆、ード C微量

ハ 10YR2/3 照褐 礁粒 ローム粒 ローム質 ソフト C 
ニ 10YR2/3 泉褐 礁粒微量 ローム粒 ロームプロック ソフト C 
ホ 10YR3/3 時褐 礁粒徴量 ローム質 (80%) ソフト

へ 10YR3/4 暗褐 礁粒 ローム質土 (60%) ソフト性 (40%) ソフト

ト 10YR3/4 踏褐 礁粒ほほローム質 ハード

P1ll2 10YR2/3 無褐 自聖位 ロ ム粒 ソフト C 草根多量
イ
ロ 10YR2/2 11.¥褐 礁粒徴量 ローム粒徴量 ソフト 焼土粒微量
ハ 10YR2/3 無褐 礁粒 ローム粒 ややハード

ニ 10YR2/2 』匝褐 礁粒ローム粒火山灰 ソフト

PI114 10YR3/3 陪褐 碑粒ロム粒ロムブロック ややハ ド 焼土粒 C微量
イ
ロ 10YR3/3 暗褐 ロームプロ γク ハード 焼土粒 C 
ハ 10YR3/4 暗褐 ロームプロ γP融量 ハード 焼土粒微量 C微量

P1ll5 10YR3/4 暗褐 礁粒徴量 ローム粒 ややハード
イ
ロ 10YR3/3 陪褐 礁粒ローム粒火山灰10% ソフト

ハ 10YR3/3 暗褐 礁粒 ローム粒火山灰 ソフト

ニ 10YR3/4 暗褐 ローム粒火山灰 ハード

表 8 20 I 8. 7南北セクション酉壁土層 (H-H')
1 -1 10YR4/3 にふ;ぃ黄褐 機粒ロム粒 宇宇ソフト 焼土粒 C微量

II -1 10YR4/44/3褐にぷい賞褐 礁粒 ローム粒 ややソフト 宇宇混り少L C徴量

2 I 10YR4/3 にぶい貰褐 確粒 ローム粒 ロームプロック ややハード C少量

3 I 10YR3/3 陪褐 礁粒 ローム粒 osa少量 ややソフト C少量

4 110YR4/3 にふ;ぃ賞褐 礁粒 ローム粒 ややソフト 焼土粒炭化物

5110YR4/3 にぶい貰褐 礁粒 ローム粒 ややハード 焼土粒

6 I 10YR3/4 陪褐 礁粒 ローム粒 osa ソフト 混り少し 焼土粒 C少量

llI-l 10YR4/4 褐 礁粒ロム粒火山灰 ややソフト

2110YR2/3 黒褐 様粒ロム粒 や宇ハード 焼土粒 C徴量

3 I 10YR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒 ややハード 焼土粒 C少量

4 I 10YR4/4 褐 礁粒 ローム粒 ややハード <111-25>より明るい 焼土粒 C微量

5 I 10YR3/3 陪褐 礁粒 ローム粒 ややハード <111-4>よりしま りあり C徴量

6 I 10YR3/4 暗褐 礁位 ローム位 ロ ムブロック火山 ややソフト 焼土粒徴量 C少量炭化物鉄

灰

7 110YR4/3 にふ;ぃ黄褐 礁粒 ローム粒 焼土粒 C徴量

8 I 10YR3/3 暗褐 礁粒 ローム粒 <Uト7>よりローム ややハード C多量

少し
9 I 10YR4/4 褐 礁粒 ローム粒 ロームフロ γク状 、 ド暗い C徴量

10 I 10YR3/4 陪褐 礁粒 ローム粒 ，、}ド 焼土粒 C徴量

11 I 10YR4/3 にふ;ぃ賞褐 礁粒 ローム粒 ソフト C徴量

12 I 10YR3/4 暗褐 ローム粒 ロームブロヅタ状 ハード C微量

13 I 10YR4/43/4褐、時褐 樺粒 ロームプロ y ク状 ハード C微 量 土 器

14 I 10YR3/4 賠褐 ローム粒 ソフト サラサラ C微量

15 I 10YR4/4 褐 礁粒 ローム粒 ややハード 宇干しまっている C徴畳

16 I 10YR3/3、 暗褐にぶい貰 礁粒 ローム粒玉石少量 ハード C徴 量 土 器

4/3 褐
17 I 10YR4/3 tこぶし、黄褐 礁粒 ローム粒 ロームプロック状 ソフト C徴 量 土 器

18 I 10YR3/32/3暗褐黒褐 礁粒多量 ソフト 焼土粒多量炭化物多量

19 I 10YR3/3 精褐 礁粒 ややソフト 焼土粒 C少量

20110YR3/3 踏褐 礁粒整地層の礁混り ソフト ザエラサzラ 焼土粒 C少量

21 I 10YR3/4 時褐 礁粒 、ード湿性 C少量粘質土器

22 I 10YR3/4 暗褐 機粒 ソフト 湿性 粘質

23 I 10YR3/4 暗褐 礁粒 、ード湿性 粘質

24 I 10YR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒 平宇ハード 焼土粒 C微量

25 I 10YR4/43/4褐、陪褐 礁粒 ローム粒 ややハード 焼土粒
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構74 イ IOYR3/3 陪褐 礁粒ロム粒

ロ lOYR3/3 陪褐黒褐 礁粒
2/3 

ハlOYR3/3 暗褐 礁粒 ローム粒
ニ lOYR4/3 にぶい賀補、醍 礁粒 ローム粒

3/4 褐
ホ IOYR3/3 暗褐 聴粒 ローム位 ロームプロック

へ lOYR3/3 暗褐 礁粒 ローム粒

糟76 イ lOYR4/3 にぷい賀補 ロム粒

ロlOYR4/3 にぶい貰褐 礎控 ローム粒 ロームプロ 7 ク

漕73 イ lOYR3/3 暗褐 礁粒ロム粒
ロlOYR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒

ハlOYR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒

ニ lOYR3/3 陪褐 ローム粒

ホlOYR4/3 にぷい貰褐陪 事聖位 ローム粒 ロ ム多量

3/4 褐
へlOYR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒火山灰

満27 イ lOYR3/3 暗褐 事聖粒 ロ ム粒
ロ lOYR3/4 陪褐 礁粒 ローム粒

ハlOYR3/4 陪褐 礁粒 ローム粒

ニ IOYR3/4 陪褐 礁粒 ローム粒
ホlOYR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒

へ lOYR3/4 陪褐 礁粒 ローム粒

ト lOYR3/4 踏褐 礁粒ローム粒玉石
チ

日lOYR3/3 賠褐 碑粒 ローム粒 ロームプロッ F 

溝a イ lOYR3/3 賂褐 礁粒 ローム粒
ロlOYR3/3 精褐 礁粒 ローム粒
ハ lOYR2/3 黒褐 際粒 ローム粒

ニ lOYR3/3 暗褐 榛粒 ローム位基盤粒少量
ホ lOYR3/3 踏褐 際粒 ローム粒

満 イ lOYR4/3 にぶい賀補 碑粒ロム粒ロムプロック

ロlOYR3/3 踏褐 礁粒 ローム位 〈イ〉よりロ ムプ
ロック少ない火山灰少量玉石

ハlOYR3/4 賠褐 礁誼 ローム魁火山灰微量
ユ lOYR4/3 にぶい策褐 蝶位 ローム粒

ホ lOYR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒
へlOYR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒

押暗 イ l OYR3/4 陪褐 礁粒ロム粒
ロlOYR3/4 陪褐 礁粒 ローム粒

ハ lOYR2/3 黒褐 礁粒 ローム粒火山灰少量
ニ lOYR4/3 にぶい賞褐 礁粒 ローム粒火山灰
ホ lOYR3/4 陪褐 礁粒 ローム粒火山灰少量

調時 あ IOYR3/3 陪褐 礁粒ロム粒
L 、lOYR3/4 陪褐 礁粒 ローム粒

満(新〕イ IOYR3/4 陪褐褐 礁粒ロム粒

4/4 
構([日〕あ IOYR4/4 褐精褐 礁粒ロム粒

3/4 

が逆になる事が確認された。この結果を踏まえて

再検討した結果、P1992、P2017、P2021で北側 2

間x2 問、南{日~ 2間x3聞の 2室に仕切られる建

物跡であることが想定された。 P2017とP2018は、

柱のやり換えがなされたための切り合いと推され

る。

第 3号建物跡 (第 8図): 18K5、10、18日、 2、

6、7区に位置する。昨年度の調査で 3間x5聞と

想定された建物。今年度の調査で、前年度はこの

建物につながるとしていたP1412、P1428は第12号

建物跡に使用されるものであると判明した。前年

度は 1っと見ていたP1362が 4回の切り合いを持

つ穴であったため、これを踏まえて再検討した結

果、 2間x5聞の総柱の建物跡であると想定され

た。この建物は、概報XVI-溝25、64、86で区画さ

れ、その時期には概報XVI-溝26は使用されず、石

で埋められていたようである。第 2号建物跡は前

述の通り概報XVII溝26を伴う建物であるから、第

3号建物跡は第 2号建物跡より新しいものである
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ソフト 湿性 C微 量 土 器
Yフト湿性 C徴量

Yフト湿性
ソフト 湿性 焼土粒

ややソフト 湿性 焼土粒土器
湿性
ソフト 混りなし
ハード C少 量 土 器
Yフト C徴量
ソフト C微 量 土 器
，、ード C徴量
ソフト サラサラ C微量
ソフト C徴量

ソフト 焼土粒 C少量
ソフト C徴量
ややソフト 〈イ〉より混り多い C少量
ソフト 〈ロ〉より暗い C少量
ソフト 宇宇暗い 焼土粒 C少量
ややハード C微量
宇宇ハード 焼土粒 C少量
ソフト C徴量

ソフト C少量

ややソフト C 
ややソフト 〈イ〉より暗い C 
ソフト 焼土粒徴量 C
ややソフト C徴量
ややソフト 焼土 C徴量
ハド C少 量 土 器

C少量炭化物

ソフト
ややソフト C徴量
やや，、ード C徴 量 土 器
ややソフト C少量
やや，、 ド 焼土粒 C徴量
ソフト 焼土粒 C微量

焼土粒 C少:1: 焼けた土
焼土粒 C少量炭化物土器焼けた土

ややハード C徴量
宇やソフト 焼土粒
ややハード 焼土粒 C微量

ソフト 湿性 C徴量粘質土器

J、ド 焼土佐

と推される。

第 4号建物跡 (第 9図): 18J3、5、8、9区に位

置する。前年度の調査ではL字になる柱列が想定

されていたが、今年度の調査でP627が検出された

ため、やや長軸が北に傾く 3間x4間の建物跡で

あると想定した。 P1l98、P1208もしくはP1209、

P1251で北側に 3間X3問、南側に 1間X3聞の

2室に仕切られると推される。 P627とP1l98、

P563とP1261の柱聞が12.0尺と他の桁行の柱間よ

り2倍近く長いため、この聞に柱穴があるものと

して精査を繰り返したが、柱穴は検出されなかっ

た。 P1208とP1209に関しては、柱のやり換えが一

度あったのではないかと推される。P1l88、P1l90、

P1l91の柱穴の切り合いから第 6号建物跡よりは

古いものであると推される。

第 5号建物跡(第10図): 18J3、4、5、8、9、10

区に位置する。前年度、建物の南西隅の部分が調

査区外に広がると推されたもの。今年度この建物

に関して再調査、再検討を行った結果、前年度 l
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っと思われた柱穴がP1201とP1202の 2つになる

ことが判明し、 P625、P629が検出されたことから

P625とP1201の柱聞が4.3尺とやや狭いが、 3間×

5聞の建物跡が想定された。 P1186、P1236、

P1247、P1263で北側 1間x3聞と 4間X3聞の 2

室に仕切られると推される。

第 6号建物跡(第11図): 18J3、4、8、9区に位

置し、当地区の地割りよりやや北に傾く建物跡。

前年度調査では 3間x5間で、 P1197、P1219、

P1249、P1253で北側に 3間x3間と南側に 3間×

2聞に仕切られる建物が想定されたが、今年度再

検討した結果、昨年度柱列の柱穴としたP1173、

P1241、P1273、P1376まで桁行がのびる建物であ

ると想定された。

第 7号建物跡(第12図): 18J3、4、8、9区に位

置する。昨年度調査の際、 3間X4聞の建物跡で

あり、 P567、P1204、P1207で北側 3間X3問、南側

l間x3聞に仕切られると想定されたものであ

る。今年度の調査では柱穴の変更はなかったが、

建物跡北西側にL字の塀らしきものが付随すると

想定した。塀のP1243と母屋のP564、P567、P1256

の切り合いから、第 5号より新しいものと推され

る。(第1-7号建物跡柳沼〉

第 8号建物跡(第13図):調査区内北東部分18J 

11、12、16、17、18K14、15、19、20区の地割面内

に位置し、 18J11、12、16、17、区内にある。 9号

建物跡の南側に位置し、 2/3が重複する。梁間 3

問、桁行 4聞の南北棟を想定した。建物軸線はN

38・Wである。梁聞は6.6尺等間で全長19.8尺、桁行

は北から 3聞は6.6尺等問、残り 1聞は7.3尺、全

長27.1尺である。北から桁行 3間に P1432-P 

1447-P1463-P1483で東西に間仕切りを有す

る。東側端部の柱穴は削平されたのか欠失してい

る。建物面積は49.26凶である。梁間北仮u柱穴列 3

基、西側桁行柱穴列 3基が11号建物跡を構成する

柱穴に切られている。尚西側端部柱穴P1920等は

11号建物跡を矯成する P1921と切り合い関係が逆

転しているが、掘り間違いである。

第 9号建物跡(第14図上調査区内北東部分18J 

11、12、16、17、18K14、15、19、20区の地割商内

に位置し、 18K15、20、18J 11、16区内にある。

第10号建物跡の北側に位置し、 4/5が重複する。

梁間 2問、桁行 4聞の南北棟を想定した。建物軸

線はN40.5・W。梁聞は6.9尺等間で全長13.8尺、桁

行は北から5.9尺、 4.6尺、南側は6.3尺等間で全長

23.1尺である。梁間西側中央部分柱穴が欠失して

いる。桁行は東端部が欠失、西側柱列は北から 2

基目の P1925のみ浅いが、他はほぼすべて深さが

揃っている。建物面積は29.26m'である。西側桁行

柱穴列 2基が10号建物跡を構成する柱穴に切られ

ている。

第10号建物跡(第15図〉・調査区内北東部分18J 

11、12、16、17、18K14、15、19、20区の地割面内

に位置し、 18K15、20、18J 11、16区内にある。

第 9号建物跡の南側に位置し、 4/5程重複する。

梁間 3問、桁行 3聞の南北棟を想定した。建物軸

線はN39・W。梁聞は 6尺等聞で全長18尺、桁行は

北から 2聞は7.3尺等問、南側は7.9尺で全長22.5

尺である。北から桁行 2間目にP1425-P 1449-

P 1495-P 1498で東西に間仕切りを持つ。面積は

33.75m'である。西側桁行の柱穴 2基が第 9号建物

跡を構成する柱穴 2基を切っている。また東側桁

行では第12号建物跡を構成する柱穴に切られてい

る。また桁行柱筋に平行する溝25がこの建物敷地

の境界を示すと考えられる。

第11号建物跡(第16図〉・調査区内北東部分18J 

11、12、16、17、18K14、15、19、20区の地割面内

に位置し、この地割面全体を使った建物跡である。

梁間 3問、桁行 6聞の南北棟を想定した。建物軸

線はN41・Wである。梁聞は7.3尺、残り 2聞は6.5

尺等間で、全長20.3尺、桁行は北から 4聞が6.6尺、

残り 2聞は7.3尺等間で、全長41.0尺である。北か

ら桁行 3間白及び 2間目で東西に間仕切りを持

つ。面積は76.38m'である。北から桁行 3間目で東

西に間仕切りを持つ桁行西側柱穴列 4基が第 8号

建物跡を構成する柱穴を切っている。また南端部

柱穴P1479が第12号建物跡を構成する柱穴に切ら

れている。また桁行柱筋に平行する溝24がこの建

物敷地の境界を示すと考えられる。

尚この建物跡はP1963とP1916の聞の柱穴が削

平のため欠失し、本来存在したとすると、やはり

平成 6年度確認された第11号建物跡及び第 3号建

物跡に見られる桁行 5問、梁間 3聞の建物跡に類

似している。

第12号建物跡(第17図):調査区内北東部分18J 

11、12、16、17、18K14、15、19、20区の地割面内に

位置し、この地割面を使った建物跡ではもっとも

新しい建物跡と考えられる。梁間 3問、桁行 5間

25 



の建物跡を想定した。建物車曲線はN38・W。梁聞は

6.8尺等聞で全長20.4尺、桁行は6.6尺等間で全長

は33.0尺である。桁行北から 3間自に東西に間仕

切りを持つ。尚、桁行西部分に北に6.6尺等聞の 2

聞のこの建物跡に取り付く塀があると考えられ

る。建物面積は86.52m'である。西側桁行柱穴列P

1481、P1487がいずれも第11号建物跡を構成する

柱穴を切っている。また北東端部柱穴が10号建物

跡を構成する柱穴を切っている。

柱穴列(付図〉溝24はこの地割面北側を東西に、

西部分は南北にのびるが、溝24の北部分及びこの

地割整形区画面東側端部に直角に折れ曲がる柱穴

列が想定された。溝24北部分の柱穴列はP1939-

1969-1975である。そのうち P1939、1969は溝24

との切り合いは不明であるが、 P1975は溝24を切

る形で検出された。いずれも6.3尺等間の 2間で全

長13.2尺。またこれらに直交してこの地割整形区

画面東側端部で南北にのびる柱穴列 P1975-P 

1977-P 1982-P 1411-P 1417-P 1426-P 1433 

P1436が想定された。柱聞は北から6.3、5.7、

6.3、6.3、5.0、7.9、6.3尺の7間で全長43.8尺で

あり、やや不揃いである。このうち P1411、1417

はそれぞれ11号建物跡を構成する P1412、P1422

を切っている。また、 P1426、及び1436はそれぞれ

12号建物跡を構成する P1427、P1437に切られて

いる。これらの切り合い関係からみると11号建物

跡と12号建物跡の中間の時期にこれらの棚のよう

なものが作られたかあるいは11号建物跡と 12号建

物跡の中間の時期にこの柵で固まれた別の建物跡

があったことが考えられる。

第13号建物跡(第18図〉 調査区内北東部分18J 

13-15、18-20区、 8-12号建物跡の南東倶ijに位

置する。梁間 3問、桁行 4聞の南北棟を想定した。

建物軸線はN35・Wである。梁聞は西から6.6尺、

5.9尺、 5.9尺で全長18.4尺、桁行は北から 3聞は

6.6尺等問、残り 1聞は7.9尺、全長42.9尺である。

建物面積は約72.48げである。桁行北から 3間目に

東西に間仕切りを持つ。また桁行西部分に南へ7.6

尺等閣のこの建物跡に取り付く 2聞の塀があると

考えられる。桁行西側柱穴列に平行する溝82がこ

の建物跡敷地の境界を示すと考えられる。土嬢27

を切っているが、その他建物跡との柱穴間どうし

の重複はなし、。

第14号建物跡(第19図):調査区内北西側 8-12 

26 

号建物跡の南側、 18K19、20、25、18J 16、17、21、

22区の地割面上に位置し、ここでは第14-17号建

物跡が確認されている。梁間 3問、桁行 4聞の南北

棟を想定した。建物軸線はN38.5・W。梁聞は5.9尺

等間で全長17.7尺、桁行は6.3尺等間で、全長25.2

尺である。桁行北から l間目および3間目に東西

に間仕切りを持つ、また東桁行柱穴列 P1855、P

1518は柱痕下部に石を据えている。建物面積は

41. 268m'。北東端部 P1862が第17号建物跡を構成

する大型柱穴に切られており、桁行 l間自の間仕

切りの P1563は竪穴69を切っている。また桁行西

側柱穴列に平行する溝2がこの建物跡敷地の境界

を示すと考えられる。

第15号建物跡(第20図):調査区内北西側 8-12 

号建物跡の南側、18K19、20、25、18J 16、17、21、

22区の地割面上に位置する。梁間 3問、桁行 4聞

の南北棟を想定した。建物軸線はN36.5・W。梁聞

は5.8尺等間で、全長17.4尺、桁行は6.8尺等問、全

長27.2尺である。 14号建物跡と建物空間が2/3程

重複する。北西端部柱穴P1862が第17号建物跡の

柱穴に切られている。また西側桁行柱穴列P1865、

P1630、P1629が14号建物跡を囲む溝 2を切って

おり 14号建物跡より新しい。西側桁行柱穴列外側

に平行する溝 3、北倶ij梁間柱穴列外側に平行する

溝26がこの建物跡敷地の境界を示すと考えられ

る。

第16号建物跡(第21図〉 調査区内北西側 8-12 

号建物跡の南側、 18J16-18、18J 21-23、19J 

1 -4区の地割面上に位置する。梁間 3問、桁行

4聞の南北棟を想定した。建物軸線はN38・W。梁

聞は 6尺等問、全長18尺、桁行は6.7尺等問、全長

26. 8尺。面積は約44.3m'。北西端部柱穴P1628が

溝 3を切っていることから、溝 3に伴う 15号建物

跡より新しい。尚この建物跡を区画する溝は検出

されなかった。(第 8-16号建物跡・斉藤邦典〉

第18号建物跡 (第22図):調査区北西隅19K10区

周辺に位置する。溝 2および溝83によって区画さ

れる。溝83は19K9区で東に折れた先は後世の削平

のためか検出できなかったが、溝?と並行に走っ

ていたものと推される。建物の規模は桁行 4間×

梁行 3聞の南北棟を想定したが、北側 2間と北東

1間分の柱穴は検出できなかった。19J5・10区周

辺は、一様に柱穴の深さが浅いことから、削平さ

れたものと思われる。桁行は6.6尺、梁聞は5.2尺



と間隔は一定している。この建物を構成する

P1648・P1653・P1685・P1820がそれぞれ第四建物

跡を構成するP1647・P1652・P1686・P1819に切ら

れていることから第四号建物跡より古い。

第19号建物跡 (第23図):調査区北西隅19K9区

周辺、第18号建物跡とほぼ同じ場所に位置する。

溝 3・溝 7によって区画され、溝 7は19K9区で東

に折れ、中央通路の北側側溝となる。溝3は溝73

以北で検出されなかったが、小柱穴の観察から溝

7まで延びていると推定される。これら溝は溝

2・87を切っている。また、柱穴は第18号建物跡

とほぼ同じ位置に掘られ、先に述べたような柱穴

の切り合いから、第18号建物跡を建て替えたもの

と考えられる。建物は第18号建物跡より一周り大

きい桁行 5間×梁行 3間で、桁行を南に l間延ば

した格好になる。内部をP1819・P1832-P1840で

仕切り、さらに北側をP1843で仕切っている。

第20号建物跡(第24図):調査区北西19J2区周辺

に位置する。北及び西を溝 4によって区画される

が、南と東の区画は不明である。建物は3間x3 

聞の建物を想定し、更に南あるいは東に延びる可

能性があると考え精査を行ったが該当する柱穴は

検出できなかった。他の建物跡との関係は、溝4

が第19号建物跡を区画する溝 3に切られているこ

とから、第19号建物跡より古いと考えられる。ま

た、第18号建物跡と直接の切り合い関係はないも

のの、第18号建物跡のすぐ後に第19号建物跡を建

て替えたものと考えられるから、第18号建物跡よ

りも古いと思われる。

第21号建物跡 (第25図): 19J 4区周辺に位置す

る。西を溝12によって区画されるが北 ・東 ・南を

区画する溝は検出できなかった。建物は、桁行 3

間×梁行 5聞の東西棟を想定した。桁行が6.6尺間

隔と梁間より長く、梁聞は東側 1間目が5.6尺、東

仮~ 2間目が4.3尺と他の柱間(4.9尺〉とは寸法が違

い、柱聞に統一性を欠く。内部はP1004・P1008お

よびP1031-P1047で 3つに仕切り、さらに東側 2

間x3聞をP1042とP1066が仕切る。新旧関係は

P998が第22号建物跡のP997、P1094が第25号建物

跡のP1093にそれぞれ切られていることから、第

21号建物跡は第22号建物跡および第25号建物跡よ

り古いと推される。

この第21号建物跡の西半 3間とほぼ同じ場所に

柱穴が方形に並んでいる(P1035-P725-P747-

P767-P994-P988-P985-P1016-P1050)。これら柱

列は、柱筋が通っていないため、本報告では建物

跡としなかったが、その可能性を考慮し、ここに

記載しておく。

第22号建物跡 (第26図): 19J8区周辺に位置す

る。区画する溝は検出されなかった。おそらく溝

12と溝 7・83のすぐ西側にある段によって区画さ

れていると思われる。建物は桁行 4間×梁行 3聞

の南北棟を想定した。柱聞は桁行6.9尺間隔、梁間

5.3尺間隔に統一され、また柱穴の大きさも揃って

いることから、小規模ながらしっかりした建物で

あったと思われる。内部は南側 1聞をP1005と

P1027で仕切っている。他の建物跡との関係は、

P1665が第19号建物跡のP1664を切っているため

新しく、 P1027とP1034が第25号建物跡のP1025、

P1033にそれぞれ切られているため古L、。第21号

建物跡とは前述の通り第22号建物跡が新しい。

第23号建物跡 (第27図): 19J10区周辺に位置す

る2間x2聞の建物である。他の建物跡と切り合

い関係がなく、時期が判然としないが、この建物

跡単独であったとは考えにくく、周辺の建物、位

置関係から恐らく第22号建物跡の付属の建物であ

ったと思われる。しかし、第21号建物跡と建物の

軸線がやや異なるので明言はできない。

第24号建物跡(第28図):第23号建物跡とほぼ同

じ19J10周辺に位置する。桁行 4間×梁行 2聞の東

西棟で北東隅の柱穴は検出できなかった。桁行 4

聞の内、東 3聞は5.6尺と一定だが、西 l聞は 7尺

とやや広い。内部はP722で l間と 3聞に仕切られ

る。新旧関係は、 P750が第25号建物跡のP749に切

られ、第21号建物跡に伴うと考えられる溝12を

P720が切っていることから、第22号建物跡と同時

期かその前後の時期のものと考えられる。

第25号建物跡 (第29図): 19J14区周辺に位置す

る桁行 5間×梁行 3聞の南北棟である。桁行の北

1聞は8.3尺と他の桁よりやや広くとる。内部は桁

行を北からP1093・P1044、P668・P724で l間・ 2

間 ・2聞に仕切り、さらに中央の 2間x3聞を

P1033で梁聞を 2間・ 1聞に仕切っている。柱穴は

ほぼ一様の規格で掘られており、覆土も掘り方が

火山灰を多く含んだ褐色土で共通している。新旧

関係については、前述の通り第21号建物跡 ・第22

号建物跡・第24号建物跡建物の柱穴を切っており 、

この地割の中では最も新しい建物跡である。区画

27 



する潜は溝18と溝82を想定したが、溝82は南隣の

地割りから北方向へ向かう通路の西側側溝と考え

られ、果たして通路の側溝が即この建物の区画溝

となり得るのかどうか、溝18が途中で検出できな

くなるほどはっきりしないものであったことな

ど、検討の余地がある。また、他の建物跡が殆ど

同じ方向であるのに対し、この建物は著しく振れ

ている。新しい段階の建物は、周りに建物が少な

くなった分、地割に関係なく建てられた可能性が

あるとする鈴木亘先生のご教示もあることから、

この建物を区画する溝は存在しなかったとも考え

られる。

第18-25号建物跡があった地割りから溝 7・
83・12と高さ約20cmの段を隔てた西側は一段高く

整地され、一つの大きな地割りが形成されている。

この地割りが形成された時期は定かではないが、

この 2つの地割りを跨いで建てられた建物跡が想

定されないことから、勝山館の早い時期のもので

はないかと考えられる。

第26号建物跡 (第30図): 19]18区周辺に位置す

る。柱穴が不揃いな桁行 3間×梁行 2聞の東西棟

で、東 1聞をP931で仕切る。区画溝は溝38とした

が、この溝を切るP887をP886が切っており、新旧

関係についてなお検討の余地がある。

第27号建物跡 (第31図): 19]17区周辺に位置す

る桁行 4間×梁行 3聞の南北棟である。桁行南 l

聞をPl719とPl729で仕切る構造になっている。建

物の西を溝45、東を段あるいは溝7か溝83で区画

されていると考えられるが、南北を区画する溝は

検出できなかった。新旧関係では第26号建物跡の

区画溝である溝38を切る溝61をP1740が切ってい

るので第26号建物跡より新しいと思われる。この

建物跡の南側に、柱列P953-P938-P912-P887があ

る。当初この柱列まで建物跡が延びると考えたが、

建物跡の南北柱列 P1809-Pl719-P930および

P1767-P1729-P909に対応するP938とP912が柱筋

にのらないこと、先述のようにこの建物跡より古

いとした第26号建物跡の柱穴P886がP887を切っ

ており 、新旧関係が逆転してしまうことなど、現

段階では可能性を示すに留めておく。

第28号建物跡 (第32図): 19]16区周辺に位置す

る南北棟である。今年度の調査区内で北端が閉じ

なかったことから、更に北へ延びると考えられる。

現段階では南側 3間分で、梁間も 3間である。内

28 

部は南端 l聞をP1764とP1760で仕切っている。北

西端のP1752からは、柱材が完全な形で出土した

(第58図ー10)。

第四号建物跡 (第33図): 19J20区周辺に位置す

る3間x3聞の建物である。建物の北および西を

L字型に掘られた溝37に、東は先述の段或いは溝

12によって区画される。南は、溝9によって区画

されると思われる。この区画の地形は、ほほ.グリ

ッドポイント 19J20-19J25のラインから南に向か

つて下がっており、南端の柱列の柱穴は他の柱穴

に比べて極めて浅い。しかし、柱穴の底のレベル

は大差ないので、この建物を壊した後整地するた

めに削られたと思われる。新旧関係は、後述の第

30・31号建物跡の柱穴が土旗22を切っているのに

対し、 P920は逆に切られていることからこれら建

物跡より古いと考えられる。

第30号建物跡 (第34図): 19J19周区辺に位置す

る桁行 4間×梁行 3聞の南北棟である。北と南を

区画する溝は検出されなかったが、東は第29号建

物跡と同様段か溝12に、西は溝60によって区画さ

れると考えられる。内部はP914とP901に北 3間南

1聞に仕切られる。

第31号建物跡 (第35図): 19]19区周辺に位置す

る桁行 5間×梁行 3聞の南北棟である。第30号建

物跡と同じ箇所に建てられており、第30号建物跡

を更に南に 1間延ばして建て替えたものと考えら

れる。内部はP915とP899で北 3間南 2聞に仕切

り、更に南側をP912で東 l間西 2聞に仕切ってい

る。北東端のP932は第30号建物跡でも使ったが、

第31号建物跡でも引き続きこの柱穴を使ったか或

いは別の柱穴を見つけきれなかったためである。

南端の柱列は第29号建物跡と同様、底のレベルは

他の柱穴とほぼ同じであるが、上部が削られてい

る。南東端の柱穴は検出できなかったが、すぐ東

側にある石がその名残かも知れない。北端の柱列

会てとP848・P918・P933には柱の沈みを抑さえる

ために置かれた石が出土した。地割は西を溝52、

東を段或いは溝12で区画されている。

(第18-31号建物跡:佐藤〉

第32号建物跡(第36図):調査区東、 18113区周

辺に位置する。 2間x2聞の南北棟の建物跡を想

定した。柱間寸法は梁聞は東から6.0、6.6尺、桁

行7.9尺等問、規模は3.82x4.78mである。柱穴同

士の新旧関係により、第36号建物跡よりも古いも
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のと考えられる。

第33号建物跡(第37図〉 調査区東、 18117-19

区周辺に位置する。 2間x4聞の南北棟の建物跡

を想定した。柱間寸法は梁間6.3尺等問、桁行5.6

尺等問、規模は3.32X6.80mである。柱穴同土の

新旧関係から第34-37号建物跡よりも古いものと

考えられる。

第34号建物跡(第36図):調査区東、 18118区周

辺に位置する。 2間x2聞の南北(?)棟の建物

跡を想定した。柱間寸法は梁間6.6尺等問、桁行6.9

尺等問、規模は4.00X4.18mで、ほほ.方形に近い

平面プランの、小さな建物跡である。柱穴同士の

新目関係により、第33号建物跡よりも新しく、第

37号建物跡よりも古いものと考えられる。

第35号建物跡(第38図):調査区東、 18117-19

区周辺に位置する。 2間x2 (?)聞の東西棟の

建物跡を想定した。柱間寸法は梁聞は北から6.3、

7.6尺、桁行は東から7.4、14.8尺である。規模は

4.21X6.72mである。桁方向東 1問自に、 P372に

よる間仕切りがある。 P62とP416の聞には柱穴は

確認できなかった。 P77とP324の柱間寸法が極端

に広いことと、 P62・P77聞の柱間寸法がP77・

P324聞の柱間寸法の半分であるため、 P324・P77、

P390・P338の聞に柱穴が存在し、桁行 3問、柱

間寸法が7.4尺等間であったことも考えられる。こ

の地割内には塀と思われる L字状の柱列 (P308・

311・315・319・341・358・384・412)も検出した。

満の底で初めて存在を確認したため、溝64使用以

前に存在していたと思われる。位置関係から見る

と、この建物に付随するものと考えるのが妥当と

思われる。柱穴同士の新旧関係により、第33・34

号建物跡よりも新しく、第37号建物跡よりも古い

と考えられるが、第36号建物跡に取り付く塀との

新旧関係では、第35号建物跡に付随すると考えら

れる塀が新しいことから、第36号建物跡よりも新

しいものと考えられる。

第36号建物跡(第39図〉 調査区東、 18117-19

区周辺に位置する。 3間x3聞の主屋に l間(6.3

尺)x 2間 (6.6尺等間〉の張り出しが付く東西棟

( ? )の建物跡を想定した。主屋の柱間寸法は、

梁聞は北から6.3、5.3、6.3尺、桁行は6.6尺等間

である。規模は7.34(張り出し部l.91)X6.00mで

ある。東側にはP411・417・63による柱列が見ら

れ、この建物跡に伴う塀跡と考えられる。柱穴同

50 

土の新旧関係により、第32・33号建物跡よりも新

しいものと考えられる。

第37号建物跡(第43図〉 調査区東、 18117・18・

19区周辺に、溝64がL字状に聞い、南が帯曲輪と

の落差がある地割内に 3間x3聞の主屋に 2間

(6.0尺等間)x 1間 (4.8尺〉の張り出しが付く南

北棟の建物跡を想定した。柱間寸法は梁間6.0尺等

問、桁行は北から6.4、6.4、6.6尺である。規模は

7.33(張り出し部l.45)x5.46mである。柱穴同士

の新旧関係により、第33・35号建物跡よりも新し

いものと考えられる。

帯曲輪隣接の地割面と掘立柱建物跡

今年度の調査では、帯曲輸 ・通路 ・比高差が大

きい段で画された独立性の強い地業した削平地

(地割〉が二つ検出されている。二っとも建物が

1棟建つほどの広さである。今年度検出した地割

面の中では特徴的である為、仮に北から地割面

A.BとI乎び、地割面の特徴と地割面毎に検出し

た建物跡を報告したい。

地割面A(PL. 8) 調査区南1912・3・7・

8区周辺に位置する。長軸9.6m、短軸5.5m、約

53m'の広さを持ち、帯曲輪との比高差は約 1m、

東を通路跡B、西を通路跡A、南を帯曲輪、北を

比高差の大きな段で画する。通路跡Aを挟んで西

に位置する地割面Bと比べると細長くやや狭い。

地割面内の建物配置が西よりで、地割面北東部が

やや張り出し、僅かながら空閑地が見られるので、

この部分に地割面の出入口があったと考えられ

る。地割面内中央にはL字状の溝70等が地割面を

東西に 2分するように、また横断するようにある。

地割面Bの場合と同様に、この地割面の古形態を

示すものとも考えられる。

地割面内には焼土が 5基検出されているが、未

整理のため焼土個々の性格、建物跡との属性関係

等は不明である。

191 8区からは口縁部の一部のみを欠いた六器

碗が出土した(第59図37・PL. 14)。地割面A内

19117区からは台皿のような銅製品(第59図36・

P L. 14)が出土したが、この碗と組になるもの

ではなかった。

地割面内では少なくても 3期の建物変遷が確認

でき、第38・39・40号建物跡が存在する。

第38号建物跡(第41図):調査区南、地割面A内

191 2・3・7・8区周辺に位置する。 3間x4 



聞の東西棟の建物跡を想定した。柱間寸法は梁間

5.2尺の等問、桁行は東から6.9、6.6、6.6、6.9尺、

その規模は4.74x8.18mである。柱穴同士の新旧

関係により第39・40号建物跡よりも古いものと考

えられる。また、地割面A内には P239・257・

281・302による柱列が想定され、第38号建物跡よ

りも古いものと考えられるが、 P239と240におい

て新旧関係に組踊が見られる。

第39号建物跡(第42図):調査区南、地割面A内

191 2・3・7・8区周辺に位置する。 2間x5 

聞の東西棟の建物跡を想定した。柱間寸法は梁間

6.9尺の等問、桁行は東から4.2、5.3、6.6、6.6、

5.3尺、その規模は4.18X8.49mである。桁行方向

東第 1聞は庇と考えられ、第 2聞にP260による間

仕切りが想定される。桁行側両端の柱間寸法が等

しい形は同じ地割内の第38号建物跡にも見られる

パターンである。柱穴同士の新旧関係により第40

号建物跡よりも古く、第38号建物跡よりも新しい

と考えられる。

第40号建物跡(第43図):調査区南、地割面A内

191 2・3・7・8区周辺に位置する。 2間x4 

聞の東西棟の建物跡を想定した。柱間寸法は梁聞

は北から6.9、7.1尺、桁行は東から6.6、6.6、7.6、

5.6尺、その規模は4.24X8.00mである。 桁方向

西第 l問、 2聞の柱間寸法の和と第3問、 4聞の

和に等しいことから第 1問、 2聞を等間ではなく

変則的に分けたことが考えられる。桁行方向、東

第 2聞にはP250による間仕切りがあり、 2室にな

ると考えられる。東第 3聞にも柱穴が検出された

が、こちらの方は間仕切りと言うよりは床東と考

えるのがよいのかもしれない。柱穴同士の新旧関

係により第39号建物跡よりも新しいと考えられ

る。

38号・39号は主屋両端の柱間寸法が同じであり、

39号と40号は、梁間方向の柱間寸法が桁行方向の

柱間寸法より長いという傾向がある。この地割面

内に想定される建物跡は、あたかも、前代の建物

の特徴の一部を受け継いでいるように見える。今

後、同 じ曲輪内 ・地割内にこのような傾向が認め

られるかどうか注意してみたい。

地割菌B (PL. 9) 調査区南19116・17・21・

22、2011・2区に位置する。東を通路跡A、西

を段(未調査区〉、南を帯曲輪、北を段で画する。

長軸9.6m、短軸7.9m、約73m'の広さを持ち、帯

曲輸との比高差は約0.9mである。2012区にはこ

の地割菌の出入口と思われる緩やかな傾斜を持つ

空閑地があり、帯曲輸と行き来できる。地割商内

中央付近には潜や段が確認され、この地割面の古

い時期の形態の痕跡とも考えられる。

19123区周辺の地割面輸に面する部分で、約 4

m程に亙り 石列を検出した(PL. 9)。地割面の

縁の崩落を防ぐための土止めと思われる。残って

いたのは最下部の一段が殆どであったが、最大三

段まで石を積み上げていることを確認できた。ま

た、痕跡は認められなかったが、それ以上高く石

を積み上げていた可能性もある。

この地割面の南半部、 19117・22区には焼土が

14基集中して検出されたが、未整理のため焼土

個々の性格、建物跡との属性関係などは不明であ

る。

地割面内には 4期の建物変遷が確認でき、第

41・42・43・44号建物跡が存在する。

第41号建物跡(第44図〉 調査区南、地割面B内

191 16・17区周辺に位置する。 2間x3聞の東西

棟の建物跡を想定した。柱間寸法は、梁聞は北か

ら6.6、7.6尺、桁行6.6尺等問、その規模は4.30X

6.00mである。柱穴同士の新日関係により第43号

建物跡よりも古いものと考えられる。

確認は出来なかったが、 P850・851の位置に柱

穴の存在を仮定し、 P854・862の3つの柱穴で柱

列を想定すると、桁行が 4聞になることも考えら

れる。その場合、 P854が第42号建物跡の柱穴との

新旧関係により、第42号建物跡よりも古いと考え

られる。

第42号建物跡(第45図) 調査区南、地割面B内

19116・17・21・22区周辺に位置する。 3間x4 

聞の主屋に 1間 (5.2尺)x 2間(柱間5.5尺等間〉

の張り出しが付く南北(?)棟の建物跡を想定し

た。主屋の柱間寸法は、梁聞は6.6尺等問、桁行は

北から5.5、5.5、5.2、5.2尺である。規模は7.58(張

り出し部1.58) x 6. 50mである。柱穴同士の新旧関

係により、第43号建物跡より古いものと考えられ

る。

第43号建物跡(第46図):調査区南、地割面B内

191 16・17・21・22区周辺に位置する。 3間x4 

聞の東西棟を想定した。柱間寸法は梁間6.5尺等

問、桁行6.4尺等問、その規模は5.91X7. 76mであ

る。梁間南第 l間分にP1785・1786による間仕切
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りがある。 P780、806、850、1786には根石が確認

できた。また、南東隅の柱穴は確認できなかった

が、根石に使われていたと思われる扇平な礁を確

認した。位置関係から区画施設として溝 9が同時

期に存在していたと考えられる。この地割面内に

存在する建物跡では一番新しく、建物の規格・構

造が比較的よくわかる一例である。

第44号建物跡〈第47図):調査区南、地割面B内

南側19117・22区周辺に位置する。 2間X3聞の

東西棟の建物跡を想定した。柱間寸法は梁聞は北

から5.4、8.7尺、桁行7.1尺等問、その規模は4.28X

6.45mである。地割面B内に存在した他の建物跡

との時間的前後関係は不明である。

なお、地割面B内の南半部では塀と思われる東

西方向の柱列 (P188・175・161・150・135) とL

字状の柱列 (P127・128・l42・144・856・855)

も確認した。曲輪内における建物跡との位置関係

から東西方向の柱列は第41号建物跡に、 L字状の

柱列は第44号建物跡に伴う可能性がある。

地割面A.B内で想定される建物跡は、棟方向

が帯曲輪と平行する関係にある。地割面A.Bと

は段で画される勝山館第二平坦中央南西地区(今

年度調査区北地区〉の多くの建物の棟方向とは異

なる。この様な現象は地割面が緑辺部を占める為、

過年度に検出されている地割面の様に南北に長軸

を持てない為に起因すると考えられる。

第45号建物跡(第48図):調査区南1919区周辺

に、帯曲輪を跨ぐようにして位置する。 1間x1 

聞の南北棟(?)の建物跡を想定した。柱間寸法

は梁間8.0尺、桁行10.6尺で桁行方向の寸法が長

い。規模は2.42x 3. 21mである。柱穴の深さは夷

王山方向側では深く、宮ノ沢側では浅い。特にP

227は1.2m以上の深さの柱穴である。溝74の調査

終了後に柱穴の存在を確認したため、溝74使用以

前に存在したと思われる。

建物の性格としては、通路として機能した帯曲

輪上に設けられた門のような建物と推測される。

溝77(竪掘状遺構)(第48図):調査区南、 191

19・20区周辺、通路跡Aの延長上に位置し、宮ノ

沢方向へ急傾斜で落ちる。長さ(検出部分)4.0m、

上場幅約1.7m、下場幅24cm、深さ0.5m以上、高

低差は約2.4m、斜度は約32・である。宮ノ沢側の未

調査区へ延びる可能性もあるため全長は不明であ

る。溝の両脇に柱穴 (P123・125)を検出した。
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溝77によって分断される柵列(溝76?)の端にあ

たるものと考えられる。

他の遺構との時間的前後関係は、溝27掘削以前

に掘削されたと考えられる。

機能としては、後述の通路跡Aの延長上に位置

するため、通路的なもののようにも考えられるが、

傾斜が強く、昇降のための階段などの施設の痕跡

も確認できなかったため、竪堀と推定した。現在

勝山館跡では発掘や踏査により竪堀が 4条(堀切

が竪堀になるものを含めない〉確認されているが、

今回の事例も含めて宮ノ沢側に多く見られる。帯

曲輪とともに勝山館南側の防御施設の一端を窺わ

せるものである。

通路跡A (第48図):調査区南19J 14・15、191

11-13区周辺、溝77北方向延長上に位置する。地

割面Aと地割面Bに挟まれていて、北が高く、南

が低いスロープになっている。幅1.4m、高低差2.9

m、斜度は最も傾斜がある19111区で11・である。

帯曲輪から北に隣接する地割面B、さらに北方向

にある建物群に入るための通路と考えられる。

19117区で、板のような炭化材と、小礁の集中

箇所が見られたが、遺構の性格は不明である (P

L. 10)。

通路跡B(第49図):調査区南、 18123・24、19

1 2・3区周辺に位置する。第38号建物跡等が存

在する地割面Aと第32号建物跡等が存在する地割

面を断ち切るように掘り込まれた大きな溝で、北

が高く、南が低いスロープになっている。長さ8.6

m、幅2.0m、高低差1.6m、斜度は16・である。部

分的に階段のようなものが 4段程認められた。西

側には経8.0-12.0cm程の小柱穴列が列状に十数

個見られる。通路が機能していた後半期に、東側

には第39号建物跡を画する溝64が掘削され、側溝

のようになっている。溝64の覆土からは鉄砲玉(第

59図23、PL. 14)が出土した。

帯曲輪から第32号建物跡等がある地割面、第38

号建物跡等がある地割面Aへの通路と考えられ

る。

平停曲輸(附図):調査区南、 1914・5区から20

1 8区周辺にかけて位置する。昨年度の調査でも

181 5区から1915区にかけて検出されており、

2年間の調査で約44mの長さに亘っていて、さら

に未調査区の西方向へと延びている。幅は約2.0

m、高低差は1914区から2018区までで約2.3
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m、平均斜度は1914区から2018までで 5・であ

る。

宮ノ沢側に 4回、中央通路側に 2回の溝の作り

替えが認められる。宮ノ沢側の溝は館縁辺部を巡

る櫛列の布掘りによる掘り込みの痕跡であり、調

査区内に設定した土層観察セクション等から溝74

→76→73→27の順に、宮ノ沢側から夷王山側へと

新しくなっていくことが確認された。特に溝74に

残る柱穴は経20cm前後、深さ50cm程の大きなもの

である。

調査区境界に設定した土層観察セクション(第

4図H-H')と溝の数から、盛り土による路面の

作りなおしが、少なくとも 4回以上行われていた

ことが窺われるが、路面整地土は6面程に分層さ

れることから、棚列の溝の改修回数よりも多く整

地がなされた可能性も考えられる。整地には緑黄

色の礁粒、炭化物を多量に含んだ黒色土等が使用

され、 1919区周辺では整地土である炭化物中に

炭化米の塊が多く見られた。溝76と同時期と考え

られる路面は、ハードロームを整地土に使用して

し、る。

路面の破壊を避けたため平面プランは確認出来

なかったが、調査区境界H-H'セクションで、ロ

ームプロック混じりの整地層 (III-17)を切る溝

の存在を確認している。昨年度の調査でも帯曲輪

中央部に溝の存在を確認しているが、掘り込み面

が新しいため今年度調査で確認されている潜と直

接関係することは考えがたい。

191 4・9・13区周辺で、塀と考えられる東西

方向の柱列 (P116・118・120・228・225・202)

を検出した。 19118・23区の路面上でも柱穴を数

個検出したが、用途・性格は不明である。さらに

路面上で柱穴が確認される可能性もあったが、路

面を必要以上に破壊することを避けるため、それ

以上の調査は行わなかった。

191 19区で表面がやや扇平な礁を横に並べてい

る箇所が見られた(PL. 10)019123区の石積同

様、土止めの役割をしていたのかもしれない。

図示はしてないが、 19118区P200の付近、炭が

多量に混じる整地層の中から葉のようなものが付

着した銅製品(仏具?)が出土した。遺物の上下

面に2誌が付着していたので、藁で包まれていたの

であろう。整地層を掘り込んだような痕跡は特に

認められなかったため、埋納したものとは断定で

74 

きなし、。

帯曲輸の機能としては、第一・二・三平坦面を

縦断する中央通路に対する東西の副次的通路と考

えられるが、度重なる作りなおしの痕跡から副次

的とはいえ、館内において重要な役割を果たして

いたであろうことは考えられる。特に、確認され

ただけでも 4回の作り替えが認められる棚列は、

館南部の防御に心を砕いていたことを窺わせる。

昨年度の調査で確認された矢倉様建物跡、今年度

の調査で検出された門のような建物(第45号建物

跡〉、竪堀とも考えられる溝77などと結びつき、南

方の防御を堅固に固めていたと考えられる。また、

館主体部において帯曲輸の存在する南部は、段で

画された地割面が存在するなど、大型建物跡・鍛

冶鋳造遺構などが存在する北部と異なる様相が見

られるため、今後、勝山館主体部の全体の構造を

総括的にとらえた視点による帯曲輸の性格の位置

付けが必要である。

(第32号建物跡~帯曲輪 .松田〉

(4) 竪穴建物跡・土嬢

a 竪穴建物跡

第65号竪穴建物跡(第50図): 19]13区に位置す

る、西側に入口をもった 1辺約2.3mの方形の建物

跡である。四隅と東面および西面の中央に計 6本

の柱を立て、その聞には入口部分を除いて浅い溝

が掘られ、壁材を支える柱の跡が並んでいる。西

側中央の壁面には用途不明の小柱穴が 1つ検出し

た。覆土は、投げ込みの土で、殆どがロームを含

んだ賞褐色~褐色土でプロック状に堆積している

が、入口付近の覆土は入口床面の傾斜に並行して

堆積している。南西部分と入口部分の 2箇所から

炭化物が集中して出土した。両者は出土している

層位が違っており、南西部分の炭化物には魚骨が

多く含まれているのに対し、入口部分の炭化物に

は茅材が混ざっていたので別の性格のものであ

る。南西部分は、煮炊きをした場所と考えられる

が、焼土は殆ど検出されなかった。炭化物出土範

囲の中央部にわずかに凹んだ箇所があり、そこだ

け炭化物が希薄である。入口部分の炭化物は、火

災によるものと思われる。炭化物が全面にないこ

とから、部分的に火災が起こり、その後に廃棄さ

れたのではないだろうか。東側には検出された腐

植土も、火災あるいは廃棄された際に柱などの部

材が倒れてそのまま腐ったものであろう。また、
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中央の南北に延びる浅い溝も、根太の可能性もあ

るが、部材が倒れた跡と思われる。この竪穴は第

26号建物跡のP964をはじめ 9伺の柱穴に切られ

ている反面、切っている遺構がない。また、東端

が地割を大きく区画する段の上部とほぼ同じ位置

にあって、地割に制約されないで建てられている

ことから、勝山館が計画的に整地される前の初期

の建物跡ではないかと考えられる。遺物は、陶磁

器では内禿げの青磁皿、染付皿 2点(内 l点は火

熱を受ける〉、瀬戸美濃皿 2点のうち、 l点は端反

り皿で大窯 I期のもの、もう 1点は体部内側にソ

ギがある丸皿が出土した。この丸皿は、 16世紀前

半~中葉のものであるが、出土地点が確認面と同

じ高さなので、この竪穴に伴うものとは考えがた

い。鉄製品は、小札 l点、釘 1点、鍋 4点が出土

した。図に示していないが、中柄の基部と思われ

る骨角器が 1点出土している。その他磨製石斧が

l点出土しているが撹乱の入り込みであろう。

第67号竪穴建物跡 (第50図): 19J23区に位置す

る。東端を溝38・61・66に、中央部を溝52・53・

60によって殆ど壊されている。入口は東あるいは

南側にあったと推測されるが検出できなかった。

柱穴は西側に 3個北東偶に l個検出した。南東側

のP883は掘り方が壁を壊していることから別の

柱穴と思われる。中央部には炭化物が集中した箇

所が検出され、南側半分は灰褐色の土が混ざる。

この竪穴から遺物は出土せず、時期の特定はでき

ないが、立地が第31号建物跡等の地割りと西隣に

ある l段高い地割りとの境にあり地割りとは無関

係に建てられていること、先述の溝 6本等に切ら

れていることから、第65号竪穴建物跡と同様に勝

山館が大規模に整地される前のものであろう。

(第65・67号竪穴建物跡佐藤〉

第69号竪穴建物跡 (第51図): 18K19、20、24、

25区に位置する。西側部分を欠失しているが、約

2.2x2.2m ほどの規模をもっ。張り出し部は南東

を向き、幅72cm、長さ60cmほどで、スロープ状と

なる。深さは約60cmであり、浅く、現代の御代参

道路でかなり削平を受けていると考えられる。第

17号建物跡大型柱穴に切られ、さらに15号建物跡

を構成する柱穴P1898と重複し、さらにこれに切

られている柱穴よりも古いことから15号建物跡以

前の時期のかなり古い時期の竪穴となる。

(斉藤〉
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b 土境

土場20(第52図): 19J14地区に位置し、南北90

cm、東西75cmの南北に細長い楕円形を呈しており、

南側の立ち上がりの中ほどに僅かだが稜を持つ。

堆積は大きく 5つに分けることができる。すなわ

ち、①柔らかい黒褐色土層(イ~ロ〉、②炭化物が

大量に含まれている黒色土層(ニ)、③ローム粒を

やや多く含んだ暗褐色土層(ホ~ト〉、④粘性のあ

る暗褐色土層(チ~ル・ネ〉、そして⑤暗褐~褐色

土層(ヲ~ツ〕である。炭化物を大量に含んだ黒

色土層は土療の中位にU字形に堆積しており、勝

山館跡から検出された土擦の類例として、平成 3

年度調査の土嬢22、平成 5年度の土嫌 3、平成 6

年度の土嬢11が挙げられる。これらの土携は円形

を呈しているのに対し、本土撲は、楕円形を呈し

ている点が異なるが、土層の堆積状況から見ても、

過年度に検出された土壌とは機能並びに用途は同

じものであったと思われる。また、平成 6年度土

嬢11を除いた全ての土撲には小柱穴が付属してい

ると見られ、土境20も図に示したとおり同様に小

柱穴が付属すると見られる。しかし、土療の近く

では確認できなかったが、すぐ北西を潜38が走っ

ていると思われるので図の全ての小柱穴が土撲に

付属するものとは考えられない。

この土墳からは、陶磁器、鉄製品、骨角器、石

が出土した。陶磁器は越前の揺鉢(概報V-III類、

16世紀前半〉と染付皿である。鉄製品は、鍋の破

片 2点が出土した。骨角器はすべて海獣骨製で中

柄あるいは銭と思われるが、体部・基部のみのた

め特定はできない。いずれの骨角器も風化が進ん

でおり、内 1点は火を受けたと思われ一部黒ずん

でいる。これらの遺物の分布は、鍋が③の層から

出土したほかは②の層あるいは①の層から出土し

ており、上記の過年度に検出された土壌も炭化物

層あるいはそれより上位の層から殆どの遺物が出

土している。また②の層の様に炭化物を大量に含

む層があるにもかかわらず、ほとんどの造物に火

熱を受けた様子が認められない点なども上記の土

墳と共通する。

土繍21(第52図): 19J14区、土壌20のすぐ東隣

に位置する。土境20と同じ南北にやや長い楕円形

を皇し北及び東側に僅かに稜を持つがやや浅い。

覆土は黒褐色土層(イ)、炭化物とロームプロック

がやや多めに入る暗褐色土層(ニ・ホ・ト・チ〉、
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表 9 竪穴65セクション 土層表
竪穴 65
SPA.A' 

山 10YR2/3 熱褐 碑粒 ローム粒 ロームプロ， 17 慌 粘性なL ソフト 炭化物
土粒

イ 10YR4/4 褐 碑粒 ローム粒 ロームプロック 暁 粘性なL ソフト やや粗 炭化物徴量
土粒微量

ロ 7.5YR4/6 褐 礁粒ロム栓焼土粒 0%) 粘性あまりなL 宇やハード 炭化物 00%)
ハ 10YR3/3 暗褐賀褐 礁粒少量 ロームフロッタ 〈ロ〉よりややハード 炭化物

-3/4、5/6
ニ 10YR4/4、褐 礁粒ロ ム粒ロ ムプロック焼土 粘性なしややハ ド 炭化物

4/6 粒
ホ IOYR5/6 黄褐 確粒 ロームプロック 粘性あり ややハード 炭化物微量
へ 10YR4/4 褐 礁粒ロ ム粒ロ ムプロック焼土 粘性なし ややソフト 炭化物徴畳

粒少量
ト 10YR3/4、 碕褐褐 礁粒 ロ ム粒 ロームプロック焼土 粘性なL 炭化物

4/4 粒徴量
チ 10YR4/3 にぷい貰褐 礎粒 ローム粒 ロームプロック ハード 炭化物
リ 10YR3/4 賠褐 際粒 ロームプロック 焼土粒 ゃうよりややハード 炭化物
ヌ 10YR3/3、 結褐褐 礁 粒 ロ ム 粒 ロ ム ブ ロ ッ ク 焼

4/4 土粒
ル 10YR3/4、 暗褐褐 礁粒 ローム粒 炭化物

4/4 
ヲ IOYR4/6 褐 礁粒 ローム粒多量 ロームプロッタ 粘性なし 炭化物微量

焼土粒徴量
ワ 10YR4/3 にぶい賀褐 礁粒ロ ム粒ロ ムプロック少量 粘性なし ソフト 炭化物 (30%)
カ 10YR3/4、 踏褐褐 碑粒 ロ ー ム 粒 ロ ー ム ブ ロ ッ ク 粘性なし ソフト 炭化物

4/4 0%)焼土粒 0%)
ヨ 10YR5/8 貰褐 全面ロム礁粒 粘性ありハド 炭化物少量土器
タ 10YR4/6 褐 礁粒 ローム粒やや多し ロームプロ 粘性ゃゃあり ソフト 炭化物少量

ツク焼土粒
ソ 10YR3/4、 陪褐褐 礁粒 ローム粒 ロ ムプロック焼土 粘性なし ソフト 炭化物

4/4 粒
'l I 10YR3/4 寅褐 碑粒 ロ ー ム 粒 ロ ー ム プ ロ ッ ク 粘性なし ソフト 炭化物 (5%)

(3%)焼土粒 0%)
ネ 5YR4/6 赤褐 礁粒 ローム粒 ロームフロック少量 粘性なし ソフト 炭化物 (5%)

焼土粒 (20%)
ナ 10YR4/4褐 (60%)+ 10 碑粒ローム粒ロームプロ冒y ク 粘性なし ソフト 炭化物 (40%)

YR2/1照 (40%) (3粒%)焼土粒少量
ラ 10YR5/4にぶい貰褐 礁 ロームフロック 焼土粒少量 粘性なし ややソフト 炭化物

(60%) + 10YR3/3陪褐
(40%) 

ム 10YR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒火山灰多量 ソフト 炭化物
ウ

キ 10YR5/6貰 褐 (50%)+ 10 礁粒 ロ ムプロック 礁粒焼土粒徴 粘性ありややハ ド 炭化物

YR3/2泉褐 (50褐%) 量
ノ 10YR2/2、黒 陪褐 ローム粒 ロームプロ γ タ 火山灰多 ソフト 炭化物

3/3 量
オ

夕刊YR3/2!照 褐 (80%)+10 ローム粒 ロームプロック (20%) 火 粘性ややあり 炭化物 00%)
YR5/6'11i褐 (20%) 山灰 00%)

ヤ

マ 10YR4/6 褐 礁粒焼土粒全面粘土質 ハード
ケ 10YR4/3 に五九、賞褐褐 礁粒少量 焼土粒 火山灰少量

-4/4 
フ IOYR4/3 にぶい賞褐 礁粒 ローム粒 ロームプロ γ ク火山 ややソフト 炭化物

灰
コ IOYR3/4 暗褐 礁粒ローム焼土粒 やや粘性あり 炭化物
ヱ IOYR6/4 にぶい賞褐 全面火山灰
テ 7.5YR5/8 明褐 全面ロ ム 礁 粒 焼 土 粒 少 量 火 山 粘性あり ややハード 炭化物 (3%)

灰 00%)
7 I 10YR3/1 11.¥褐 粘土質湿気あり
サ 10YR3/2 泉街 礁 粒 火 山 灰 ソフト
キ IOYR4/4、 褐、にふ九、賞羽 全面粘土

4/6 
SPB.B' 

III I IOYR2/3 泉褐 礁粒 ローム粒焼土粒 粘性なし ソフト 炭化物3%
あ IOYR3/4 陪褐 礁 粒 ロ ー ム 粒 ロ ムプロック5% 粘性なL ソフト 炭化物1%

焼土粒少量
L 、 IOYR3/4 褐陪褐 碑硬直粒粒 ローム粒粒 ロームプロック 10% 粘性なし ソフト 炭化物5%
う 10YR4/4 ローム ロームプロック20% 粘性なし ゃ宇ハード 炭化物3%

焼土粒1%火山灰2%
え 10YR3/3 暗褐 礁粒 ローム粒焼土粒 炭化物
お 10YR4/3 にぶい賞褐 ローム粒焼土粒徴量 ややρ 卜 炭化物
か 10YR5/6 黄褐 礁粒 ローム粒 ロームプロック 10% 粘性なしややハ ド 炭化物1%

焼土粒微量
き IOYR5/6 賞褐 礁粒 ローム粒 ロームプロック30% 粘性あり やや，、 ド 炭化物10% ゃうと同一層

焼土粒
< I 10YR5/6 策褐 全面ロ ム撲粒焼土粒徴Jil: 粘性ややあり ややハード 炭化物少量
け 10YR4/4、褐 礁粒 ローム粒 ロームプロック焼土 粘性宇ゃあり ややハ ド 炭化物

4/6 粒火山灰
こ 10YR3/4 陪褐 礁粒 ローム粒焼土粒徴盆 炭化物
さ 10YR4/3、 にふ:ぃ賀補輯 礁粒少量 ローム粒 ロームプロック 粘土質 炭化物

4/4 焼土位火山灰
し IOYR5/8 黄褐 全面ロ ム礁粒焼土粒少量 粘性なしハード 炭化物2%
す IOYR3/3、 暗褐 礁粒 ローム粒 ロームプロック焼土 粘性なL 炭化物2% <ト〉と同一層

3/4 粒徴金
せ IOYR5/8 賞褐 全面ローム 礁粒(くさ〉より少なし、) 粘性ややあり ハ ド 炭化物1%

焼土粒徴量
そ 10YR5/4 にふ九、賞褐 礁粒ロム粒ロムプロ γ ク5% 粘性なしハド 炭化物1%

焼土粒
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炭化物5%

炭化物1%

炭化物少量
炭化物3% 土器

炭化物5%

ハ

h
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あ

L
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な
少
ド
や

性
粒
一
性

粘
礁
ハ
粘

炭化物少量
焼 土 粒 微 量 ハ ー ド 密

炭化物 〈ヌ〉と同一層

炭化物

炭化物少量

粘土質宇宇密
〈ふ〉よりソフト

表10 18 K 24. 25.竪穴69東西北壁セクション土層
竪穴あ IOYR3/4 暗裕 ロ ム位1% 火山灰微量 砂質やや密や宇ソフト C15% 焼土粒微量

し、 10YR4/4 褐 ローム位10% 小磯位多量 砂質密ハード Cプロフタ 1%
う IOYR4/4 褐 ローム粒10% 小磯粒多量 砂質やや密や宇，、ード C粒少量
え lOYR3/3 陪褐 ローム粒50%以上礁粒多量 砂質やや 密 ハ ド Cプロック 30% 焼土粒1%
お IOYR3/4 暗褐 ロ ム粒5% 砂質や宇粗ややソフト Cプロック 7% 焼土粒徴量
治、 IOYR3/4 暗褐 ローム粒1% 火山灰10% 砂質やや密や宇ソフト Cプロ ック 30%
き IOYR5/4 にふ九、賞褐 火山灰50%以上小磯粒徴量 砂質やや密ややソフト Cプロック 10%
< I 10YR4/3 にぶい賀補 ローム粒微量小礁粒徴量 やや密ややハード 粘性やや有
け IOYR4/4 褐 ローム粒2% 砂費や や密ややハード C粒1% 粘性宇宇有
こ IOYR3/4 嫡褐 ローム位徴量 砂質 しまり有り ハード まじり少 C位微量

ない

さ IOYR4/4 褐 ローム位徴量 砂質やや粗 ソフト まじり少ない C数徴量
し IOYR4/4 褐 火山灰40% 砂質 Lまり有り ややハードまじり

少ない
す IOYR3/4 暗褐 火山灰微量 砂質宇宇粗ややソフトまじり少な C粒1%

し、

せ 10YR4/4 褐 ローム粒10% 火山灰1% 砂質管ややハード C位徴量焼土粒微量
そ IOYR3/3 暗禍 小礁粒微量 砂質やや密ソフト C粒20%
た 10YR4/3 にふ;，、黄褐 ローム粒30% 小磯粒微量 砂質密ややハード Cプロック 10%
ち 10YR4/4 褐 ローム粒徴量 砂質密ハード C粒40% 焼土粒微量
つ IOYR3/2 無褐 ローム位微量 砂質密ややソフト C粒10% 焼土粒1%
て 10YR3/4 暗褐 ローム粒30% 砂質密ハード C粒5%
と IOYR3/3 暗禍 ローム粒2% 10YR1.7 /1黒色土15% やや密平やソフト 焼土粒少量
な 10YR3/4 暗褐 ローム粒20% 砂質ややソフト C粒5% 粘性や宇有焼土粒276
に 10YR3/4 暗褐 10YR2/2黒褐色土50%混小礁粒少 砂質宇宇粗ソフト

量
ぬ 10YR3/4 暗褐 ローム粒少量 粘土質管 や や ハ ー ド C粒1%
ね 10YR3/3 暗褐 ローム粒少量 やや密 ソフト C粒微量粘性有
の 10YR3/4 暗褐 ローム位1% 小礁粒多量 粗ソフト 粘性やや有
は IOYR3/4 暗褐 ロ ム粒30% 粘土質 密ややハート C粒10%
ひ 10YR4/3 にふ九、賞褐 ローム位30% 礁粒多量 やや粗ソフト C粒微量平干粘性有
ふ 10YR3/4 陪褐 ロームプロ γ タ40% 小礁粒徴量 やや密ややソフト C粒徴量粘性宇宇高
へ 10YR3/4 陪禍 ローム粒10% 密ややハード C粒微量混焼土粒2% 粘性やや高
6ま 10YR3/4 時褐 ローム位15% 砂質やや密ややソフト C粒プロック 10% 焼土粒1%
ま 10YR3/4 結褐 ローム位徴量 砂 費 やや粗 ソフト混り少い C粒20%
み 10YRl.7/1 議 ローム粒1% 砂質やや密ソフト C粒50%以上
む 10YR3/3 踏褐 ローム粒40% 密ハード C粒10% 焼土粒少量
め 10YR3/3 時褐 ローム位50% 小礁粒多量 やや密ややハード
も 10YR2/3 然褐 ローム粒25% 火山灰1% 砂質やや密ソフト C粒5%
a I 10YR4/3 にA入、賞褐 礁栓10% 砂質やや密ややソフト C粒1% 焼土粒徴量
b 110YR4/3 にぷい賞褐 砂質宇宇密やや，、ード混り少い C粒微量
c I 10YR3/4 時褐 ローム粒少量礁粒少量 砂?空密 ，、ード混り少い
イ 10YR3/4 婚褐 礁粒火山灰少量 砂質密ややソフト C粒少量焼土粒少量
ロ 10YR4/4 裕 火山灰少量 砂質 しまり有り ややソフト C少量
ハ IOYR4/3 にふ;し、賞褐 礁粒少量 砂質密ややソフト C粒徴最焼土粒微量
ニ 10YR3/4 陪褐 ローム粒2% 礁粒少量 砂 質 やや密ややハード C境1% 焼土粒微量
ホ 10YR3/4 陪褐 火山灰微量 砂質 Lまり有り ソフト C粒微量焼土粒3%
へ 10YR3/4 時褐 ローム粒10% 砂質 しまり有り ややソフト CI0% 
ト 10YR3/4 時褐 ロ ム数徴量 砂質 しまりやや有り ややソフト 焼土粒微量
チ IOYR3/4 陪褐 砂質密やや，、ード C粒1%
リ 10YR4/3 にふ;し、賞褐 ローム粒徴量 砂質 しまり有り ややソフト C位5% C塊10% 焼土粒微量
ヌ 10YR3/3 に.0;，、黄褐 火山灰微量 砂質携ややハード C粒10% 焼土粒微量
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第51図 第69号竪穴遺構平面図他

しまりのない黒色 ・黒褐色土層 (ヌ・ノレ ・ワ・カ・

タ〉、最初に堆積したと考えられるロームプロック

が入った黒褐色土層 (ロ・ハ・へ ・リ・ヲ・ヨ ・

レ・ソ・ツ)の 4つに大別することができる。全

体的に炭化物が混じった余りしまりのない土で、

暗褐色土層に炭化物が特に多く含まれるが、土演

20のように層全体に入るほどではない。周囲には

小柱穴が検出され、この土療に付属するものと考

えられる。土嬢 20に比べやや浅く、覆土の堆積状

況も若干異なるが、形状、中位に炭化物が含まれ

る層がある点、周囲に小柱穴を伴う点から、土境

20と同じ性格を持っと考えられる。新旧関係では

溝37およびP943を切っていることから、第29号建

物跡より新しい。土壌から遺物は出土しなかった。

土場22(第52図): 19]14・19区に位置し、東西

が長径の楕円形を呈した深さ17cm程の浅い土撲で

ある。覆土はややしまった暗褐色土で、焼土粒と

炭化物を少量含む。 P917とP918に切られ、その一

方でP920を切っていることから、この土墳は、第

30・31号建物跡より古く、第29号建物跡より新し

い。遺物は 3点の石の他は出土しなかった。
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土繍23(第53図):土壌22のすぐ西側、 19]19区

に位置する。形状は土境22と同様長径が東西の楕

円形を呈しており、深さも最深部で15cmと浅く、

東側の立ち上がりがはっきりしない。覆土は全体

的に焼土粒・炭化物を少量含むややしま った暗褐

色~にぶい褐色土であまり差はない。造物は覆土

中の石以外は出土せず、用途等は不明であるが、

大きさ及び形状が土壊 22と似ているので同じ用

途で作られたものと考えられる。この土壌は、

P914とP915に切られていることから、第30・31号

建物跡より古いが、第29号建物跡との関係はわか

らない。またこの西側にある土嫌33は、東西にや

や長い隅丸方形の浅い土壌であり、土境23より古

い。 (土壌20-23:佐藤〉

土墳40(第55図):調査区南西端19J 11区26-28

号建物跡を区画する地割端部で検出された。規模

は東西68cm、南北は現代のイモ穴により切られて

おり明確でないが、約64cm程、深さ12cm程の小型で

浅い土撲であり、覆土内から骨角器が検出された。

土層の堆積では覆土の状態は全体に柔らかい。上

部は灰褐~暗褐の土が入るが、中間部分ではIVa
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表11 土繍20. 21. 22. 23土層観察表
土嫌20

イ IOYR3/2 黒褐 砂利少量焼土粒微量火山灰叡量 ややソフト 炭化物少量
ロ IOYR3/2 黒褐 ローム粒焼土粒微量火山灰徴量 〈イ〉よりソフト 炭化物徴量
ハ IOYR3/3 暗褐 ローム粒火山灰 〈ロ〉よりややしまりあり 炭化物
ニ IOYR2/1、 黒黒褐 ロ ム粒火山灰微量 炭化物多量

2/2 
ホ IOYR2/2、 黒褐 焼土粒 炭化物

2/3 
へ IOYR3/2 黒褐 ロームフロック 炭化物
卜 IOYR2/3 黒褐 ローム粒 ソフト 粗 炭化物少量
チ IOYR3/4 暗褐 ロ ム粒 粘性ありやぞハ ド 炭化物
リ IOYR3/4 時褐 ローム粒少量 〈チ〉よりソフト 炭化物
ヌ IOYR4/3 にぶい賞褐 ローム粒 粘性な L 粗 γフト
Jレ IOYR4/3 にふ:，、賞褐 ロ ム粒少量焼土粒微量火山灰少 ややソフト

量
ヲ IOYR3/4 陪褐 ローム粒 ややρ ード 炭化物少量
ワ IOYR3/3 暗褐 ソフト 炭化物微量
カ IOYR4/2 灰賞褐 火山灰多量 粘性なし粗ソフト 炭化物少量
ヨ IOYR3/3 暗褐 〈カ〉より宇宇密
タ IOYR4/3 にぷい貰褐 ロ ム粒 炭化物微量
レ IOYR4/3 にぷい賞褐 ローム位焼土粒徴量 ソフト 炭化物徴量
ソ IOYR4/3 にぶい賞褐 焼土栓徴量 炭化物少量
'y I IOYR4/4 褐 ローム粒多量 粘土質 炭化物徴量
ネ IOYR3/3 暗褐~褐 ローム魁多量 粘土質 炭化物微量

-4/4 
土境21

イ IOYR2/2 黒褐 礁粒少量 ローム粒 ソフト

ロ IOYR3/3 賠褐 礁粒 ローム位 砂利少量粘性なしゃ宇粗
ハ IOYR2/3 黒褐 礁粒少量 ローム粒 やや密 炭化物
ニユ IOYR212 iI.¥褐 ローム粒 ソフト 炭化物
ホ IOYR3/3 暗褐 礁粒 ロ ム粒 ロームプロック焼土 炭化物

粒
へ IOYR2/3 黒褐 礁粒少量 ローム粒 〈チ〉よりややハード 炭化物

ト 10YRR22//32 県褐 ローム粒 ソフト 炭化物
チ IOY 泉褐 ローム粒微量 ソフト

リ IOYR2/2 黒褐 礁粒 ローム粒 ややしまりあり
ヌ IOYR2/3 E県褐 ローム粒徴量焼土粒少量
Jレ IOYR2/2 県褐 ローム粒微量 しまりなし粗 ソフト
ヲ IOYR2/2 ょ!¥褐 機粒少量 ローム粒少量 密
ワ IOYR2/3 iI.¥褐 礁粒少量 ローム粒 ソフト

カ IOYR3/3 陪褐 ローム位 ロームプロァタ 〈ワ〉よりハード
ヨ IOYR2/2 無褐 機粒少量 ローム粒火山灰少量 〈ヲ〉よりややソフト 炭化物
タ IOYR2/1 iI.¥ ローム君主少量 焼土粒 ソフト 炭化物
νIOYR4/4 褐 全面ローム礁粒
ソ IOYR3/3 踏褐 機粒 粘性なし やや粗 炭化物
ツ IOYR3/2 黒褐 礁粒 ローム粒火山灰少量 Lまりややあり 炭化物

土壌22
イ IOYR3/3 暗褐 礁粒少量
ロ IORY3/4 暗褐 際粒 ローム粒焼土粒 炭化物
ハ IOYR3/4、 暗褐、褐 礁粒 ローム粒焼土粒 ややJ、ード

4/4 
ニ IOYR3/3 暗褐 礁粒 ローム位
ホ IOYR3/4 暗褐 ロームプロック 焼土粒 ハード

P918 
あ IOYR5/8 賀補 ローム 基盤粒火山灰 保水性あまりな L ハード
い IOYR3/4 賠褐 基 盤 粒 礁 砂 保水性ゃゃあり ややハード
う IOYR3/3 暗褐 焼土火山灰礁粒 保水性あり ややハード
え IOYR3/3 賠褐 機砂少量 保水性あり ややソフト
お IOYR3/3 確褐 礎粒 ローム位砂利少量 炭化物
か IOYR3/3 結i褐 "粒 ロームプロフタ 焼土粒 くう〉よりややハード
き IOYR3/3 踏褐 模粒 ローム粒焼土粒
< I IOYR3/3 路i褐 礎粒 ローム位競土粒 炭化物
け IOYR3/2 県褐 棟粒ロム粒焼土粒 くこ〉よりハード 炭化物
こ IOYR3/2 黒褐 礁粒 ローム粒焼土粒 炭化物
さ IOYR3/2、 占島褐、暗褐 碑粒 ローム粒 ロームプロ，" 焼土粒 炭化物

3/3 
土里町23

111 IIOYR3/3 暗褐 ローム魁焼土粒 炭化物
イ IOYR3/4 踏褐 ローム粒焼土粒 炭化物
ロ IOYR3/4 暗褐 礎粒ローム粒焼土粒火山灰 炭化物

IOYR3/3 路i褐 ローム位焼土位 〈イ〉よりややソフト 炭化物
ユ IOYR3/4 暗褐 ローム粒焼土粒火山灰 炭化物
ホ IOYR3/3 暗褐 ローム粒焼土粒 ややJ、ード 炭化物
へ IOYR3/3 踏褐 礁粒 ローム粒焼土粒 炭化物
ト IOYR3/4 賠褐 礁粒 ローム粒焼土粒 炭化物
チ IOYR4/3 にぶい賀補 礁粒ロム粒 炭化物
リ IOYR3/4 時褐 礁粒 ローム粒焼土粒 〈チ〉より粘性なく粗 炭化物
ヌ IOYR4/3 にふ;し、貰褐 礁粒ロ ム 粒 焼 土 粒 火 山 灰 少 量
ル IOYR4/3 にぶい賞褐 礁粒 ローム粒焼土粒 やや粘土質 炭化物
ヲ IOYR4/4 褐 喋粒ロム粒 粘性なし粗ソフト 炭化物

土境33
a I IOYR3/4 暗褐 礁粒ロム粒焼土粒 炭化物
b I IOYR5/4 にふ九、貰褐 礁粒

P915 
あ IOYR4/3 にぶし、賞褐 礁粒 ローム粒 くさ〉よりハード 炭化物
い IOYR4/3 にふ;し、賀補 礁ロム粒 くあ〉よりハード 炭化物
う IOYR3/4 暗褐 礁 ソフト 炭化物
え IOYR3/3 暗褐 事聖礁粒 ローム粒焼土粒 ややハード 炭化物土器
お IOYR3/2 黒褐 機粒 ソフト 炭化物
か IOYR3/3 暗褐 礁粒ロム粒 〈え〉よりハード 炭化物
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き IOYR4/3 にふ;，、賞褐 喋粒ロム粒 ，、ード 炭化物
< I IOYR3/3 陪褐 礎控 ローム粒焼土粒 〈え〉 ・くか〉よりソフト 炭化物
け IOYR3/3 暗褐 礁礁粒ローム粒焼土粒 炭化物
こ IOYR3/4 暗褐 礁粒 ローム粒 粘性宇宇あり ソフト 炭化物
さ IOYR3/3 暗褐 様粒 ローム粒火山灰 炭化物
L I IOYR3/4 時褐 礁 礁粒 ソフト

す IOYR3/3 暗褐 礁粒 ローム粒火山灰多量 くし〉よりソフト 炭化物
へ 7.5YR5/6 明褐 全面ローム礁粒 粘性あり ハード 炭化物3%
ほ IOYR3/4 暗褐 礁粒 ローム魁 ロームプロック3% 粘性あり ソフト 炭化物5%

火山灰1%
ま IOYR5/8 糞褐 全面ロ ーム礎粒 粘性なしハード 炭化物少量
み IOYR4/4 褐 礁粒 ローム粒火山灰少量 粘性ややあり ややソフト 炭化物少量

む IOYR5/6 貰褐 礁粒 ロ ム粒 ロームプロック焼土 粘性ややあり ややハ ード 炭化物少量
粒少量

め IOYR5/6 葉縄 礁粒 ローム粒 ロームプロ ック焼土 粘性ゃゃあり ややハード 炭化物
粒火山灰

も IOYR3/4 踏褐 礁粒 ローム栓火山灰 粘性宇ゃあり ソフト 炭化物3%
や IOYR5/8 賞褐 全面ローム礁粒焼土魁徴量 粘性ゃゃあり ハード 炭化物1%
ゆ IOYR4/4 褐 礁粒 ローム粒 ロームプロック 10% 粘性宇ゃあり ややソフト 炭化物5%
よ IOYR4/3 踏縄 礁粒 ローム粒火山灰3% 粘性あり ややソフト 炭化物5%
ら IOYR5/8 賞褐 全面ローム礁粒 粘性あり ハード 炭化物少量土器 〈ョ〉と同一層
り IOYR4/3 にふ・ぃ賞褐 礁粒少量 ロームブロ γ タ 〈ひ ・ふ〉よりローム多量

る IOYR5/4 にふ・い賞褐 礁粒 全面粘土質ハド密 炭化物

れ IOYR3/3 暗褐 ローム粒徴量 ソフト粗 炭化物微量
ろ IOYR3/3 暗褐 礁粒ローム位焼土粒火山灰 炭化物
わ IOYR4/3 にふ;ぃ賞褐 ローム位焼土栓火山灰少量 ややソフト 炭化物
を 7.5YR5/8 明褐 全面ローム礁粒焼土粒少量火山 f占性あり や宇ハード 炭化物3% <テ〉と同一層

灰10%
P964 a IOYR5/4 にふ・い賞褐 様 粒 ロ ム 位 ロ ム プ ロ ッ ク 焼 粘性なし 炭化物

土粒少量
b IIOYR5/4 にふ'い賞褐 傑粒 ローム粒 ロームプロック焼 ハード 炭化物土器

土粒
c I IOYR5/4 にぶい貰褐 睡粒 ローム粒 ロームプロ ，? 慌 粘性なし ハード 炭化物

土粒
d 17.5YR5/6、明褐、褐 礁粒 ローム位 ロームプロッタ焼 粘性なL 炭化物

IOYR4/6 土粒
e IIOYR4/6 褐 碑粒 ローム粒 ロームプロ 'i'!J 粘性なL ややハード 炭化物1%
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(斉藤〉

第17号建物跡(第56図〕・ 18K24、25、19K4、

5に位置する。梁問、桁行とも 1間で 8尺等間であ

る。柱根は32-34c mの角柱、掘り形の規模は大

きさ70-74cm、P1851とP1852は深さ40cm、P1850

とP1853はそれぞれ60cmの大型柱穴である。 P

1850とP1852には柱根残存部が検出された。溝26

より西側へは出ず、 14-17号がある地割内の西端

部にある。第14号建物跡および第15号建物跡に建

物空間が重複していること、さらにこれらの建物

跡を構成する柱穴を切っていることからより新し

い時期の構造物ということになる。これは平成 5

年度検出された大型柱穴と類似するが、掘り方が

浅い。やはり門あるいは櫓のような構造物かと思

われるが、門だとしても対応する建物跡がこの地

割面では16号建物跡のみとなるが、軸線等が揃わ

ず、また17号建物跡との距離があり、この建物跡

に対応するとは言いがたい。やはり単独の構造物

の可能性が考えられる。(斉藤〉
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層をベースとした黒色土が主体をなす。下部にい

くに従いIVb層やソフトロームプロックがまじる

ようになる。全体として埋め戻したような状態で

はない。この土壌内から23点の骨角器が検出され

た。(第54図 1-12)遺物の分布状態は平面的には

土境内南西側イモ穴と切り合う箇所に集中的に分

布する一群と土境内北東端の壁面焼土付近に散逸

した状態の一群とに大きく分かれる。尚この土墳

と重複するイモ穴にも 1点検出された。レベノレ的

には前者の一群は土壌内覆土下部一床面近くに分

布する。後者は覆土上面に分布する。 1、2、 3

は簸である。 lは多数の横の亀裂あり。陸獣骨製

か。 2も胴部に多数の横の亀裂あり。海獣骨製か。

3は胴部上側には下からの削り込みにより小さな

逆刺を作りだしている。先端部が使用のため摩滅

し、丸みを帯びている。 4は図示されていないが、

下部に 4面の面取りが施されている。先端がやや

偏平であるが、きわめて細身に作られており、ヤ

スと考えられる。 5は胴部が断面三角形を呈し、

一方の面に 1条の稜線を持つ、全体に極めて筆著

に作られている。先端部は4と同様に尖る。 6は

全体が5よりもやや太めであるが下部には削り出

しによる加工があり、先端部は上下、左右 4方向

を平らに加工し、方形の断面を作りだしている。

胴部断面は円形を呈する。先端部が極めて細く尖

っていることからヤスと考えられる。 海獣骨製。

7も6と同様下部に削り出しが入札先端部も上

下、左右 4方向を平に加工し、方形の断面を作り

だしている。胴部断面はかまぼこ状となる。やは

り先端部が細く尖っていることからヤスと考えら

れる。海獣骨製か。 8は先端部に数状の削り出し

を行ない、かまぼこ状の断面形を作出している。

先端部を欠損しているため明確でないが、中柄の

可能性がある。陸獣骨製。 9は胴部全体が丸みを

帯びており、先端部は一方に面をつくり断面形を

かまぼこ状としている、ほぼ完形である。中柄と

考えられる。海獣骨製。 10は胴部断面形は円形で

あるが、上部~先端付近は一面を平坦にっくりだ

し断面形をかまぼこ状としている。。中柄である。

海獣骨製。 11は胴部断面が円形、図では下部が先

端部分となる。先端部付近は細かな削り出しが見

られず、断面形が円形となる。中柄と思われる。

海獣骨製。 12は胴部断面がかまぼこ状となる。胴

部中央部分しかないが中柄と思われる。海獣骨製。
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(5) 出土遺物の概要

陶磁器 (第57・58・60図): 1・2は直口縁の青

磁碗、 3は青磁の輪花皿である。 4は白磁の端反

皿。 5は外側体部と見込に焚字文が入る染付碗。

6 -12は染付皿で、この内 6は獅子皿、 7 -10は

碁筒底の皿で見込みの文字はすべて「寿」と思わ

れる。 12は青磁染付である。 13は鉄紬の肩衝茶入

で、胎土が鰍密なため中国製と思われる(以上第

57図)01 -8は瀬戸美濃の灰軸皿で、 1-3は端

反皿で大窯 I期、 4・5は丸皿、 7・8は折縁皿

で8の内側はソギが入る。 9は瀬戸美濃の鉄勅碗

(いわゆる天目茶碗〉である。 10-12は瀬戸美濃

鉄粕皿。 13は志野丸皿。 14は土器の碗で内・外面

⑧ 、〈
仏
凶

SPA 

d r l 

耕 一一一

J 
〈
且
凶

SPA 、
95.800m 

に漆が塗られている。勝山館では補修に漆を使っ

た例はあるがこのような例は初めてである (以上

第60図)01 -8は越前播鉢で、この内 1-4が概

報V-III類、 5-8は概報V-II類のものである。

9は珠洲の宿鉢である(第58図〉。

鉄製品・その他(第58・59図): 1は鎧の脇板の

一部である。 2は平小札。 3は火打金。4f主欽。

5・6は茶釜の蓋、 7は茶釜である。 8・9は籍

である。 10は鈎である。 11は断面が方形の鉄製品

であるが用途は不明である。 12は芋引金である。

13-18は釘、 19は録、 20は聖である。 21・22は用

途不明。 23は鉄砲玉。 24・25は鉄浮。 26-29は陶

錘。 30は石の中央に穴を穿ったもので、用途は不

19J6119J7 
19J11 119J12 

E
O
O∞
山
田

、〈
仏
凶

SPA' 

E 
~O 

215 
m 

SPA' 

乙J/
o 20crn 

第55図土墳40平面図他

87 



P1851 

ヵ二容¥μー
し;三J間ナ

。
仏
凶

EPA' 

18K19118K20 

竪穴69

O 

O 

p 

.'0
0 

t 

bO 

tbbo J 
ρ 
I (0)_ 。
I 0 -ooQ~ 

，uJ 
，~O 
6 0 

8 

EPA 

ERB 

P1850 
EPA' EPA 

95.000m 

糟26

2m 

EPC' 

95.000m 

O 

でこ こ こ こ こ ? 一

竪穴69

EPC 

ー一ー一ー「

第17号建物跡想定図第56図

88 



込b~ ~二昌一

、
und

 
o 5cm -

89 



調書鼻拙竪竺叫昔
時帰句時、』ι九 一月号

第58因 調査区出土遺物(陶磁器他〉

90 

駐軍制

Cコl

。 5cm
-ー画面置畠.......... 

11 



li 1// ¥ 1 Y 、 l

\(~寸Cコ

ミヲピベ~6
7OOL」二J

川-Hnn~ ~ ~I口t2

0何11!!iiJリ2C己bih
O J七二二平Jfflqi341351 

11;。司 O

一
一

。-E
…

⑥!日
2

⑨

-O幻

ψ
相
川
ぉ

(( 0 )) 

9 占ち⑫o

rA 00 

o 5cm 

91 



明である。 31は奔、 32は小柄、 33・34は鎚、 35は

鍔でいずれも銅製である。 36は六器碗、 37は六器

台である。 38は円錐形の銅製品で用途は不明。 39

は蓬莱文鏡で鏡面から 2つの穴が穿孔されてお

り、その部分には扶りがある。 40は返角と思われ

る。 41はガラス製の玉。 42・43は球状の土製品で

2 

用途は不明である。 44は擦文土器の底部を加工し

て別の用途に使ったものと考えられるが、不明で

ある。 45は石製の駒かと思われる。 46は石製の黒

の碁石である〈以上第59図〉。第58図の10・11は柱

痕跡に残っていた柱材である。(佐藤〉

モヨ三ヨ。

ミ三ゴ孟Y

L 、~=~ F 13 
言=~烹

第60図調査区出土遺物 (陶磁器〕
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表12 18K24大型柱穴南北西壁セクション
柱痕イ IOYR4/4 褐 砂まじり少ない やや密 C 小礎位徴量

ロ IOYR4/4 褐 砂まじり少ない 宇や密 C粒5% 小礁粒30%
ハ IOYR3/4 賠褐 砂 まじり少ない やや粗粘性宇宇あり や平ソフト C位 小 礁 粒 ローム粒徴量
ニ IOYR4/4 褐 砂まじり少ない やや密 白色礁粒25% C微量
ホ IOYR3/4 時褐 砂まじり少ない やや粗 礁粒少量 C徴量
へ IOYR4/4 褐 砂 やや密粘性宇宇あり 小磯白色礁少量
ト IOYR4/3 にぷい賞褐 ローム 密粘性 強 砂徴畳
チ IOYR4/3 にふ;ぃ糞褐 ローム 密
り IOYR4/3 にふ・ぃ'p<褐 砂まじり少ない やや密 小礁粒多量
ヌ IOYR3/4 陪褐 '/1レト 密 ローム粒20% 小礁砂少量

掘り方 IOYR4/4 褐 砂 密 ロ ム粒50% 白色礁1% C少量
ノレ

ヲ IOYR3/4 暗褐 ローム まじり少ない 密 白色礁位少量
ワ IOYR5/4 に~，、賞褐 砂 まじり少ない 密 礁小磯多量
カ IOYR4/4 褐 砂 密 ローム粒50% 白色楼多量 火山灰徴

量C粒少量
ヨ IOYR3/4 陪褐 砂 密粘性宇ゃあり ロ ム粒15% C粒5% 火山灰少量

表13 出土遺物観察表 (陶磁器〉
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表14 出土遺物観要:表 (鉄j製品他)
種E|器種 h.. 厚闘 長醐 重量 g 特 世 帽号 出:土 理点 間取番号

48) (91: 26 脇唱 19111111 第四図 l
19 2 70 斗"J、存L 118 第59国一2

火 I企 阪大n(2j 45 (55) 16 紐 一端だけかえ ，h'残る 19K 第59図-3
刃長64.a 19 5111 

ヨ際経盃 64 トロ かえりが付 属食が著 191 第59図-5

" "" 19114111 第59図ー6
茶釜 5 125.6 19118 第四図 1

錨 (11) 基部端矢損 ミ19ゾ11796 第59図・8

N 5 5 (56 N 19J13111 郷59図-9

不明 7 7 (67) 6.9 断面方形籍かっ S191ゾ2715 第59図ー10

動 10 10 (86) 35 断面方形 19K5 節目困

苧引金 19 18.5 ほぼ:完形 19K5P50 第59国一

釘 5 5 【85; 14.0 7111 第59図・

釘 (80) ミ19ゾ11238 第59図 14

釘 9 (80; 36.4 " " 1918 I第59図・5

'1ワ 11 6 (59) 11.8 頭部、先端部主損 ミ19ゾ11238 第四国一16

釘 3 5 (55; 5.5 折釘先端部欠損 19111構9 第59図ーl

釘 5 、32; 1916111 第59図 j

鑓 13 36 5 両端の尖る細長し 「り曲げた形態、 一端文損 集1石91遺17構 |附図ー19

輩 18 (68; 35 19111111 |第四国-20
有ミ切i 26 5 (56; 16.5 1915P152 IlI!59図ー;

" 21 5 (28; 10.0 181; IlI!59困 22

鉄砲玉 8.6 18ゾ12634 |第5冊 23

聾事雪
最揮 78 36 84 。 19J1211 IlI!59周一24

N 69 19 400.0 h土

|閣目閣郷前II55悶珂図悶図随-一-ー2222 6 5 7 8 
陶僅 (38.5) 80 18K 

N 43 62 90.0 191 
N 34 34 50 59 h " " 19 
N 38 35 '5.5 N"  " 9埋土 |書159図-29

有孔石製品 23.5 20 9.0 iと，τ使mしたものか。 19 13111 |第四国 30

11' 11 2 (20) 16.I 平形拝、胴部には九に世ノ木状の組事t艇が2個 糟191l6 l |第四図 31

小柄 刀身の草を嗣{合金。〉で包む!地駈に吋t 晶 i ，り 1139319 4 IlI!59悶 32

鮪 17 2 26 8.0 銅製 1P911 318 3 IlI!澗 33

N 19 31 5.6 N 118115 IlI!59図-34
釘 30 3 55 32 

楕胴量円錐部削円炊形のは丸でたで切め中〈外が口り軽縁空出洞にがしむ溶がにあけけな折てるっ、中れて縁曲いるやはがるやかるAにP撮聞りく 上がっている

1919111 |節目図-35
プミ密 I径84 底怪44 器商・ 5 93 1918111 |節目凶 36

六時台 底琵40 器商l 42 191 7111 111159園 -37

不明銅製品 44 181225 1 |第淵剖

観 径114 220.0 蓮翼鏡 中韓単聞、直f1l式中輯 1191 591l!1-39 
不明銅製品 2.5 鞘に装着するかえ ~iJ'? 2111 59121-40 

玉 径9 0.6 ガラス製y にA九、背緑、孔径6.. 19 591l!1-4 
理担土聖品 径9 。 591l!1-4: 

N 径27 3 大きさ 1-3目、深さ2-6闘の穴が4 十られる 1919 591l!1-43 
内複状土製品 底径46 高さ16 D aる操文土器を利用1 底部から15..のと るを←「寧に磨る 排土 591l!1-4' 

駒状石製品 径19 5.5 3.2 高車とも歯車瓜あり 18161 11 IlI!59図 45

碁石 径12 5 6 1916 |第59悶-46
住 (30) 杭状か・ I 19116Pl IlI!諸国一10

か 151 125 (217) fl.柱材 19J柱I穴P2内3'J' 11158図ー11
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表15 掘立柱建物一覧表

号数 図版番号 発掘区 建物軸方向 (棟方向〉 梁間 桁行 新旧関係

l 第6図 18K5 N-36" -W (南北〉 3 6 2号より旧

2 第7図 18J6 N-3T -W (南北〉 2 5 3号より旧

3 第8図 18J6 N却 "-W (南北〉 2 5 3号より新

4 第9図 18J9 N-35" -W (南北) 3 4 6号より旧

5 第10図 18J9 N-33" -W (南北〉 3 5 7号より旧

6 第11図 18J9 N-31・ W (南北〉 3 6 4号より新

7 第12図 18J9 N-34" -W (南北) 3 4 5・6号より新

8 第l3図 18J11 N-38・-W(南北〉 3 4 11号より旧

9 第14図 18]11 N・40.5" -W (南北〉 2 4 10号より旧

10 第15図 18]11 N・39'-W (南北〉 3 3 9号より新、 12号より旧

11 第16図 18]11 N-4r -W (南北) 3 6 8号より新、 12号より旧

12 第17図 18]11 N-38" -W (南北) 3 5 10・11号より新

13 第18図 18]14 N-35・W (南北) 3 4 

14 第19図 18J21 N-38.5・ 羽T(南北〉 3 4 17号より旧

15 第20図 18J21 N-36.5" -W (南北〉 3 4 17号より旧

16 第21図 18J23 N-38" -W (南北〉 3 4 25号より旧

17 第56図 18K25 N-34" -W (南北)? 1 l 14・15号より新

18 第22図 19K10 N-39.5・ W (南北〉 3 4 19号より旧

19 第23図 19K9 N-36・W (南北) 3 5 18号より新

20 第24図 19J2 N-3T -W (南北〉 3 3 18・19号より旧

21 第25図 19]4 N-54" -E (東西〉 5 3 22号より旧

22 第26図 19J8 N-37.5・ W (南北) 3 4 21号より新、25号より旧

23 第27図 19]10 N-57・ E (東西〉 2 2 22・25号より旧

24 第28図 19]10 N-53" -E (東西〉 4 2 

25 第29図 19]14 N-26" -W (南北〉 3 5 22・23号より新

26 第30図 19]18 N.59" -E (東西〉 2 3 31号より旧

27 第31図 19]17 N-35" -W (南北〉 3 ~ (5) 
28 第32図 19]16 N-34" -W (南北〉 3 3+α 

第33図 19J20 N-63" -E (東西〉 3 3 30・31号より旧

30¥ 第34図 19]19 N.33・ W (南北〉 3 4 29・31号よ り旧

31 '. 第35図 19]19 N-33・ W (南北〉 3 5 29・30号より 新

32 第36図 18I13 N・42・-W (南北〉 2 2 36号より旧

33 第37図 18I18 N-39.5" -W (南北〉 2 4 34・35・36・37号より旧

34 第36図 18I18 N-39・W (南北〉 2 2 33号より新35号より旧

35 第38図 18日8 N-65" -E (東西〉 2 ~ (?) 33号より新、 37号より旧

36 第39図 18日8 N-64" -E (東西〉 3 3 32・33号より 新

37 第40図 18I18 N-27・ W (南北〉 3 3 33・35号より新

38 第41図 1918 N-64・E (東西〉 3 4 39・40号より新

39 第42図 1918 N-68" -E (東西〉 2 4 
38・39号より新、 40号よ
り|日

40 第43図 1918 N-63・-E(東西〉 2 4 38号より新

41 第44図 19日6 N-66' -E (東西〉 2 3 43号より旧

42 第45図 19I17 N-25・ W (南北〉 3 4 43号より旧

43 第46図 19日7 N-65・ E (東西〉 3 4 41・42号より 新

44 第47図 19I17 N-65" -E (東西〉 2 3 

45 第48図 1919 N-24" -W (南北〉 l 1 

張り出し部は柱間数に含めていない。建物構造の検討も十分でないため、棟方向も検討を要す
る。
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田小括

土壌40は第26-28号建物跡を区画する地割面北

東端部にある。この地区は他の地区と違いこのよ

うな小規模の浅い土壌が複数で見られる地域であ

る。土層堆積状況をみると埋め戻した様な状況は

見られないが、遺物の分布状況が中央部に集中し

土旗下部~床面近くの一定のレベルにある一群と

土壌内北側に散逸したように分布しておりレベル

的には土壌覆土上部に集中する一群がある。また

この土携を切っている現代のイモ穴内からも 1点

出土しており、この土媛の北側が後世の撹乱をう

けた可能性が高い。土壌底面近くの一群はイモ穴

と切りあっている箇所からの出土であるが、撹乱

をうけた状態では出土していないことからかろう

じて撹乱を免れたと考えられる。また出土した骨

角器全体が熱を受けており、白っぽい状態であり、

湾曲し反り返っているものが多く横に多数の亀裂

が入っているものが少なくなかった。またいずれ

も破損している状態のものばかりであった。しか

表16 出土遺物集計表 1 (陶磁器)

とを
舶載

中国 瀬戸美濃

青磁白磁染付 赤絵 褐勅 朝鮮小計 灰F由 鉄勅 鉄媛

碗 135 12 223 9 379 36 110 

血 93 357 338 l 789 825 48 

かわらけ

杯 9 l 10 

盤

香炉 2 2 1 

指鉢 2 

車壷鉢 4 

袋物 3 2 5 

その他 l 

計 230 382 562 10 2 1186 861 163 2 

し土嬢の骨角器集中箇所には焼土純層の堆積がま

ったくみられないことから他の場所で焼かれ、こ

の土撲に廃棄された可能性が高い。

建物聞及び帯曲輪から建物跡群に入る通路を確

認することが今年度の調査の目的の一つであった

が、帯曲輪付近にて 2本の通路跡が検出された。

通路跡Aは帯曲輪から西の第41-44号建物跡を区

画する地割と第38-39号建物跡を区画する地割の

聞を抜け第29-31号建物跡を区画する地割と

26-28号建物跡を区画する地割との聞の南北に伸

びる空間部へと至る通路が考えられる。また通路

跡 Bは第32-37号建物跡を区画する地割と第

38-40号建物跡を区画する地割の聞を抜け、調査

区中央よりやや東側の13号建物跡の空間をぬけ 4

-7号建物跡空間へと至るか、あるいは13号建物

跡の北東側の溝で地割してありながら建物跡が想

定できなかった空間へ至る通路と考えられる。

(斉藤〉

(総破片数)

国 産

小計 腕血計 合計 その他 近世 総計
志野唐津 土器越前珠洲信楽備前

2 149 (528) 528 54 582 

3 16 892 (1681) 1681 l 11 1693 

(10) 10 11 

l 3 4 

529 10 541 541 2 543 

12 16 16 3 8 27 

5 2 7 

1 4 2 7 

3 18 l 541 10 1599 (2219) 2785 8 81 2874 

※表中瀬戸美濃の燭鉢としたものは、瀬戸市埋蔵文化財センター藤津良祐氏の御教示により館中瀬戸であることが判明した。前年度までに報告のものにも、両

者が含まれていると思えるので再整理 したい 山崎)
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表17 出土遺物集計表2 (鉄製品他)

孟ト寸 町点数|重量g I 僻
1 1万子 1151135.4 

喜 |小万 141 17.9 

2|脇板 111 26.1 

計 1611 407.7 

狩 |措 131 23.8 

鉄 |猟 |鈎 111 
生 |苧引金121 35.4 
塵 |鎌 121 64.2 
，、|締金具151 34.7 

計 1131211.4 

建 | 釘 124211，098.5

製 I ~ I 鈴 1 31 91. 9 

空|撃 111 35.7 
具 |壷金 111 147.5 

計 |μ711，373.6

鍋 114215，671.81 内耳1

品 |生 |火打金1~ 1 16.2 
l活 |火箸 111 11.8 
具 lハサミ111 32.2 

茶釜 131 248.81 フタ2
計 114815，980.81

不 |容器 121 22.3 
明 |その他1381335.3 

計 14ω州0川1357.6 
合計 150ω91同8ιり，33幻1.1

E | 3詑: |LlJι~1 1 臼
合 計 1 1臼凶5引11，5応5臼5幻7.5

£ト寸里|点数|重量E

小柄 131 37.5 
9宇 131 

エh l 錬 1 1 1 

銅 |韮|;2111 1;;

書|筋金具 111 16.2 
7、， 八双金 1 1 1 

八双鋲 1 1 1 

製 11縁金具 11 1 

重|忍L|;|127;
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治
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朝

無

不

一

寛
つ
E

品

銅

銭
327.3 
234.05 
856.75 

硯

ぷ「\\~I撒| 備考備考

碁石

石 |駒状石製品

製 | 茶臼

品 | 砥石

砥石原石

有孔石製品

合計

骨

角

器

鉱頭

鍍

8.7 

漆

そ
の
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4

qυ
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A
唯

一
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一

鉄砲玉 1 1 

ガラス玉 1 1 

合計 1 57 

IV 保存処理

(山崎)

1 木製品 ノール脱水、、パラロイドNAD-10のソノレベント

今年度は過去P.E. G含浸処理を完了した木 ナフサ20-30%溶液による樹脂含浸、接合等を行

製品1，400点をエタノーノレによる表面処理を行な なった。処理の内訳は釘、録、鍋、鍋蓋、籍、小

った。処理の内訳は箸、柾材、板材、木の皮、鞘 万、銀、銭等である。処理後シリカゲノレを入れた

等である。 ovフィノレムに入れて保管している。

2 漆器 4 銅製品

10点の処理を行なった。 P. E. G含浸後エタ 40点の処理を行なった。メスによる錆除去、エ

ノーノレによる表面処理である。 タノール脱水後、ベンゾトリアゾーノレのエタノ-

3 鉄製品 ノレ 2-3%溶液による減圧含浸処理を行なった。

1，000点の処理を行なった従来通り錆除去、エタ (斉藤〕
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V まとめ

平成 7年度の調査では掘立柱建物跡45棟をはじ できょう。 37号建物跡も36号建物跡の 1x 2聞の

め、竪穴建物跡、土旗・区画溝・柵列跡・通路跡 張り出し部が逆に付いた、基本的に柱間配置の同

などの遺構が検出され、 2800点余の陶磁器、鉄・ 様な、桁行柱聞が6.0、6.6尺等聞の建物と推定で

銅製品、骨角器などが出土した。掘立柱の建物跡 きないであろうか。これは松田が既述の如く、こ

では17号とした大型の柱穴 4個を一組とする建物 れらの区画の南側台地の縁辺に帯曲輸が走り、こ

跡が留意されるところである。第69号竪穴建物跡 の帯曲輪や更に南の方向を強く意識した結果必然、

などとともに幕末期に上部を削平されているもの 的に生じた建物構造であることを示しているので

と推される。平成 5年度に中央通りを跨ぐような はあるまいか。遺物その他が未整理な現状では、

形で同様の遺構が検出され、門・櫓等を想定した その機能等を具体的に示し得ないが、 6年度調査

ところであるが、本第17号建物跡はこの中央通り 区の17、18号建物跡等と共通するところでもある。

に面する溝12で区画された地割りの北西ほぼ中 これらの地割を画すると同時に、帯曲輪とこの

央、中央通りに近接した位置にあり、この地割と 地割面、更に上部中心部平坦面を結ぶ通路A、B

通りとを結ぶ遺構と推すべきであろうか。地割り が見つかった。これは 6年度調査で想定した通路

内の最も新しい建物跡は第25号建物跡であるが、 に繋がると推されるものである。地割面Aと25号

軸線の揃わない難点がある。第16号建物跡と24号 建物跡の聞を通る通路は溝35・82を両側に-.e.は

建物跡の二棟合体の 1棟を想定したが無理なよう 13号建物方向へ北折し、それから18111区、更に

である(鈴木亘先生のご教示による〉。第16、20、 6年度調査区の63号竪穴南側へ連続すると推され

21、22号建物跡等と23、24号建物跡等の組合せと る。溝35に沿う L字型の 3x 3聞の柱列は建物の

も推される。 一部ではなく 、通路の大きな屈曲部、恰かも析形

中央通りに面した調査区北西部と調査区中央部 状の一角に設けられた遺構をしめすとも推され

の平坦面は 3x 5聞の南北棟の建物形状が基調に る。

あり、一部 3x 4聞や稀に 3x 6問、 2x 5聞の 土康40から骨角器が一括出土した。骨角器廃棄

建物跡が見られるようである。 の何かを示唆するのであろうか。かつて館後方の

こうした平坦面の南東部は一段低く作られ、松 貝塚から多数出土した時には気付かなかった状況

田が地割面A、Bとした区画やその南東、 32-37 である。

号建物跡の建つ区画となっている。この地区を担 中央通りからの経路等今年も多くの課題を残し

当した松田と意見の分かれたところであるが、地 新年度広臨むことになった。

割面Bの42号の建物跡は北半5.5尺二聞と南半5.2 既に与えられた字数はない。勝山館の調査に新

尺二聞からなるがこの境の東西に棟が通っていた しい戦力が続々と参入してきた。その活躍を願う

可能性はないだろうか。 P1788、P193で東 2個欠 と同時に、よりよい環境づくりに責任を感ずると

失していることが前提であるが、これにより第44、 ころです。最後に新しい力への温かくも厳しいご

42、43号建物跡は共に桁行が等聞の共通性があり、 指導と勝山館との変わらぬご厚誼を心からお願い

その寸法が7.1、6.6、6.4尺と変化していると推定 申し上げます。(松崎〉
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